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表
紙

凍
り
つ
い
た
袋
田
の
滝

1２０２２-

（
茨
城
県
大
子
町
）

厳
し
い
寒
さ
が
続
く
と
、
滝
全
体
が
真
っ
白
に
凍
結

し
た
「
氷

ひ
ょ
う

瀑ば
く

」
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
さ
１
２
０
メ
ー
ト
ル
、
幅
73
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な

滝
が
凍
り
つ
く
。
ま
る
で
時
間
が
止
ま
っ
た
か
の
よ
う

な
神
秘
的
な
光
景
に
、
思
わ
ず
息
を
の
む
こ
と
で
し
ょ

う
。例

年
の
氷
瀑
シ
ー
ズ
ン
は
、
12
月
下
旬
か
ら
２
月
に

か
け
て
の
厳
冬
期
で
す
。
天
候
条
件
に
よ
っ
て
あ
ま
り

凍
結
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、年
に
よ
っ
て
は〝
完

全
凍
結
〞
す
る
こ
と
も
あ
り
、
最
近
で
は
２
０
１
２
年

に
観
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
完
全
凍
結
す
る
こ
と
は
少
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
７
割
ほ
ど
の
凍
結
で
も
普
段
と
は
違
っ
た
表
情

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
滝
の
氷
は
陽
が
の
ぼ
る
に

つ
れ
解
け
て
い
く
た
め
、
氷
瀑
観
賞
に
訪
れ
る
な
ら
気

温
の
低
い
朝
方
が
お
す
す
め
で
す
。

袋
田
の
滝
の
凍
結
状
況
に
つ
い
て
、
大
子
町
観
光
協

会
公
式
Ｈ
Ｐ
で
最
新
情
報
を
随
時
紹
介
し
ま
す
。
お
出

か
け
前
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
大
子
町
観
光
協
会

（
０
２
９
５
‐
７
２
‐
０
２
８
５
）

info@
daigo-kanko.jp

https://w
w
w
.daigo-kanko.jp/

（
写
真
提
供
＝
大
子
町
観
光
協
会
）

●秋田県大仙市 花火のまち大仙市 大森将樹
●福島県会津若松市 “とつきとおか”をかけて迎える漆器「めぐる」 貝沼　航
●茨城県 香りをデザインする乳酸菌研究 岩佐　悟
●埼玉県さいたま市 公立美術館から日本の盆栽文化を発信 田口文哉
●富山県高岡市 伝統産業を未来につなぐ 秋元　宏
●石川県 アロマ軸に能登ヒバをブランド化 野村英史
●広島県熊野町 筆文化の継承・発展にさまざまな取り組み 近藤光宏
●徳島県 阿波藍の魅力を全国、そして世界へ 川上武士
●福岡県福岡市 純粋な“好き”を発信し、需要を喚起する 白江勝行
●長崎県波佐見町 グリーンクラフトツーリズムの取り組み 小林善輝

【特集編では基調論文、全12事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

レギュラーリポート

地方創生実践塾①　長野県小布施町
町内外の人が溶けあうまちづくり
 林　志洋

地方創生実践塾②　島根県邑南町
12 地区の力で実現する地方創生
 白石絢也

地域トピックス　茨城県北地域
ウェブドラマで茨城県北地域の魅力発信
 大森茂宏

2021年度 地方創生セミナー
ＭａａＳで変わる公共交通
日本橋イベントスペース
令和４年度の出展団体募集 !

14

16

18

20

21

書籍紹介
「これからのテレワーク」他
移住・定住・交流推進支援事業　島根県江津市
オンラインで移住促進のアイデアソン 伊藤康丈

地域づくりの現場から　日高郷土学　和歌山県御坊市
郷土に誇りを持つために 平井　光

首長の思い
温かなつながりで支え合えるまちづくり
 亀井利克（三重県名張市長）

神秘的な氷瀑

グラビア

手前みそですが… 【宮崎県小林市】

1  巻頭エッセー／ＳＤＧｓで未来へつなぐまちづくり 本村賢太郎（神奈川県相模原市長）

特  集 伝統的な産業・工芸の新たな挑戦
日本の伝統的な産業・工芸は国内外で高く評価されているが、大量生産・大量消費社会となった高度成長期以降、売り上
げは長期低落傾向にあり、後継者不足も深刻だ。この分野で新たな取り組みに挑戦している各地の事例を紹介する。

2 基調論文  伝統的な産業や工芸とその新たな挑戦 下出祐太郎（京都産業大学
名誉教授　 ）

6 岩手県 南部鉄器の後継者育成に関する取り組み 小野寺健

8 山梨県富士吉田市 ハタオリとマチがつながる日 藤枝大裕

10 副基調論文  伝統的工芸品産業について 斎藤秀幸（経済産業省製造産業局生活製品課
伝統的工芸品産業室長　　　　 ）

22

24

26

28

小林市

宮
崎
県

275

小林市は宮崎県の南西部に位置し、北
部から南西部にかけて九州山地や霧

島連山に囲まれています。豊富な湧水や温
暖な気候から「水と食の宝庫」とも呼ばれ
ており、毎年贈答品として多くの人に喜ば
れているメロンやマンゴーなどを筆頭に年
間を通じ多くのフルーツや野菜が生産さ
れ、畜産も盛んです。特に牛肉は、日本一
の栄誉にあずかる黒毛和牛「宮崎牛」を支
える一大生産基地となっています。
小林市は地域活性化のため、さまざまなプロモーションの取り組みを行

っています。平成27年には、移住促進PRムービー「ンダモシタン小林」
を公開。フランス人男性の視点を通して、素晴らしくもちょっぴり不思議
な小林市の魅力を動画を通してPRし、全国的に話題になりました。
このほか、市民活動団体の取り組みを支援する「こばやしの人とまちが
輝く！　元気と笑顔創出事業」や市民の誰もが健康で生きがいを持ち幸せ
に生活できるまちを目指す「健幸のまちづくり」を進めるなど、市民が一
体となって笑顔があふれるまち小林市を創造しています。

█湧水
市内70カ所以上から湧き出る美しい水は名水百選に選ばれ、市民の生活に潤いを与え
ています

ン
ダ
モ
シ
タ
ン
な
ま
ち

小
林
市

█
星
空

国
が
主
催
す
る
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
コ
ン

テ
ス
ト
で
「
星
の
ふ
る
さ
と
日
本
一
」
に
5

回
選
出
さ
れ
ま
し
た

█メロン
野尻地区の街灯のモチーフでもある
メロン。糖度14度以上の「めろめろ
メロン」は大都市圏にも出荷されます

█宮崎牛
全国和牛能力共進会で３大会連続日
本一に輝いた宮崎牛は、小林市でも
生産されています

█ンダモシタン小林
再生回数は 290 万回超の移住促進 PRムービー。
現在でも多くの人に愛される動画となっています

█
か
る
か
や

各
棟
に
市
特
産
の
栗
の
名
前
が
つ

い
た
須
木
地
区
に
あ
る
4
棟
の
古

民
家
宿
泊
施
設
。
各
棟
貸
し
切
り

で
使
用
で
き
ま
す

█
ホ
タ
ル

幻
想
的
な
光
を
放
つ
ゲ
ン
ジ
ボ
タ

ル
は
、
５
月
中
旬
か
ら
６
月
中
旬

に
見
ご
ろ
を
迎
え
ま
す
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相
模
原
市
、
全
国
で
８
位
。

こ
れ
は
、
全
国
８
１
５
市
区
を
対
象
に
日
本
経
済
新
聞
社
が
行

っ
た
「
第
２
回
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
先
進
度
調
査
」（「
日
経
グ
ロ
ー
カ
ル
」

令
和
３
年
１
月
４
日
号
掲
載
）
に
お
け
る
本
市
の
順
位
で
す
。
こ

の
調
査
は
、
持
続
可
能
性
の
観
点
か
ら
、
経
済
・
社
会
・
環
境
の

３
分
野
に
つ
い
て
評
価
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
発
展
へ
の
取
り

組
み
を
ラ
ン
キ
ン
グ
し
た
も
の
で
す
。

私
は
、
自
治
体
が
進
め
る
福
祉
、
子
育
て
支
援
、
教
育
、
環
境

対
策
な
ど
、
市
民
が
将
来
に
わ
た
っ
て
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
く
た

め
の
取
り
組
み
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
指
す
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
」
と
理
念
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
考

え
、
市
長
就
任
以
来
、
新
た
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
室
を
設
置
し
、
積

極
的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
言
葉
は
、
今
で
こ
そ
テ
レ
ビ
な
ど
で
目
に
す

る
機
会
が
増
え
ま
し
た
が
、
就
任
当
時
は
一
般
的
で
は
な
か
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
持
続
可
能
な
社
会
、
持
続
可
能
な
相
模
原
市

を
達
成
す
る
に
は
、
市
民
の
皆
様
や
企
業
、
団
体
の
皆
様
な
ど
と

連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
ま
ず
は
分
か
り
や
す
い
普
及
啓
発
に
着
手
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、「SD

Gs one by one

」
と
い
う
特
設
サ
イ
ト
を

開
設
し
、
誰
も
が
親
し
め
る
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
会
話
形
式
で
ユ

ー
モ
ラ
ス
に
紹
介
し
、
そ
の
結
果
、
行
政
の
特
設
サ
イ
ト
と
し
て

は
異
例
の
月
間
30
万
超
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

他
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
楽
し
く
学
べ
る
「
相
模
原
市
版Get T

he 
Point

」
と
い
う
自
治
体
初
の
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
作
成
し
、
市
職

員
が
小
中
学
校
等
で
出
前
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
市

民
の
皆
様
の
マ
イ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
の
特
設
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
や
、

本
市
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
体
験
型
で
学
ぶ
こ
と
の

で
き
る
「
さ
が
み
は
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
」
の
実
施

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
多
様
な
主
体
が
一
丸
と
な
っ
て
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
各
ゴ
ー
ル
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
そ
の
基

盤
と
な
る
「
さ
が
み
は
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
開
始
か
ら
１
年
半
足
ら
ず
で
す
が
、
現
在
、
市
内

外
か
ら
５
０
０
を
超
え
る
企
業
や
団
体
な
ど
に
登
録
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
拡
充
に
引
き
続
き
取
り
組
む

と
と
も
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
連
携
を
図
る
た
め
の
工
夫
を
凝
ら

し
、
１
＋
１
が
３
に
も
４
に
も
10
に
も
な
っ
て
い
く
よ
う
な
、
新

た
な
仕
掛
け
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、本
市
の
地
域
特
性
の
一
つ
に
豊
か
な
自
然
が
あ
り
ま
す
。

市
域
の
６
割
を
森
林
が
占
め
る
本
市
で
は
、
令
和
元
年
東
日
本
台

風
の
際
に
は
土
砂
災
害
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
が
、

本
来
森
林
は
、
適
切
な
管
理
の
下
で
は
、
防
災
や
環
境
保
全
に
と

ど
ま
ら
な
い
多
面
的
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
機
能
は
、
本
市
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
は
不
可
欠

で
あ
り
、
地
域
資
源
で
あ
る
森
林
の
適
切
な
管
理
や
木
材
の
循
環

利
用
を
進
め
る
た
め
、
本
年
度
か
ら
専
管
組
織
を
設
置
し
て
森
林

政
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、ま
だ
ま
だ
安
心
し
て
飲
め
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

小
売
店
の
店
頭
で
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
賞
味
期
限
の
近
い
飲
料
を
安

価
で
販
売
す
る
フ
ー
ド
ロ
ス
対
策
自
動
販
売
機
の
設
置
や
、
相
模

原
青
年
会
議
所
、
津
久
井
青
年
会
議
所
と
の
協
働
に
よ
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
好
事
例
を
表
彰
し
、
取
り
組
み
の
横
展
開
を
推
進
す
る
「
さ

が
み
は
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
世
界
共
通
の
目
標
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、

国
の
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
お
い
て
地

方
創
生
の
原
動
力
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
課
題
解

決
や
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
世
の
中
が
大

き
く
変
化
す
る
中
に
あ
っ
て
も
、
立
ち
止
ま
る
こ
と
な
く
、
持
続

可
能
な
相
模
原
の
実
現
に
向
け
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
市
民
や
パ
ー
ト

ナ
ー
の
皆
様
と
と
も
に
進
め
る
こ
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加

意
識
や
意
欲
を
高
め
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
も
資
す
る

と
期
待
で
き
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
は
、
ま
さ
に
本
市
の
未
来
を
切
り
拓
き
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
で
あ
る
統
合
的
解
決
に
結
実
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
、
企
業
、
団
体
の
皆
様
と
と
も
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本村　賢太郎神奈川県相模原市長

ＳＤＧｓで未来へつなぐまちづくり
～ＳＤＧｓ未来都市・相模原市のチャレンジ～
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特 集
基調論文は

じ
め
に

伝
統
産
業
や
工
芸
の
衰
退
が
い
わ
れ
出
し
て
か
ら
久
し

く
、全
く
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

日
本
の
伝
統
的
な
産
業
や
工
芸
は
、
世
代
を
超
え
て
受
け

継
が
れ
、
世
界
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
依
然
と

し
て
売
り
上
げ
や
生
産
高
は
減
少
傾
向
が
続
き
、
職
人
の

高
齢
化
・
後
継
者
不
足
も
深
刻
な
ま
ま
で
す
。
そ
こ
で
今

回
、
伝
統
的
な
産
業
や
工
芸
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

て
、
地
域
づ
く
り
と
ど
う
か
か
わ
り
、
何
が
で
き
る
の
か

と
い
う
視
点
で
伝
統
的
工
芸
品
産
業
を
見
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

伝
統
的
工
芸
品
産
業
と
は

日
本
各
地
に
は
地
域
に
根
差
し
た
伝
統
的
な
工
芸
品
が

存
在
し
ま
す
。
大
辞
林
に
よ
る
と
、「
日
本
の
伝
統
的
な

技
術
を
基
礎
に
、
現
代
生
活
に
即
し
た
作
品
を
創
造
し
、

新
し
い
伝
統
を
築
く
こ
と
を
め
ざ
す
工
芸
、
ま
た
、
そ
の

作
品
」
と
あ
り
ま
す
。
笹
田
友
三
郎
著
『
地
場
産
業
と
伝

統
産
業
』（
１
９
７
９
年
刊
）
で
は
、「
天
然
素
材
を
用
い

た
手
作
り
を
本
旨
と
す
る
」「
仏
教
伝
来
を
起
源
と
し
て

発
展
を
遂
げ
て
き
た
も
の
や
、
江
戸
時
代
に
各
藩
の
奨
励

策
に
よ
っ
て
興
っ
た
も
の
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
始
ま
り
は

様
々
」「
日
本
各
地
の
地
場
産
業
と
し
て
発
展
し
て
き
た

経
緯
が
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
要
約
す
る
と
、
天

然
材
料
を
用
い
、
道
具
を
使
っ
て
手
仕
事
で
現
代
生
活
に

即
し
た
作
品
を
作
る
、
地
域
に
根
差
し
た
伝
統
的
な
工
芸

産
業
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
伝
統
工
芸
産
業
は
、
明
治
時
代
以
降
の
機
械

生
産
を
中
心
と
し
た
産
業
構
造
の
変
化
に
よ
り
、
変
質
と

衰
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
戦
後
の
高
度
経
済

成
長
に
伴
い
、
世
の
流
れ
が
大
量
生
産
・
大
量
消
費
に
傾

く
と
、
少
量
生
産
が
主
で
あ
る
伝
統
工
芸
は
産
業
と
し
て

の
岐
路
に
立
た
さ
れ
た
ま
ま
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
と
い

伝
統
的
な
産
業
・
工
芸
の
新
た
な
挑
戦

伝
統
的
な
産
業
や
工
芸
と
そ
の
新
た
な
挑
戦

―
地
域
づ
く
り
に
必
要
な
豊
か
さ
と
は
何
か
―

下
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祐
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郎
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産
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大
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名
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授

筆者プロフィール

下出 祐太郎氏
（しもで・ゆうたろう）

1955 年京都市生まれ。京都産業大学名誉教授・客員教授、
博士（学術）。下出蒔絵司所 3代目。伝統工芸士、現代の名工。
即位礼や大嘗祭の神祇調度や、第 61・62 回伊勢神宮式年遷宮
御神宝に携わる。京都迎賓館では水明の間飾り台「悠久のささ
やき」等を制作。第 14回～第 37回日展 24回連続入選。以後
フリーで活動。後継者育成に力を注ぐ一方、漆芸の研究、漆や
文学の講演執筆活動にも取り組む。専門は、伝統工芸。漆文化。

3 2022・1 月号 地域づくり 本編 2022・1 月号地域づくり 本編 2



え
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
何
の
手
も
打
た
な
い
ま
ま
今
日
に
至
っ
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昭
和
₄₉
年
に
は
、
議
員
立
法
に
よ

り
『
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
』（
以

下
「
伝
産
法
」）
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。「
一
定
の
地
域
で

主
と
し
て
伝
統
的
な
技
術
又
は
技
法
等
を
用
い
て
製
造
さ

れ
る
伝
統
的
工
芸
品
が
、
民
衆
の
生
活
の
中
で
は
ぐ
く
ま

れ
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
と
及
び
将
来
も
そ
れ
が
存
在
し

続
け
る
基
盤
が
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
こ
の
よ
う
な
伝

統
的
工
芸
品
の
産
業
の
振
興
を
図
り
、
も
っ
て
国
民
の
生

活
に
豊
か
さ
と
潤
い
を
与
え
る
と
と
も
に
地
域
経
済
の
発

展
に
寄
与
し
、
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
一
定
の
地

域
で
主
と
し
て
伝
統
的
な
技
術
又
は
技
法
等
を
用
い
て
製

造
さ
れ
る
伝
統
的
工
芸
品
」
と
は
、
あ
る
地
域
で
採
れ
る

天
然
の
原
材
料
を
用
い
る
手
工
業
で
あ
り
、
そ
の
地
域
性

に
根
差
し
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

こ
こ
で
整
理
し
て
お
き
ま
す
が
、「
伝
統
的
工
芸
品
」

と
は
、
伝
産
法
に
基
づ
い
て
経
済
産
業
大
臣
に
よ
り
産
地

指
定
を
受
け
た
伝
統
工
芸
品
で
す
。一
方
、「
伝
統
工
芸
品
」

は
、
法
律
に
よ
る
明
確
な
定
義
は
な
く
、
一
般
的
に
長
年

に
わ
た
り
受
け
継
が
れ
て
い
る
技
術
や
技
法
を
用
い
て
作

ら
れ
た
工
芸
品
の
総
称
で
あ
り
、
各
地
方
自
治
体
が
定
め

る
伝
統
工
芸
品
が
存
在
し
ま
す
。
私
が
在
住
す
る
京
都
で

は
、
京
都
府
知
事
指
定
伝
統
工
芸
品
が
あ
り
、「
京
も
の

指
定
工
芸
品
」₃1
品
目
、「
京
も
の
技
術
活
用
品
」１
品
目
、

「
京
も
の
伝
統
食
品
」
２
品
目
が
指
定
さ
れ
、
京
都
市
で

は
京
都
市
伝
統
産
業
活
性
化
推
進
条
例
に
基
づ
き
、
₇₄
品

目
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
体
に
右

肩
下
が
り
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
同
じ
で
す
。

伝
統
産
業
の
現
状
と
衰
退
の
背
景

現
在
の
伝
統
産
業
の
情
勢
と
し
て
、
伝
統
的
工
芸
品
産

業
振
興
協
会
が
ま
と
め
た
も
の
に
よ
り
ま
す
と
、
従
業
者

数
は
、
昭
和
₅₄
（
１
９
７
９
）
年
₂₈
万
８
０
０
０
人
だ
っ

た
も
の
が
平
成
₂₄
（
２
０
１
２
）
年
に
は
６
万
９
６
３
５

人
、
企
業
数
は
、
昭
和
₅₄
年
３
万
４
０
４
３
企
業
だ
っ
た

も
の
が
平
成
₂₄
年
に
は
１
万
３
５
６
７
企
業
、生
産
額
は
、

昭
和
₅₈
（
１
９
８
３
）
年
５
４
０
０
億
円
だ
っ
た
も
の
が

平
成
₂₄
年
に
は
１
０
４
０
億
円
と
惨さ

ん

憺た
ん

た
る
も
の
で
す
。

各
都
道
府
県
の
現
状
も
推
し
て
知
る
べ
し
で
す
。

伝
統
的
工
芸
品
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
、
課
題

と
し
て
、
①
技
術
革
新
、
工
業
材
料
革
命
お
よ
び
マ
ス
・

メ
デ
ィ
ア
の
発
達
に
よ
り
、
大
量
生
産
、
大
量
消
費
の
経

済
構
造
が
確
立
し
た
こ
と
②
農
村
の
衰
退
や
、道
路
建
設
、

海
岸
整
備
、
宅
地
化
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
原
材
料
の
採

取
・
供
給
の
困
難
化
③
登
り
窯
に
対
す
る
煙
害
な
ど
の
規

制
強
化
④
小
規
模
な
事
業
所
が
多
く
、
給
与
、
休
日
、
福

利
厚
生
な
ど
の
不
十
分
な
雇
用
条
件
⑤
季
節
ご
と
の
行
事

や
夏
祭
り
、
秋
祭
り
に
代
表
さ
れ
る
祭
礼
な
ど
の
衰
退
⑥

国
民
の
生
活
用
品
に
対
す
る
意
識
の
変
化
⑦
核
家
族
化
の

進
行
に
よ
る
親
か
ら
子
、
子
か
ら
孫
へ
と
伝
え
ら
れ
た
生

活
様
式
、
生
活
意
識
、
生
活
慣
習
の
伝
承
の
崩
れ
―
―
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

伝
統
産
業
の
後
継
者
問
題

伝
統
産
業
が
抱
え
る
問
題
と
し
て
、
後
継
者
問
題
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
と
り
も
な
お
さ
ず
、
需
要
の
減
少
が
拍
車

を
か
け
て
い
る
の
で
す
が
、
現
代
の
雇
用
の
シ
ス
テ
ム
も

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
最
低
賃

金
が
定
め
ら
れ
た
雇
用
と
い
う
概
念
が
、
弟
子
制
度
を
脅

か
し
て
い
ま
す
。
農
業
な
ど
の
第
１
次
産
業
や
建
設
業
な

ど
の
第
２
次
産
業
、
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
第
３
次

産
業
と
は
異
な
り
、
手
工
業
に
特
化
し
た
伝
統
的
工
芸
品

産
業
は
、
複
雑
多
岐
に
分
か
れ
た
小
さ
な
工
房
で
受
け
継

が
れ
る
特
殊
な
技
術
、
技
能
が
必
要
と
な
り
、
一
人
前
に

な
る
ま
で
に
は
1₀
年
と
も
言
わ
れ
、
か
な
り
の
年
月
が
か

か
り
ま
す
。
学
校
教
育
に
お
い
て
は
経
費
が
か
か
る
こ
と

は
当
た
り
前
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
手
に
職
を
付
け

特 集
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る
と
い
う
概
念
は
あ
る
も
の
の
、
弟
子
制
度
は
職
業
と
位

置
付
け
ら
れ
て
し
ま
っ
て
、
脈
々
と
続
け
ら
れ
て
き
た
弟

子
の
教
育
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
一
羽
の
鳥
を
彫
刻
で
掘
り
出
す
場
合
、
も
の
に

も
よ
り
ま
す
が
、
親
方
（
師
匠
）
が
、
半
日
で
完
成
さ
せ

る
も
の
を
、
入
っ
て
６
カ
月
目
の
弟
子
は
、
お
そ
ら
く
４

～
５
日
か
か
り
ま
す
。
こ
こ
に
最
低
賃
金
の
考
え
方
を
持

ち
込
む
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
仕
上
が
っ

た
も
の
の
完
成
度
が
違
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
ま

す
。
親
方
を
目
指
し
て
修
練
を
積
ん
で
い
く
修
業
と
い
う

在
り
方
を
現
代
の
雇
用
法
が
圧
迫
し
て
い
る
状
態
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
我
が
子
に
し
か
継
承
さ
せ
ら
れ

ま
せ
ん
。

奈
良
時
代
か
ら
続
く
も
の
づ
く
り
の
根
幹

伝
統
工
芸
産
業
、
手
仕
事
に
お
け
る
も
の
づ
く
り
の
根

幹
を
日
本
の
歴
史
に
求
め
る
な
ら
ば
、
奈
良
時
代
に
設
立

さ
れ
た
内た

く
み
の匠

寮り
ょ
うだ

と
考
え
て
い
ま
す
。
６
世
紀
半
ば
の
欽

明
天
皇
期
、
百
済
か
ら
古
代
日
本
（
大
和
朝
廷
）
へ
の
仏

教
公
伝
が
あ
り
、
そ
れ
を
精
神
的
支
柱
と
し
て
国
家
形
成

が
は
か
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
天
皇
の
公
式
行
事
に
供
さ

れ
る
も
の
、
国
家
の
形
成
に
必
要
な
も
の
づ
く
り
の
組
織

と
し
て
内
匠
寮
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
平
安
時
代
に
も

引
き
継
が
れ
、
有
職
故
実
に
も
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
伝
統
を
担
っ
て
脈
々
と
受
け
継
が
れ
発
展
し
て
き
た
も

の
が
、
現
代
に
お
い
て
も
存
続
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
文
化
的
に
も
非
常
に
大
切
な
も
の
と
考
え
ま
す
。

古
代
よ
り
培
わ
れ
て
き
た
、
伝
統
工
芸
産
業
は
各
時
代

に
国
宝
や
重
要
文
化
財
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

も
国
の
根
幹
を
支
え
る
も
の
で
す
。
そ
の
技
術
を
今
に
伝

え
る
文
化
の
側
面
も
見
逃
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
天
然
材

料
を
用
い
た
手
仕
事
と
自
然
観
に
根
差
し
た
美
意
識
が
、

脈
々
と
継
承
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
私
は
、
文
化
を
基
軸

と
し
た
手
仕
事
の
産
業
の
あ
り
方
を
検
討
す
べ
き
と
考
え

て
い
ま
す
。

も
の
づ
く
り
が
文
化
と
し
て
培
っ
て
き
た
も
の
の
う
ち

に
は
、
単
な
る
技
術
に
と
ど
ま
ら
ず
、
天
然
材
料
を
用
い

道
具
を
使
っ
て
手
仕
事
で
つ
く
り
出
す
ノ
ウ
ハ
ウ
、
そ
の

地
域
由
来
の
材
料
に
対
す
る
工
夫
や
作
り
方
が
あ
り
ま
す
。

余
裕
か
ら
生
ま
れ
る
豊
か
さ
を

手
前
み
そ
で
恐
縮
で
す
が
、
令
和
３
年
11
月
８
日
、
私

は
蒔
絵
師
と
し
て
、現
代
の
名
工
（
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
・

卓
越
技
能
章
）
表
彰
の
栄
に
浴
し
ま
し
た
。
そ
の
授
賞
式

に
お
い
て
「
我
が
国
の
状
況
を
考
え
て
み
ま
す
と
、
急
激

に
進
む
少
子
高
齢
化
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
国

際
競
争
の
激
化
、第
４
次
産
業
革
命
、例
え
ば
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ

ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）、
セ
ン
シ
ン
グ
（
セ
ン
サ
ー
に

よ
る
計
測
技
術
）、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）、

ロ
ボ
ッ
ト
等
の
技
術
革
新
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
を
き
っ
か
け
と
し
た
社
会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
の
加
速
化
な
ど
に
よ

り
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
活
力
あ
る
経
済
社
会
を

維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
上
で
、
何
よ
り
も
そ
の
基
盤
と

な
る
人
材
の
育
成
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、よ
り
多
く
の
、

よ
り
優
れ
た
技
能
を
備
え
た
人
材
の
確
保
が
一
層
重
要
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、『
現
代
の
名
工
』

と
し
て
若
い
技
能
者
の
模
範
と
な
り
…
…
」
と
い
う
祝
辞

を
頂
戴
し
、
抱
え
き
れ
な
い
宿
題
を
い
た
だ
い
た
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。
こ
の
我
が
国
の
現
状
か
ら
、
地
域
づ
く
り

の
余
裕
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
揚
げ
足
を
と
る
つ
も
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
我
が
国
の
現
状
の
捉
え
方
を
見
て
い

る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
地
域
づ
く
り
に
は
余
裕
が
必
要
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
余
裕
か
ら
生
ま
れ
る
豊
か
さ
。
私
た
ち

が
見
失
っ
て
き
た
も
の
こ
そ
が
、
余
裕
や
余
裕
か
ら
生
ま

れ
る
豊
か
さ
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
地
域
が
培
っ
て
き

た
伝
統
工
芸
産
業
や
伝
統
芸
能
や
神
事
や
行
事
な
ど
の
伝

統
文
化
。
地
域
に
根
差
し
た
も
の
。
地
域
づ
く
り
の
本
質

は
そ
こ
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

今
回
本
誌
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
伝
統
的
な
産
業
や
工
芸

の
新
た
な
取
り
組
み
の
数
々
の
事
例
は
、
ま
さ
に
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
特
性
を
活
か
し
た
も
の
で
す
。「
伝
統
工
芸
×

○
○
」
や
「
地
場
産
品
×
○
○
」、「
伝
統
文
化
×
○
○
」

な
ど
な
ど
。
シ
ナ
ジ
ー
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
地
域
の

人
が
誇
ら
し
く
地
元
を
語
り
、
輪
を
広
げ
て
ゆ
く
。
生
活

様
式
や
生
活
環
境
の
変
化
は
止
め
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
再
構
築
す

る
た
め
の
資
源
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
り
、
現
代
な
ら

で
は
の
光
の
当
て
方
や
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
そ
の
地

域
に
よ
る
独
特
の
工
夫
が
光
り
ま
す
。

前
述
の
伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興
協
会
に
よ
れ
ば
、
伝

統
工
芸
を
取
り
巻
く
明
る
い
兆
し
と
し
て
、
①
ゆ
と
り
と

豊
か
さ
を
も
た
ら
す
質
の
高
い
製
品
を
求
め
る
ニ
ー
ズ
の

高
ま
り
②
地
域
独
自
の
文
化
を
見
直
そ
う
と
す
る
風
潮
の

高
ま
り
③
「
和
」
の
暮
ら
し
や
「
も
の
づ
く
り
」
に
対
す

る
再
評
価
④
欧
米
に
お
け
る
「
和
」
の
生
活
様
式
に
対
す

る
関
心
の
高
ま
り
⑤
循
環
型
経
済
社
会
を
体
現
し
て
い
る

産
業
で
あ
る
こ
と
―
―
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
で
も
持
続
可
能
な
産
業
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
伝

統
工
芸
産
業
に
は
そ
の
た
め
の
知
恵
が
満
載
と
言
っ
て
も
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過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
の
あ
と
に
あ
る
べ
き

生
き
方
そ
れ
自
体
の
資
源
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
の
で

す
。
人
生
１
０
０
年
時
代
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
資
源
で

も
あ
る
と
見
て
い
ま
す
。

現
代
に
お
け
る

伝
統
産
業
の
価
値
の
見
直
し

私
の
専
門
で
あ
る
漆
の
工
芸
産
業
に
目
を
転
じ
る
と
、

漆
器
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
変
わ
り
、
蒔
絵
技
術
が
シ
ル
ク

ス
ク
リ
ー
ン
や
印
刷
技
術
に
と
っ
て
代
わ
る
現
代
、
千
年

以
上
の
歴
史
を
持
つ
日
本
が
育
み
培
っ
て
き
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
知
恵
を
残
す
た
め
に
、
何
を
な
す
べ
き
か
。
ま
ず
、

伝
統
的
な
漆
工
芸
を
再
認
識
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
特
に
日
本
独
自
に
発
展
し
て
き
た
蒔
絵
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
次
代
に
つ
な
が
る
持
続
性
を
持

た
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
漆
器
か
ら
合
成
資
材
、
漆

か
ら
合
成
塗
料
、
漆
塗
り
技
術
か
ら
吹
き
付
け
塗
装
、
蒔

絵
か
ら
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
や
印
刷
技
術
を
発
展
さ
せ
て

き
ま
し
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
づ
く
り
が
あ
る
か
ら
、

汎
用
性
が
生
ま
れ
技
術
大
国
の
日
本
が
生
ま
れ
た
。
そ
う

認
識
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
汎
用
の
技
術
か
ら
、
元
の

ば
ら
つ
き
が
あ
り
地
域
性
が
あ
る
天
然
材
料
に
向
き
合

い
、
膨
大
な
年
月
を
か
け
て
構
築
し
て
き
た
伝
統
工
芸
技

術
や
豊
か
な
生
活
文
化
は
生
み
出
せ
ま
せ
ん
。

伝
統
的
な
技
術
の
継
承
は
、
単
に
技
術
の
継
承
に
と
ど

ま
ら
ず
、
文
化
と
し
て
の
意
味
付
け
も
持
ち
得
て
い
る
の

で
す
。

﹁japan

﹂
蒔
絵
の
新
た
な
挑
戦

「japan

」
と
称
さ
れ
る
蒔
絵
漆
器
。
私
自
身
の
新
た
な

挑
戦
と
し
て
、
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
過
去
の
時
代
の
蒔
絵
技
術
の
研
究
と
習

得
に
よ
る
文
化
財
の
保
存
修
理
を
手
掛
け
る
一

方
、
生
活
の
形
態
が
変
わ
る
中
、
新
た
な
素
材

の
活
用
や
、
伝
統
技
術
と
先
端
技
術
の
融
合
を

視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。
異
業
種
交
流
に
よ
る

新
素
材
開
発
研
究
や
新
商
品
の
開
発
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
新
素
材
開
発
で
は
、
尾
池
工

業
株
式
会
社
と
の
共
同
研
究
で
「
漆
黒
調
積
層

体
、
及
び
そ
の
製
造
方
法
」（
平
成
₂₅
年
～
）

で
特
許
取
得
。
日
本
電
気
株
式
会
社（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）と
の「
漆

調
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
の
共
同
研
究
開
発
（
平
成
₂₇

年
～
）
に
よ
る
特
許
の
取
得
と
製
品
開
発
。
カ
シ
オ
計
算

機
株
式
会
社
と
の
腕
時
計
カ
シ
オ
オ
シ
ア
ナ
ス
マ
ン
タ

蒔
絵
の
共
同
研
究
開
発
（
平
成
₂₉
年
～
）
に
よ
る
特
許
の

出
願
申
請
と
製
品
開
発
。
従
来
の
伝
統
工
芸
産
業
の
枠
を

超
え
て
、
近
代
産
業
と
の
異
分
野
、
異
業
種
交
流
に
も
意

欲
的
に
取
り
組
み
、
漆
や
蒔
絵
の
持
つ
素
晴
ら
し
さ
と
伝

統
工
芸
が
も
つ
付
加
価
値
を
世
界
的
に
広
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

む
す
び
に

今
回
、
伝
統
的
な
産
業
や
工
芸
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
て
、
地
域
づ
く
り
と
ど
う
か
か
わ
っ
て
、
何
が
で
き

る
の
か
と
い
う
視
点
で
伝
統
工
芸
産
業
を
見
て
き
ま
し

た
。
今
回
「
地
域
づ
く
り
」
で
紹
介
さ
れ
た
事
例
で
は
、

Ｉ
Ｔ
・
科
学
技
術
の
応
用
や
ブ
ラ
ン
ド
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
へ
の
対
応
な
ど
の
取
り
組
み
が
幅
広
く
紹
介
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
地
域
に
根
差
し
た
資
源
と
し
て
の
伝
統
工
芸

産
業
の
一
面
を
明
ら
か
に
で
き
た
と
考
え
ま
す
。

地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
は
、
す
な
わ
ち
そ
の
地
域
で

の
天
然
材
料
や
気
候
風
土
と
そ
の
地
域
に
根
差
し
た
伝
統

文
化
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
由
来
す
る
資
源
を
活
用

す
る
側
面
が
強
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
地
域
の
文
化
的
な

資
源
を
い
か
に
活
用
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
資
す

る
考
え
方
を
構
築
す
る
か
が
課
題
な
の
で
す
。

近
代
化
以
降
の
地
域
社
会
の
変
化
に
は
大
き
な
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
各
地
で
伝
統
工
芸
産
業
と
し
て
培
わ
れ
て

き
た
も
の
が
素
晴
ら
し
い
資
源
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
す

る
に
至
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
取
り
上
げ
方
、
組
み
合
わ

せ
方
、
連
携
の
あ
り
方
な
ど
で
現
代
性
を
も
ち
、
地
域
の

人
々
と
と
も
に
生
き
生
き
と
よ
み
が
え
る
手
ご
た
え
を
感

じ
ま
し
た
。
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
を
私
た
ち
は
す
で

に
持
っ
て
い
た
の
で
す
。

豊
か
さ
と
は
何
で
あ
る
の
か
。
民
間
で
も
宇
宙
に
飛
び

出
せ
る
こ
の
時
代
、
世
界
中
を
巻
き
込
む
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

の
こ
の
時
代
、
地
球
温
暖
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
こ

の
時
代
。
原
因
が
あ
っ
て
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
、
当
た

り
前
の
こ
と
に
向
き
合
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
ど

う
生
き
る
か
。

自
問
を
も
っ
て
む
す
び
と
い
た
し
ま
す
。

OCEANUS MANTA 蒔絵：カシオ提供

漆調バイオプラスチックスマホケース：NEC 提供
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特 集
南
部
鉄
器
の
起
源

岩
手
県
に
は
、「
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
き
、
国
が
指
定
す
る
伝
統
的
工
芸
品
が

４
品
目
存
在
す
る
が
、
そ
の
中
で
も
最
初
に
指
定
を
受
け

た
の
が
「
南
部
鉄
器
」
で
あ
る
。

南
部
鉄
器
の
産
地
は
盛
岡
市
と
奥
州
市
に
分
か
れ
て
い

る
が
、
盛
岡
市
で
は
江
戸
時
代
に
南
部
藩
主
が
京
都
か
ら

釜
師
を
招
い
て
茶
の
湯
釜
を
作
ら
せ
た
の
が
始
ま
り
と
さ

れ
、
奥
州
市
で
は
、
平
安
時
代
末
期
、
藤
原
清
衡
が
近
江

国
か
ら
鉄
器
職
人
を
招
き
、
武
具
な
ど
を
作
ら
せ
た
こ
と

が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
歴
史
的
背
景
を
持
ち
な
が
ら
も
、

長
年
に
わ
た
っ
て
技
術
や
技
法
が
継
承
さ
れ
、
昭
和
50
年

に
全
国
で
も
第
１
次
の
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
た
。

本
県
が
誇
る
全
国
的
に
も
知
名
度
の
高
い
工
芸
品
の
一
つ

で
あ
る
。

◆◆◆

南
部
鉄
器
の
現
状
と
課
題

南
部
鉄
器
の
代
表
的
な
商
品
と
言
え
ば
茶
釜
や
鉄
瓶
だ

が
、
小
型
の
急
須
や
風
鈴
、
鍋
や
フ
ラ
イ
パ
ン
を
は
じ
め

と
す
る
キ
ッ
チ
ン
用
品
な
ど
、
近
年
で
は
新
商
品
も
多
数

開
発
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
南
部
鉄
器
は
黒
色
」
と
い
う

概
念
を
覆
す
赤
や
青
、
黄
色
な
ど
の
カ
ラ
フ
ル
な
急
須
が

欧
米
を
中
心
と
す
る
海
外
で
人
気
を
博
し
て
お
り
、
新
た

な
販
路
を
築
い
て
い
る
。

一
方
で
、
現
代
社
会
に
お
け
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

な
ど
に
よ
り
、
南
部
鉄
器
の
令
和
元
年
製
造
品
出
荷
額
は

約
22
億
円
で
、
ピ
ー
ク
だ
っ
た
平
成
９
年
の
約
47
億
円
の

２
分
の
１
以
下
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
、
最

近
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
客
の
減
少
や
物
産
展
等
の
中
止
に
よ
る
販
売
機

会
の
減
少
等
で
売
り
上
げ
は
伸
び
悩
ん
で
お
り
、
南
部
鉄

器
の
製
造
事
業
者
に
と
っ
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

◆◆◆

さ
ら
に
、
南
部
鉄
器
の
最
も
大
き
な
課
題
の
１
つ
に
後

継
者
不
足
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
南
部
鉄
器
全

体
の
売
り
上
げ
が
落
ち
込
ん
で
い
る
こ
と
に
加
え
、
南
部

鉄
器
の
職
人
は
一
人
前
に
な
る
の
に
10
年
以
上
か
か
る
と

言
わ
れ
て
お
り
、
高
温
の
鉄
を
扱
う
こ
と
か
ら
重
労
働
の

イ
メ
ー
ジ
も
強
く
、
担
い
手
の
確
保
は
難
し
い
。
現
役
の

従
業
員
は
40
代
以
上
の
割
合
が
70
％
を
超
え
て
い
る
な

ど
、
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
南
部

鉄
器
で
は
あ
る
が
、
産
地
で
は
伝
統
技
術
を
次
世
代
に
継

承
し
て
い
く
た
め
の
独
自
の
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
る
。

水
沢
鋳
物
工
業
協
同
組
合
の
取
り
組
み

水
沢
鋳
物
工
業
協
同
組
合
（
奥
州
市
）
で
は
、
平
成
24

年
か
ら
３
年
間
に
わ
た
り
、
国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、

伝
統
工
芸
技
能
継
承
者
育
成
事
業
を
実
施
し
た
。
通
常
、

南
部
鉄
器
の
職
人
に
な
る
に
は
、
職
人
に
弟
子
入
り
し
て

指
導
を
仰
ぐ
必
要
が
あ
る
が
、
前
述
の
と
お
り
、
一
人
前

に
な
る
に
は
時
間
が
か
か
り
、
短
期
間
で
自
分
の
製
作
し

た
商
品
か
ら
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
は
な

い
た
め
、そ
の
間
の
生
計
維
持
は
大
き
な
ネ
ッ
ク
と
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
事
業
で
は
新
規
従
事
者
の
３
年
間
の
給

与
や
指
導
者
に
対
す
る
指
導
経
費
、
材
料
費
な
ど
が
補
助

さ
れ
、
３
人
の
若
手
職
人
が
誕
生
し
た
。
事
業
初
年
度
か

ら
10
年
が
経
過
す
る
現
在
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
て

事
業
を
営
む
ま
で
に
な
っ
て
お
り
、
家
族
経
営
に
よ
る
親

か
ら
子
へ
の
技
術
伝
承
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
南
部
鉄

器
に
お
い
て
、
外
部
か
ら
の
新
た
な
職
人
が
誕
生
し
た
こ

と
は
大
き
な
成
果
と
言
え
る
。

当
事
業
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
若
手
職
人
の
一
人
に
佐
々

◆◆◆

岩
手
県

伝
統
的
な
産
業
・
工
芸
の
新
た
な
挑
戦

小
野
寺
　
健

岩
手
県
商
工
労
働
観
光
部

産
業
経
済
交
流
課
主
事

南
部
鉄
器
の
後
継
者
育
成
に

�

関
す
る
取
り
組
み

―
伝
統
技
術
を
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
た
め
に
―
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木
奈
美
氏
が
い
る
。
佐
々
木
氏
は
奥
州
市
の
出
身
で
、
大

学
の
美
術
科
を
卒
業
後
、
美
術
館
職
員
を
経
て
、
2₈
歳
の

時
に
当
事
業
に
よ
っ
て
南
部
鉄
器
職
人
の
道
に
進
ん
だ
。

佐
々
木
氏
の
作
品
は
独
特
の
繊
細
な
模
様
が
施
さ
れ
て
い

る
も
の
が
多
く
、
技
術
や
完
成
度
が
高
く
評
価
さ
れ
て
お

り
、
職
人
に
な
っ
て
か
ら
の
10
年
間
で
全
国
伝
統
的
工
芸

品
公
募
展
若
手
奨
励
賞
や
奥
州
市
南
部
鉄
器
展
岩
手
県
知

事
賞
な
ど
、
数
々
の
受
賞
歴
を
持
っ
て
い
る
。
佐
々
木
氏

は
、「
伝
統
工
芸
技
能
継
承
者
育
成
事
業
が
な
け
れ
ば
、

職
人
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
」
と

語
っ
て
お
り
、
当
事
業
が
後
継
者
育
成
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
こ
と
が
分
か
る
。　
　

南
部
鉄
器
で
は
珍
し
い
女
性
職
人
と
し
て
も
注
目
さ
れ

て
お
り
、
多
く
の
期
待
を
集
め
る
佐
々
木
氏
だ
が
、「
普

段
は
個
人
で
製
作
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、他
の
産
地
や
、

他
の
工
芸
品
の
職
人
と
接
す
る
機
会
が
少
な
い
。
特
に
若

手
職
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
新

規
就
業
希
望
者
の
受
け
皿
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
」
と
若

手
な
ら
で
は
の
問
題
意
識
も
持
っ
て
お
り
、
南
部
鉄
器
の

世
界
に
新
た
な
風
を
吹
き
込
ん
で
い
る
。

同
組
合
で
は
、
奥
州
市
の
補
助
金
を
活
用
し
て
各
種
催

事
の
出
展
に
掛
か
る
出
展
料
や
旅
費
、
運
搬
費
等
の
補
助

を
行
い
、
独
立
後
の
若
手
職
人
の
販
路
拡
大
に
つ
い
て
も

継
続
し
て
支
援
し
て
い
る
ほ
か
、
岩
手
大
学
と
の
連
携
に

よ
っ
て
、
精
度
の
高
い
鋳
造
を
実
現
す
る
た
め
の
鉄
の
材

料
配
分
や
溶
解
温
度
等
の
研
究
も
行
っ
て
お
り
、
今
後
も

若
手
職
人
へ
の
支
援
や
、
新
規
後
継
者
確
保
等
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
る
。

南
部
鉄
器
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て

令
和
元
年
に
、
伝
統
的
工
芸
品
月
間
国
民
会
議
全
国
大

会
が
本
県
で
開
催
さ
れ
、
県
内
に
お
け
る
工
芸
品
へ
の
関

心
は
近
年
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
。
現
在
県
で
は
、
商
品

開
発
や
販
路
開
拓
な
ど
各
分
野
の
専
門
家
を
「
岩
手
県
伝

統
工
芸
産
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
に
委
嘱
し
、
工
芸
事
業
者

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
支
援
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、
地
方
独
立
行
政
法
人
岩
手
県
工
業
技
術
セ
ン
タ

ー
で
は
、
各
種
試
験
研
究
に
よ
る
工
芸
品
の
品
質
向
上
や
、

産
地
へ
の
技
術
移
転
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

県
と
し
て
は
、
南
部

鉄
器
を
は
じ
め
と
す
る

伝
統
工
芸
産
業
に
お
け

る
今
後
の
最
大
の
課
題

を
「
後
継
者
問
題
」
と

考
え
て
お
り
、
引
き
続

き
若
手
職
人
の
声
に
耳

を
傾
け
、
市
町
村
や
関

係
機
関
と
も
連
携
し
な

が
ら
後
継
者
の
確
保
や

育
成
、
自
立
に
つ
な
げ

て
い
く
た
め
の
支
援
に

取
り
組
む
な
ど
、
伝
統

技
術
を
次
世
代
へ
継
承

し
て
い
く
こ
と
に
注
力

し
て
い
き
た
い
。

◆◆◆

佐々木奈美氏の南部鉄器の作品。美しい模様が特徴

鉄瓶蓋の磨き工程。一つ一つ丁寧に仕上げていく

鋳型は伝統的な焼型製法
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特 集
織
物
と
観
光
の
街
・
富
士
吉
田
の
秋
祭
り

「
地
場
産
業
の
織
物
を
取
り
上
げ
た
、
富
士
吉
田
ら
し

い
お
祭
り
を
作
り
た
い
」

富
士
吉
田
市
役
所
の
富
士
山
課
（
観
光
課
）
の
職
員
さ

ん
か
ら
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
と
し
て
、
そ
う
相
談
を

受
け
た
の
は
２
０
１
６
年
の
７
月
で
し
た
。

山
梨
県
富
士
吉
田
市
は
人
口
４
万
７
０
０
０
人
。
富
士

山
の
北
麓
に
位
置
し
、
観
光
や
精
密
機
械
、
採
水
事
業
な

ど
富
士
山
を
生
か
し
た
産
業
が
有
名
で
す
。
か
つ
て
は
織

物
の
街
と
し
て
栄
え
、
今
で
も
「
織
物
と
観
光
の
街
」
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
街
に
は
織

物
の
取
引
業
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
時
代
の
名
残
が
多
く

残
っ
て
い
ま
す
。

私
は
２
０
１
６
年
３
月
に
山
梨
県
に
移
住
し
、
冒
頭
の

相
談
を
受
け
、
富
士
吉
田
市
と
関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
も
と
も
と
繊
維
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
、
前
職
で
は
布
の

◆◆◆

イ
ベ
ン
ト
を
立
ち
上
げ
た
経
験
が
あ
っ
た
た
め
、
ご
紹
介

を
い
た
だ
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
関
わ
り
始
め
た
頃

は
ま
だ
独
立
し
た
ば
か
り
。
個
人
的
な
実
績
な
ど
な
く
ま

っ
た
く
初
め
て
の
土
地
で
、
自
分
が
ど
こ
ま
で
で
き
る
の

か
、
何
が
で
き
る
の
か
示
せ
る
も
の
の
な
い
中
で
い
た
だ

い
た
大
役
で
し
た
。

富
士
吉
田
の
街
で
は
、
若
者
た
ち
が
夜
の
飲
み
屋
街
・

西
裏
地
区
や
富
士
山
に
向
か
っ
て
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
る
本

町
通
り
の
商
店
街
を
活
用
す
る
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
地
場
の
織
物
工
場
の
方
々
は
「
ヤ
マ
ナ
シ

ハ
タ
オ
リ
ト
ラ
ベ
ル
」
と
題
し
、
自
社
の
技
術
を
活
か
し

た
製
品
を
開
発
、
各
地
の
百
貨
店
で
催
事
を
行
う
な
ど
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
も
と
も
と

あ
っ
た
そ
れ
ら
の
動
き
を
束
ね
、
織
物
の
街
と
し
て
栄
え

た
富
士
吉
田
市
下
吉
田
地
区
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
企

画
を
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
ハ
タ
オ
リ
マ
チ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
（
通
称
＝
ハ
タ
フ
ェ
ス
）
で
す
。

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
と
の
連
携

ハ
タ
フ
ェ
ス
は
２
０
１
６
年
11
月
に
第
１
回
を
開
催
。

そ
の
後
、
２
０
１
７
年
、
２
０
１
８
年
と
続
き
、
２
０
１

９
年
、
２
０
２
０
年
は
中
止
、
２
０
２
１
年
に
３
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
２
０
２
１
年
の
開
催
に
は
多
く

の
方
か
ら
期
待
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
、
２
日
間
で
お
よ
そ

１
万
人
が
訪
れ
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
当
初
か
ら
こ
こ
ま
で

の
来
場
者
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
初
回
は
１

０
０
０
人
程
度
の
規
模
か
ら
口
コ
ミ
で
噂
が
広
が
り
、
周

知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
訪
れ
た
人
は
口
々

に
「
ハ
タ
フ
ェ
ス
は
す
ご
い
！
」
と
周
囲
に
伝
え
て
く
れ

ま
す
。
な
ぜ
そ
こ
ま
で
「
す
ご
い
！
」
と
感
じ
て
も
ら
え

る
の
で
し
ょ
う
か
？　

お
そ
ら
く
そ
れ
は
回
を
重
ね
る
中

で
繊
維
産
業
の
活
性
化
や
街
づ
く
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
と
連
動
し
て
き
た
か
ら
で
す
。

ハ
タ
フ
ェ
ス
が
開
催
さ
れ
た
翌
年
２
０
１
７
年
３
月
に

地
場
産
業
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
と
し
て
、
地
域
の
工
場

の
技
術
や
最
新
の
情
報
を
発
信
す
る
メ
デ
ィ
ア
「
ハ
タ
オ

リ
マ
チ
の
ハ
タ
印
」
が
立
ち
上
が
り
、
毎
月
第
３
土
曜
日

に
織
物
工
場
直
営
の
シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
「
オ
ー
プ
ン
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
そ
の
動
き
を
受
け
て
、

２
０
１
７
年
の
ハ
タ
フ
ェ
ス
で
は
、
ハ
タ
印
チ
ー
ム
に
依

頼
し
産
地
の
生
地
販
売
に
挑
戦
、
好
評
を
博
し
ま
す
。
ま

た
、
織
物
産
業
を
支
え
る
職
人
た
ち
の
ト
ー
ク
ス
テ
ー
ジ

や
テ
キ
ス
タ
イ
ル
展
、
同
年
に
立
ち
上
が
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
か
え
る
舎
」
の
高
校
生
た
ち
に
よ
る
織
物
の
廃
材
を

活
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
は
、
２
０
０
９
年
か
ら
続
く
東
京
造
形
大

学
と
の
産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
フ
ジ
ヤ
マ
テ
キ
ス
タ

◆◆◆

山
梨
県
富
士
吉
田
市

伝
統
的
な
産
業
・
工
芸
の
新
た
な
挑
戦

―
ハ
タ
フ
ェ
ス
の
に
ぎ
わ
い
と�

�
�

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
未
来
に
つ
い
て
―

ハ
タ
オ
リ
と
マ
チ
が
つ
な
が
る
日

藤
枝
　
大
裕

装
い
の
庭
代
表
取
締
役
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イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
1₀
期
目
を
記
念
し
た
回
顧
展
を

開
催
。
監
修
を
務
め
る
テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
鈴

木
マ
サ
ル
氏
全
面
協
力
の
も
と
行
わ
れ
た
こ
の
展
示
に

は
、
第
一
線
で
活
躍
す
る
卒
業
生
た
ち
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
こ
れ
ま
で
発
表
さ
れ
た
製
品
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
に
は
「
ロ
ン
グ
ラ
イ

フ
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
す
るD

&
D
EPA

R
T

M
EN
T
�PR
O
JECT

と
フ
ジ
ヤ
マ
テ
キ
ス
タ
イ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
合
同
展
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
本
番
で
の
開

催
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
同
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
・FU

JIH
IM
U
R
O

で
11
月
に
開
催
。

D
&
D
EPA

R
T
M
EN
T

の
ナ
ガ
オ
カ
ケ
ン
メ
イ
氏
と
、

鈴
木
マ
サ
ル
氏
の
対
談
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
の
目
に
触

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ナ
ガ
オ
カ
氏
は
こ
の
対
談
の

中
で
、
富
士
吉
田
の
活
動
を
「
行
政
、
地
場
産
業
、
学
校
、

1₀
代
の
若
者
か
ら
₆₀
代
以
上
の
年
配
者
ま
で
、
こ
ん
な
に

幅
広
い
業
種
、
年
代
の
人
た
ち
が
美
し
く
連
携
し
て
い
る

土
地
を
見
た
こ
と
が
な
い
」
と
評
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
未
来
都
市
を
目
指
し
て

２
０
１
６
年
の
３
月
に
発
刊
し
、
ハ
タ
フ
ェ
ス
が
生
ま

れ
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
県
発
行
の
小
冊
子
「
Ｌ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
」
の
中
で
ト
レ
ン
ド
ユ
ニ
オ
ン
の
家
安
香
氏
は
こ
の
街

の
こ
と
を
「
近
い
将
来
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
未
来
都
市

に
な
る
」
と
書
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
５
年
。
上
記
の

よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
と
の
連
携
の
結
果
、
た
だ
知
ら

れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
産
業
の
持
続
や
地
域
の
活
性
と
い

う
課
題
に
一
緒
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
仲
間
が
少
し
ず
つ

増
え
て
い
き
ま
し
た
。テ
キ
ス
タ
イ
ル
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
写
真
家
、
工
場
で
働
く
こ
と
を
選
ん
だ

職
人
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
歴
史
あ
る
織
物

産
業
と
の
関
わ
り
方
を
見
つ
け
、
表
現
し
て
く
れ
ま
す
。

◆◆◆

商
工
振
興
、
移
住
定
住
、
観
光
、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
市

役
所
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
が
、
織
物
と
連
動
し
た
取
り
組
み

を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
産
業
と

の
連
携
モ
デ
ル
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

関
わ
る
人
が
織
物
に
新
し
い
価
値
を
生
む

こ
の
先
、
産
業
が
か
つ
て
の
よ
う
な
大
量
受
注
で
潤
う

こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
け
れ
ど
、
独
立
し
た
ば
か
り
の
人

間
の
提
案
す
る
前
例
の
な
い
よ
う
な
事
業
に
も
き
ち
ん
と

耳
を
傾
け
、
惜
し
み
な
く
協
力
し
て
く
れ
る
懐
の
深
さ
が

こ
の
土
地
の
人
々
に
は
あ
り
ま
す
。
地
場
産
業
の
ハ
タ
オ
リ

と
マ
チ
の
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ト
が
つ
な
が
っ
て
価
値
が
生
ま
れ

て
き
た
よ
う
に
、
多
層
的
な
人
の
関
わ
り
は
産
業
に
新
し

い
価
値
を
生
ん
で
く
れ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
価
値
観
こ
そ
、

こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治
体
の
未
来
を
照
ら
す
ロ
ー
ル
モ
デ

ル
に
な
っ
て
い
く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◆◆◆

ハタフェス 2021 の開催風景

ハタフェス 2021 のトークイベントの様子

フジヤマテキスタイルプロジェクト 10周年記念展風景

ハタオリマチフェスティバルを運営する事務局チーム
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が
30
名
以
上
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
産
業
と
し
て
あ
る
程
度

の
規
模
を
保
っ
て
い
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
る
。
一
人

の
職
人
が
独
自
の
卓
越
し
た
技
で
作
品
を
作
っ
て
い
て
も

伝
統
的
工
芸
品
と
し
て
は
指
定
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

前
述
の
条
件
を
満
た
し
、
自
治
体
を
経
由
し
て
申
請
さ

れ
た
工
芸
品
は
、
産
業
構
造
審
議
会
の
伝
統
的
工
芸
品
指

定
小
委
員
会
に
お
け
る
審
議
を
経
て
経
済
産
業
大
臣
が
指

定
す
る
と
「
伝
統
的
工
芸
品
」
と
な
る
。
国
が
指
定
し
た

伝
統
的
工
芸
品
（
以
下
、
伝
産
品
と
い
う
）
は
、
令
和
３

年
11
月
現
在
で
２
３
６
品
で
あ
る
。

伝
産
法
が
制
定
さ
れ
た
昭
和
49
年
、
我
が
国
は
高
度
経

済
成
長
の
た
だ
中
に
あ
っ
た
。
当
時
の
施
策
は
中
小
企
業

の
振
興
と
近
代
化
を
図
る
べ
く
、
企
業
規
模
の
大
型
化
、

設
備
の
近
代
化
、経
営
の
合
理
化
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
。

一
方
、
文
化
財
保
護
の
観
点
か
ら
工
芸
品
分
野
に
お
い
て

美
術
的
、
工
芸
史
的
に
特
に
重
要
な
技
術
に
つ
い
て
は
、

そ
の
技
術
を
保
持
す
る
人
を
無
形
文
化
財
と
し
て
指
定

し
、
技
術
の
維
持
と
後
継
者
育
成
に
努
め
て
い
た
。
伝
産

品
は
、
製
作
過
程
が
手
工
業
的
で
あ
り
、
ま
た
美
術
工
芸

品
で
は
な
く
大
衆
性
の
あ
る
実
用
品
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
両
政
策
の
狭
間
に
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
生
活
の
中

で
は
ぐ
く
ま
れ
、
受
け
継
が
れ
、
失
わ
れ
れ
ば
再
興
が
困

難
な
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
昭
和
49
年
に
伝
産
法
が
公
布･

施
行
さ
れ
た
。
現

在
指
定
さ
れ
て
い
る
伝
産
品
２
３
６
品
の
内
訳
は
、
西
陣

織
や
博
多
織
な
ど
の
織
物
38
品
、
九
谷
焼
や
伊
万
里･

有

田
焼
な
ど
の
陶
磁
器
32
品
、
輪
島
塗
や
越
前
漆
器
な
ど
の

漆
器
23
品
な
ど
で
あ
る
（
表
１
）。

伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
現
状
と
課
題

伝
統
的
工
芸
品
と
伝
産
法

経
済
産
業
省
製
造
産
業
局
伝
統
的
工
芸
品
産
業
室
（
以

下
、伝
産
室
と
い
う
）に
は「
○
○
は
伝
統
的
工
芸
品
か
？
」 

と
い
う
問
合
せ
が
よ
く
寄
せ
ら
れ
る
。
各
地
域
に
は
、
国

が
指
定
し
た
伝
統
的
工
芸
品
の
ほ
か
市
町
村
や
都
道
府
県

が
指
定
す
る
伝
統
工
芸
品
が
あ
り
少
々
紛
ら
わ
し
い
。
ま

ず
は
国
の
伝
統
的
工
芸
品
と
は
何
か
、
そ
の
定
義
に
つ
い

て
述
べ
た
い
。

伝
産
室
が
所
掌
す
る
伝
統
的
工
芸
品
と
は
、「
伝
統
的
工

芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、
伝
産
法
と
い

う
）
第
２
条
に
基
づ
き
経
済
産
業
大
臣
が
指
定
し
た
工
芸

品
で
あ
り
、
そ
の
要
件
は
、

①
主
と
し
て
日
常
生
活
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

②
そ
の
製
造
過
程
の
主
要
部
分
が
手
工
業
的
で
あ
る
こ
と
。

③
伝
統
的
な
技
術
又
は
技
法
に
よ
り
製
造
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

④
伝
統
的
に
使
用
さ
れ
て
き
た
原
材
料
が
主
た
る
原
材
料

と
し
て
用
い
ら
れ
、
製
造
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

⑤
一
定
の
地
域
に
お
い
て
少
な
く
な
い
数
の
者
が
そ
の
製

造
を
行
い
、
又
は
そ
の
製
造
に
従
事
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

を
満
た
す
工
芸
品
で
あ
る
。

ま
ず
①
だ
が
、
例
え
ば
着
物
（
和
装
）
は
現
代
生
活
に

お
い
て
は
冠
婚
葬
祭
と
い
っ
た
機
会
で
着
る
こ
と
が
多
い

で
あ
ろ
う
。「
日
常
生
活
の
用
」
と
は
、
こ
う
し
た
使
わ

れ
方
を
含
む
も
の
で
、
美
術
品
や
美
術
工
芸
品
と
は
異
な

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

②
は
、
例
え
ば
「
ろ
く
ろ
形
成
」
を
考
え
る
と
、
現
代

で
は
ろ
く
ろ
を
足
で
回
す
よ
り
、
モ
ー
タ
ー
で
回
し
て
い

る
こ
と
が
実
際
に
は
多
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
陶

磁
器
の
味
わ
い
を
出
す
の
は
職
人
の
技
で
あ
り
、
ろ
く
ろ

を
回
転
さ
せ
る
こ
と
自
体
を
工
程
の
主
要
部
分
と
は
見
な

さ
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

③
、
④
に
お
け
る
「
伝
統
的
」
と
は
、
１
０
０
年
以
上

の
歴
史
を
有
し
、
そ
れ
が
現
在
ま
で
継
続
す
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。

⑤
に
つ
い
て
は
、
10
以
上
の
事
業
者
又
は
製
造
従
事
者

伝
統
的
な
産
業
・
工
芸
の
新
た
な
挑
戦

伝
統
的
工
芸
品
産
業
に
つ
い
て

特 集
副基調論文

―
そ
の
現
状
と
振
興
方
策
―
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秀
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室
長
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図
１
は
、
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
生
産
額
、
従
業
員
数

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
般
財
団
法
人
伝
統
的

工
芸
品
産
業
振
興
協
会
（
以
下
、
伝
産
協
会
と
い
う
）
に

よ
る
各
産
地
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
集
計
し
た
も
の
だ

が
、
ト
レ
ン
ド
と
し
て
は
実
態
を
示
し
て
い
る
。
生
産
額

は
、
平
成
10
年
度
約
２
８
０
０
億
円
だ
っ
た
も
の
が
、
平

成
29
年
度
に
は
９
０
０
億
円
強
に
減
少
し
て
い
る
。
ま
た

従
業
員
数
も
約
12
万
人
か
ら
約
６
万
人
へ
と
減
少
し
て
い

る
。
生
産
額
、
従
業
員
数
と
も
に
近
年
は
横
ば
い
で
あ
る

が
、
総
じ
て
右
肩
下
が
り
で
あ
る
。

さ
て
、
伝
産
品
業
界
が
抱
え
る
課
題
は
い
く
つ
も
あ
る

が
、
実
は
昔
か
ら
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
後
継
者
確
保
が
最

大
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
伝
産
品
業
界
に
限
ら

ず
、
個
人
事
業
者
や
小
規
模
事
業
者
共
通
の
課
題
で
あ
る

が
、
伝
産
品
の
場
合
は
一
度
途
絶
え
る
と
代
替
が
き
か
な

い
。
産
地
か
ら
は
、
伝
産
品
が
売
れ
な
い
故
、
従
業
員
を

新
規
に
雇
用
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
、
あ
る
い
は
も
う
か

ら
な
い
か
ら
息
子
に
は
後
を
継
が
せ
る
こ
と
は
出
来
な

い
、
と
の
話
を
よ
く
耳
に
す
る
。

伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興
の
た
め
の
施
策

伝
統
的
工
芸
品
向
け
の
補
助
金
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は

産
地
向
け
の
伝
統
的
工
芸
品
産
業
支
援
補
助
金
（
令
和
３

年
度
予
算
額
３
・
６
億
円
）、
も
う
一
つ
は
伝
産
協
会
を

事
業
主
体
と
し
た
伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興
補
助
金
（
同

７
・
２
億
円
）
で
あ
る
。

（
1
）
伝
統
的
工
芸
品
産
業
支
援
補
助
金
（
以
下
﹁
産
地

補
助
金
﹂）
に
つ
い
て

産
地
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は
、
ま
ず
振
興
計
画

等
を
経
済
産
業
大
臣
に
承
認
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

振
興
計
画
等
と
は
、
い
か
に
し
て
伝
産
品
の
振
興
を
図
る

か
の
計
画
書
で
あ
り
、
事
業
主
体
に
よ
り
い
く
つ
の
種
類

が
あ
り
、
支
援
を
受
け
ら
れ
る
内
容
も
異
な
る
（
表
２
）。

こ
の
振
興
計
画
を
基
に
産
地
補
助
金
の
申
請
が
可
能
と
な

る
。
支
援
内
容
も
網
羅
的
で
あ
り
、
手
厚
い
支
援
と
な
っ

て
い
る
。

（
2
）
伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興
補
助
金
（
以
下
﹁
協
会

補
助
金
））

産
地
補
助
金
が
主
と
し
て
産
地
組
合
や
伝
産
品
を
製
造

す
る
個
別
産
地
、
個
別
企
業
に
対
す
る
支
援
で
あ
る
の
に

対
し
、
協
会
補
助
金
は
、
伝
産
協
会
が
事
業
主
体
と
な
る

産
地
横
断
的
な
支
援
で
あ
る
。
伝
産
協
会
は
伝
産
法
第
23

条
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
一
般
財
団
法
人
で
あ
り
、
次
の

よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

①
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
産
地
支
援
等
事
業

意
欲
と
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
あ
る
産
地
に
外
部
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
を
派
遣
し
、
産
地
が
抱
え
る
課
題
の
把
握　

と
、
課
題
克
服
の
た
め
の
総
合
的
な
支
援
を
行
う
。

②
伝
統
的
工
芸
品
表
示
等
事
業

図１　伝統的工芸品の生産額・従業員数の推移（出典：一財 伝統的工芸品産業振興協会）

織物
・西陣織、博多織　など

38品 和紙
・美濃和紙、越前和紙　など

９品

染織品
・加賀友禅、京友禅　など

13品 文具
・播州そろばん、熊野筆　など

10品

その他繊維製品
・行田足袋、伊勢組紐　など

５品 石工品
・岡崎石工品、出雲石灯籠　など

4品

陶磁器
・九谷焼、備前焼　など

32品 貴石細工
・甲州水晶貴石細工　など

2品

漆器
・輪島塗、越前漆器　など

23品 人形・こけし
・岩槻人形、博多人形　など

10品

木工品・竹工品
・仙台箪笥、紀州へら竿　など

32品 その他工芸品
・江戸切子、三線　など

22品

金工品
・南部鉄器、堺打刃物　など

16品 工芸材料・工芸用具
・金沢箔　など

３品

仏壇・仏具
・長岡仏壇、彦根仏壇　など

17品 合計 236品

表１　伝統的工芸品の内訳

特 集
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経
済
産
業
大
臣
が
指
定
し
た
技
術
・
技
法
・
原
材

料
で
制
作
さ
れ
、
産
地
検
査
に
合
格
し
た
伝
統
的
工

芸
品
に
伝
統
マ
ー
ク
（
図
２
）
を
使
っ
た
「
伝
統
証

紙
」
を
発
行
す
る
事
業
。

③
伝
統
工
芸
士
認
定
等
事
業

伝
統
的
な
技
術
又
は
技
法
に
熟
練
し
た
職
人
に
実

技
・
知
識
及
び
面
接
試
験
を
実
施
し
、

「
伝
統
工
芸
士
（
以
下
「
伝
工
士
」）」

と
し
て
認
定
し
、
称
号
を
付
与
す
る
も

の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
漆
の
抗
菌
、
抗
ウ
ィ
ル
ス

性
を
実
証
す
る
た
め
の
調
査
研
究
事
業

を
令
和
3
年
度
か
ら
開
始
し
た
。

今
後
の
方
向
性

伝
産
品
産
業
は
、
中
小
企
業
向
け
の

各
種
施
策
に
加
え
、
産
地
補
助
金
や
協

会
補
助
金
が
活
用
で
き
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
右
肩
下
が
り
を
続
け
て
い
る
。

長
期
的
な
視
点
か
ら
伝
産
品
が
売
れ
る

よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
「
後
継
者
確

保
」
の
課
題
を
解
決
す
る
重
要
な
要
素

で
あ
る
。
売
れ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
、
そ
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
し
て

み
た
い
。

（
1
） 
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
明
確
化

ま
ず
は
伝
産
品
を
購
入
し
て
く
れ
る

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
化
す
べ
き
で
あ
る
。
伝
産
品
は
高
い

と
よ
く
聞
く
。
実
際
に
高
い
か
ど
う
か
は
検
証
が
必
要
で

あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
は
日
用
品
を
貸
し
出
す
損
料
屋
や

穴
が
空
い
た
鍋
釜
を
修
理
す
る
鋳
掛
屋
が
存
在
し
て
い
た

の
で
あ
り
、
日
用
品
と
い
え
ど
も
そ
れ
な
り
の
価
格
で
あ

っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

小
職
は
、
大
量
生
産
、
大
量
消
費
の
時
代
を
迎
え
、
日

用
品
に
対
す
る
人
々
の
価
値
基
準
が
大
き
く
変
化
し
た
と

考
え
て
い
る
。
茶
碗
や
皿
を
購
入
す
る
に
当
た
っ
て
ま
ず

考
え
る
の
は
価
格
と
機
能
で
あ
る
。
現
代
で
は
１
０
０
円

シ
ョ
ッ
プ
に
行
け
ば
茶
碗
や
皿
は
安
価
で
手
に
入
る
。
で

は
、
日
用
品
と
さ
れ
る
伝
産
品
も
価
格
を
下
げ
て
販
売
す

べ
き
か
？　

小
職
も
、
販
売
の
裾
野
を
広
げ
る
た
め
に
は

安
い
製
品
を
作
る
べ
き
で
は
と
考
え
た
と
き
も
あ
っ
た

が
、
主
工
程
が
手
作
業
で
あ
る
伝
産
品
が
激
烈
な
価
格
競

争
に
入
り
込
む
べ
き
で
は
な
い
し
、
勝
て
る
は
ず
が
な
い

と
現
在
で
は
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
日
本
の
多
く
の
人
々
の
価
値
基
準
は
「
役
立

つ
品
を
安
く
」
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
一
方
で
「
役
立
つ
」
だ
け
で
は
な
く
、
価
値
の
あ
る

も
の
を
「
所
有
す
る
」
こ
と
に
意
味
を
見
い
だ
す
人
々
も

存
在
し
て
い
る
。
好
例
が
車
で
あ
る
。
車
を
下
駄
代
わ
り

に
使
う
の
で
あ
れ
ば
、
性
能
か
ら
し
て
国
産
車
で
十
分
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
あ
え
て
高
価
な
外
車
を
所
有
し
、
運

転
す
る
こ
と
自
体
に
満
足
感
を
得
て
い
る
人
々
も
い
る
。

経
済
的
に
高
級
外
車
を
購
入
で
き
な
い
小
職
の
よ
う
な
者

は
、
そ
れ
を
「
無
駄
」
と
呼
ぶ
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の

「
無
駄
」
に
価
値
を
見
い
だ
し
て
い
る
人
々
が
少
な
か
ら

ず
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
伝
産
品
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、「
役

立
つ
」
よ
り
「
所
有
し
、
使
っ
て
」
満
足
を
得
る
こ
と
に

価
値
基
準
を
持
つ
人
々
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
べ
き
で
あ
る
。

計画名 対象 補助対象事業 補助率

振興計画
産地組合（※）

（※伝産品を製造する地域の伝産品製造
事業者の1/2以上が構成員）

① 後継者の確保・育成、従事者の研修
② �技術・技法の記録・保存・改善及び

品質の維持・改善
③ 原材料確保

 2/3

④ 需要開拓
⑤ 作業場等の環境改善
⑥ �原材料の共同購入、製品の共同販売

などの共同化
⑦ 消費者への情報提供等
⑧ 従事者への福利厚生
⑨ その他

（製造従事者が
60名超又は企
業数が20超の
場合は1/2）

共同振興計画 産地組合と販売者又は販売者の組合が連
携する場合

① 需要開拓
② 共同販売等の事業の共同化
③ 消費者への情報提供

 2/3

活性化計画
伝産品を製造する地域の伝産品製造事業
者又はそのグループ、伝産品製造事業者
を構成員とする製造協同組合

① 従事者の研修
② 技術・技法の改善及び品質の改善
③ 原材料確保に関する調査研究
④ 需要開拓

 2/3

連携活性化計画 複数の産地の伝産品製造事業者が共同で
実施

⑤ �原材料の共同購入、製品の共同販売
などの共同化

⑥ 消費者への情報提供
⑦ 新商品の開発等

 2/3

支援計画 伝統的工芸品産業の支援を実施しようと
する事業者・団体等

① 後継者の確保・育成
② 交流支援事業
② 産地振興（プロデューサー）事業

 1/2

表 2　産地補助金における各種計画

図２　伝統マーク
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伝
工
士
や
伝
統
証
紙
を
活
用
す
る
の
も
一
案
で
あ
る
。
つ

ま
り
伝
工
士
が
何
名
在
籍
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
伝
工
士

が
製
作
し
て
い
る
こ
と
を
看
板
に
し
て
技
術
力
を
誇
り
、

商
品
に
は
伝
統
証
紙
を
貼
付
し
、
産
地
検
査
に
合
格
し
た

正
統
な
伝
統
的
工
芸
品
で
あ
る
こ
と
を
前
面
に
打
ち
出
す

こ
と
に
よ
り
、
売
上
の
増
加
や
、
ひ
い
て
は
伝
工
士
の
地

位
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

一
方
で
、
通
信
は
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
み
で
ま
っ
た
く
Ｉ

Ｔ
化
さ
れ
て
い
な
い
産
地
も
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
産
地
は

産
地
補
助
金
を
申
請
す
る
た
め
の
事
務
能
力
の
向
上
も
急

務
と
な
っ
て
い
る
。
伝
産
協
会
で
は
、
今
年
度
よ
り
先
に

述
べ
た
「
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
産
地
支
援
等
事
業
」
を
開
始

し
、
こ
れ
ら
産
地
の
総
合
的
な
支
援
を
開
始
し
た
。
成
果

が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
3
）
新
製
品
開
発

伝
産
品
を
製
造
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
以
外
を
作
っ
て

は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
新
商
品
を
開
発
す
る

こ
と
は
事
業
者
と
し
て
当
然
で
あ
る
。
例
え
ば
越
前
漆
器

で
は
、
伝
統
的
な
木
製
の
漆
器
だ
け
で
な
く
、
合
成
樹
脂

を
用
い
た
漆
器
に
よ
り
外
食
分
野
で
使
わ
れ
る
漆
器
の
８

～
９
割
を
製
造
し
て
い
る
と
聞
く
。
伝
統
的
工
芸
品
の
技

術
を
維
持
し
つ
つ
、
こ
の
よ
う
な
商
品
を
開
発
す
る
こ
と

は
企
業
の
存
続
に
は
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、波
佐
見
焼（
長

崎
県
）
の
コ
ー
ヒ
ー
ド
リ
ッ
パ
ー
は
、
現
代
的
な
デ
ザ
イ

ン
で
若
年
層
に
人
気
が
あ
る
。
昨
年
、
あ
る
博
多
人
形
展

で
審
査
員
を
務
め
た
が
、
上
位
入
賞
し
た
作
品
は
ヨ
ガ
を

す
る
カ
バ
で
あ
っ
た
。
小
職
が
持
っ
て
い
た
博
多
人
形
の

先
入
観
を
吹
っ
飛
ば
し
、
人
形
作
り
は
自
由
だ
と
感
じ
さ

せ
て
く
れ
た
。
技
術
を
維
持
継
承
し
な
が
ら
も
新
し
い
も

の
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
伝
統
的
工
芸
品
に
は
極
め
て
重

要
で
あ
る
と
思
わ
さ
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
。
博
多
人
形
等

（
2
）
販
路
の
拡
大

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
昨
年
、
今
年
と
多
く
の

催
事
が
中
止
と
な
り
、
多
く
の
伝
産
品
産
地
の
売
上
が
大

き
く
減
少
し
た
。
こ
れ
は
伝
産
品
の
売
上
が
催
事
や
観
光

客
の
お
土
産
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
に
寄
ら
な
い
取
り
組
み
と
し
て
、
伝
産
協
会
の

「Japan T
raditional Crafts W

eek

（
Ｊ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
）」

が
あ
る
。
こ
れ
は
各
地
の
伝
産
品
を
既
存
の
店
舗
な
ど
に

期
間
限
定
で
置
い
て
も
ら
う
取
り
組
み
で
あ
る
。
今
年
度

は
、
10
月
末
か
ら
の
2
週
間
に
わ
た
り
青
山
、
銀
座
、
中

目
黒
の
3₇
店
舗
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
露
出
度
を
増

や
す
取
り
組
み
は
、
普
段
は
伝
産
品
に
触
れ
て
い
な
い

人
々
を
伝
産
品
へ
と
誘
い
、
趣
味
人
を
増
や
す
よ
い
機
会

と
な
ろ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
、
伝
産
品
産
地
が
Ｅ
Ｃ
（
電
子

商
取
引
）
に
注
目
す
る
機
会
と
な
っ
た
。
伝
産
品
業
界
に

お
け
る
Ｉ
Ｔ
化
の
度
合
い
は
、
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
独
自
の

Ｈ
Ｐ
を
立
ち
上
げ
た
り
、
ア
マ
ゾ
ン
やY

ahoo!

と
い
っ

た
既
存
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
出
店
し
た
り
、
コ
ロ
ナ
を
機

に
始
め
た
り
な
ど
、
産
地
や
事
業
者
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
。
こ
れ
ら
産
地
・
事
業
者
つ
い
て
は
、
そ
れ
な
り

に
自
力
も
あ
る
の
で
、
産
地
補
助
金
や
協
会
補
助
金
を
う

ま
く
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
こ
で
伝
工
士
と
伝
統
証
紙
つ
い
て
少
し
考
察
す
る
。

伝
工
士
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
一
流
の
技
術
を
持
つ
と
認

定
さ
れ
た
職
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
せ
っ
か
く
の
資
格
が

生
か
さ
れ
て
お
ら
ず
、
近
年
で
は
伝
工
士
を
受
験
す
る
職

人
も
減
少
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
伝
統
証
紙
も
売
上
へ
の
貢

献
度
が
今
一
つ
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
世
の
中
に
は
無

数
の
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
が
あ
る
た
め
、
個
別
の
サ
イ
ト
や
シ
ョ

ッ
プ
は
埋
没
し
て
し
ま
う
。
目
立
つ
よ
う
に
す
る
に
は
、

は
、
料
亭
や
ホ
テ
ル
向
け
の
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
（
一

定
期
間
利
用
）
も
一
つ
の
方
策
か
と
思
わ
れ
た
。

終
わ
り
に

最
近
、
伝
統
的
工
芸
品
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
と

感
じ
ら
れ
る
。
日
本
コ
カ･

コ
ー
ラ
株
式
会
社
は
、「
綾

鷹　

伝
統
工
芸
支
援
ボ
ト
ル
」
の
売
上
の
一
部
を
伝
統
的

工
芸
品
の
人
材
育
成
支
援
に
寄
付
し
て
く
れ
た
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
、
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
株
式
会

社
明
治
は
、＂
ニ
ッ
ポ
ン
生
ま
れ
の
「
明
治
プ
レ
ミ
ア
ム

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」
の
プ
レ
ミ
ア
ム
な
質
と
量
を
ニ
ッ
ポ

ン
な
ら
で
は
の
伝
統
工
芸
品
の
器
に
乗
せ
て
、
ニ
ッ
ポ
ン

独
自
の
お
い
し
さ
を
表
現
し
て
み
ま
し
た
＂
と
い
う
企
画

を
展
開
中
で
あ
る
。

Y
ouT

ube

で
公
開
し
て
い
る
伝
産
協
会
製
作
の
「
Ｔ

Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ
」
は
、
伝
産
品
産
地
を
３
分
程
度
の
映
像
で

紹
介
し
て
お
り
、
現
在
₆2
産
地
が
完
成
し
て
い
る
。
国
内

は
も
と
よ
り
海
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
非
常
に
多
く
、
箱

根
寄
木
細
工
の
視
聴
回
数
は
１
８
０
万
回
近
く
に
も
上
る

な
ど
、
海
外
に
お
け
る
日
本
の
伝
産
品
へ
の
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
を
う
ま
く
つ
か
ん
で

行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

伝
統
的
工
芸
品
産
業
が
抱
え
る
課
題
は
、
多
岐
に
わ
た

る
。
今
回
記
載
し
た
以
外
に
も
▽
「
モ
ノ
」
か
ら
「
コ
ト
」

へ
の
転
換
（
含
む
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）
▽
海
外
市
場
へ
の
展

開
（
含
む
商
標
）
▽
企
業
組
織
と
徒
弟
制
▽
材
料
の
購
入

単
価
▽
新
規
工
房
確
保

―
な
ど
、
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
は
た
く
さ
ん
沢
山
あ
る
。
ど
れ
か
一
つ

で
も
解
決
で
き
る
よ
う
伝
産
協
会
と
と
も
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
。

特 集
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小
布
施
は
、
長
野
県
北
部
に
位
置
す
る

面
積
19
・
２
平
方
㌔
の
小
さ
な
町
で
あ
る
。

四
方
を
川
と
山
に
囲
ま
れ
、
り
ん
ご
や
ぶ

ど
う
、
栗
な
ど
の
生
産
が
盛
ん
な
の
に
加

え
、江
戸
時
代
に
は
定
期
的
な
市
が
立
ち
、

北
信
濃
の
経
済
・
文
化
の
中
心
地
と
し
て

栄
え
て
き
た
。
そ
し
て
、
１
９
７
０
年
代

か
ら
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
取
り
組

み
、
現
在
で
は
年
間
約
１
０
０
万
人
超
の

方
が
訪
れ
る
町
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
実
践
塾
で
は
、
こ
う
し
た
小
布

施
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ま
ず
桜

井
昌
季
町
長
な
ら
び
に
主
任
講
師
で
あ
る

林
よ
り
官
民
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
数
十

年
に
わ
た
っ
て
変
化
し
続
け
て
き
た
町
の

様
子
を
紹
介
し
た
。
そ
し
て
、
参
加
者
が

ま
ち
歩
き
を
通
し
て
整
っ
た
景
観
や
町
の

細
部
に
込
め
ら
れ
た
工
夫
を
体
感
し
た

後
、
１
日
目
の
終
盤
以
降
は
小
布
施
で
さ

ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
当
事

者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
語
っ
た
。

「
ま
ち
づ
く
り
の
町
」 

小
布
施
に
つ
い
て

桜
井
町
長
と
林
が
登
壇
し
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
た
。

１
９
８
０
年
代
、
栗
菓
子
で
知
ら
れ
る

老
舗
の
和
菓
子
店
、
小
布
施
堂
周
辺
の
敷

地
を
中
心
に
「
町
並
み
修
景
事
業
」
が
行

わ
れ
た
。「
修
景
」
は
伝
統
的
な
町
並
み
保

存
と
異
な
り
、
町
並
み
を
時
代
の
変
化
に

対
応
で
き
る
形
に
積
極
的
に
調
整
し
続
け

る
。
そ
の
結
果
「
栗
の
小
径
」
な
ど
、
小

布
施
を
象
徴
す
る
空
間
が
形
成
さ
れ
た
。

小
布
施
で
は
、
古
く
か
ら
他
家
の
庭
に

自
由
に
出
入
り
で
き
る
「
お
庭
ご
め
ん
」

の
文
化
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
発
す
る
「
内

は
自
分
の
も
の
、
外
は
み
ん
な
の
も
の
」

の
コ
ン
セ
プ
ト
が
、
景
観
に
対
す
る
町
民

の
意
識
の
高
ま
り
と
と
も
に
町
全
体
に
浸

透
し
て
い
っ
た
。
１
３
０
を
超
え
る
民
家

な
ど
の
庭
を
一
般
開
放
す
る
「
オ
ー
プ
ン

ガ
ー
デ
ン
」
が
そ
れ
を
最
も
よ
く
表
し
て

い
る
。

２
０
０
０
年
代
に
町
は
「
四
つ
（
町
民
、

地
場
企
業
、
大
学
や
研
究
機
関
、
町
外
の

志
あ
る
企
業
）
の
協
働
」
を
掲
げ
、
日
本

の
官
学
協
働
の
先
進
事
例
で
あ
る
「
東
京

理
科
大
学
・
小
布
施
町
ま
ち
づ
く
り
研
究

所
」
の
開
設
な
ど
、「
協
働
と
交
流
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
進
め
た
。

近
年
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
次
世
代

の
育
成
に
も
注
力
す
る
。
２
０
１
２
年
か

ら
２
０
１
８
年
ま
で
開
催
さ
れ
た
「
小
布

施
若
者
会
議
」
は
、
新
し
い
行
政
施
策
や

事
業
の
創
出
、
若
者
の
町
へ
の
移
住
を
呼

び
起
こ
し
て
い
る
。

次
に
、
町
の
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
施

設
を
活
用
し
た
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

「
ハ
ウ
ス
ホ
ク
サ
イ
」
を
立
ち
上
げ
、
運
営

さ
れ
て
い
る
塩
澤
耕
平
氏
の
話
を
伺
っ
た
。

長
野
県
駒
ヶ
根
市
出
身
の
塩
澤
氏
は
、

２
０
１
７
年
の
小
布
施
若
者
会
議
で
「
ク

リ
エ
ー
タ
ー
が
集
ま
る
拠
点
を
作
ろ
う
」

と
い
う
議
題
の
分
科
会
に
参
加
し
、
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
提
案
を
し
た
。

仲
間
と
手
作
り
で
施
設
を
整
備
す
る
う
ち

に
愛
着
が
湧
き
、
そ
の
ま
ま
自
分
が
運
営

す
る
運
び
と
な
っ
た
と
い
う
。

研
修
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
訪
れ
る
方

の
宿
泊
施
設
を
兼
ね
備
え
た
ハ
ウ
ス
ホ
ク

サ
イ
は
、
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
集
ま
り
、
新

規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
始
ま
る
場
所
と
し
て

も
機
能
し
て
い
る
。
葛
飾
北
斎
の
作
品
を

収
蔵
す
る
北
斎
館
の
新
し
い
お
土
産
を
、

友
禅
染
め
の
ブ
ラ
ン
ド
と
の
コ
ラ
ボ
で
企

画
、
販
売
し
た
り
、
隣
接
す
る
施
設
で
飲

食
店
を
開
業
し
た
り
と
い
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
。塩
澤
氏
は
、

今
後
も
大
学
の
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

を
誘
致
し
て
盛
り
上
げ
た
い
な
ど
、
自
ら

〝
妄
想
〟
と
呼
ぶ
構
想
を
笑
顔
で
語
っ
た
。

台
風
教
訓
に
、 

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
あ
る
町
へ

２
日
目
は
ま
ず
、
小
布
施
町
の
防
災
対

策
に
つ
い
て
町
総
務
課
の
大
宮
透
課
長
、

民
間
の
立
場
か
ら
一
般
財
団
法
人
日
本
笑

顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
林
映
寿
氏
が
講
義
を ハウスホクサイでの塩澤氏の講義

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的
に

「
地
方
創
生
実
践
塾
」
を
実
施
し
て
い
る
。
10
月
15
日
（
金
）
〜
16
日
（
土
）
に
長
野

県
小
布
施
町
で
開
催
さ
れ
た
実
践
塾
に
つ
い
て
、
主
任
講
師
の
林
志
洋
氏
に
ご
報
告

い
た
だ
い
た
。�

（
地
方
創
生
グ
ル
ー
プ
）

地
域
内
外
の
人
が
溶
け
あ
う
ま
ち
づ
く
り

―
「
協
働
」
と
「
交
流
」
を
軸
と
し
た
、

�

未
来
志
向
の
地
方
創
生
―

地
方
創
生
実
践
塾 

①

長
野
県
小
布
施
町

●

小
布
施
町
総
合
政
策
推
進
専
門
官

林
　
志
洋
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し
た
。

大
宮
課
長
は
、２
０
１
９
年
10
月
の
「
令

和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
」
で
町
が
被
害

を
受
け
、
対
応
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と

を
教
訓
と
し
、
避
難
所
・
防
災
訓
練
の
見

直
し
や
各
家
庭
の
避
難
計
画
の
普
及
啓
発
、

民
間
と
の
協
定
に
よ
る
連
携
強
化
な
ど
で

災
害
発
生
後
の
対
応
力
・
回
復
力
（
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
）
を
強
化
し
て
い
く
と
述
べ
た
。

林
氏
は
、
一
般
市
民
も
災
害
復
旧
の
能

力
を
身
に
着
け
る
必
要
性
を
感
じ
、
市
民

が
重
機
の
資
格
を
楽
し
く
取
得
す
る
こ
と

も
で
き
る
体
験
型
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

パ
ー
ク
「n

ノ
ー
ボ

uovo

」
を
小
布
施
町
に
設
立

し
た
。
こ
の
日
は
被
災
地
な
ど
の
悪
条
件

下
で
も
走
行
で
き
る
バ
ギ
ー
講
習
の
体
験

も
あ
り
、
参
加
者
が
災
害
時
に
お
け
る
重

機
の
重
要
性
を
感
じ
る
よ
い
機
会
と
な
っ

た
。
林
氏
は
、「
百
年
に
一
度
と
言
わ
れ

る
規
模
の
災
害
が
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し

て
い
る
。
平
時
を
楽
し
み
、有
事
に
備
え
、

持
続
可
能
な
防
災
の
仕
組
み
を
作
り
た

い
」
と
語
っ
た
。

協
働
の
先
へ 

こ
れ
か
ら
の
小
布
施
町
が 

目
指
す
も
の

そ
の
後
、「
協
働
に
よ
る
地
域
課
題
の

解
決
」
を
民
間
の
立
場
か
ら
推
進
す
る
小

布
施
ま
ち
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ンH
U
B

の
理

事
で
あ
る
日
髙
健
氏
、
小
布
施
町
立
図
書

館
ま
ち
と
し
ょ
テ
ラ
ソ
館
長
の
志
賀
ア
リ

カ
氏
、
主
任
講
師
の
林
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

3
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
見
た
小
布
施

町
の
共
通
項
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
が
、

「
巻
き
込
む
・
巻
き
込
ま
れ
る
」
の
連
鎖

が
生
ま
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
小
布
施

に
は
こ
こ
2
年
で
多
数
の
若
者
が
移
住
し

た
が
、
全
員
が
何
ら
か
の
形
で
町
の
取
り

組
み
に
巻
き
込
ま
れ
て
移
住
し
て
き
て
い

る
。
そ
し
て
今
度
は
、
自
ら
が
新
た
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
創
出
し
、
周
囲
の
人
を
巻

き
込
ん
で
い
く
。
こ
の
連
鎖
が
、
若
い
移

住
者
を
引
き
つ
け
る
町
の
魅
力
と
な
っ
て

い
る
。

今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
日
髙
氏
は

「
町
の
中
の
人
と
外
の
人
が
出
会
い
、
つ

な
が
り
、
共
創
す
る
機
会
を
増
や
し
て
い

き
た
い
」、
志
賀
氏
は
「
分
断
を
超
え
て
、

人
と
世
界
に
つ
な
が
り
を
も
た
ら
す
場
所

と
し
て
の
図
書
館
を
創
っ
て
い
き
た
い
」、

林
か
ら
は
「
小
布
施
を
多
く
の
人
の
思
い

を
乗
せ
つ
つ
地
に
足
を
つ
け
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
形
に
で
き
る
人
が
育
つ
場
所
に
し

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

小
布
施
町
で
は
環
境
政
策
を
ま
ち
づ
く

り
の
軸
と
し
て
力
を
入
れ
て
お
り
、
イ
ベ

ン
ト
の
ゴ
ミ
削
減
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
回
の
実
践
塾
も
、
町
の
ゼ
ロ
ウ
ェ

イ
ス
ト
推
進
員
で
あ
る
古
木
里
菜
さ
ん
の

指
示
の
下
、マ
イ
ボ
ト
ル
の
推
奨
、リ
タ
ー

ナ
ブ
ル
容
器
の
活
用
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
の
分
別
徹
底
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
者

も
当
事
者
と
し
て
町
の
取
り
組
み
を
体
感

し
た
。

バギー講習の様子

集合写真

地方創生実践塾（長野県小布施町）の概要

テーマ：�地域内外の人が溶けあう小布施流まちづくり�
～「協働」と「交流」を軸とした、未来志向の地方創生～

1日目　10月 15日（金）
オリエンテーション
　主任講師：小布施町総合政策推進専門官　林志洋氏
講義「地域内外の人々が溶け合う小布施流まちづくり」

講師：小布施町長　桜井昌季氏
まちあるき　～新しいまちづくりの芽生えを巡る～
講義「クリエイターハブとしてのハウスホクサイの取り組み」

講師：ハウスホクサイ代表理事　塩澤耕平氏

2日目　10月 16日（土）
講義「防災に強いまちづくりに向けて　台風 19 号からの教訓」

講師：小布施町総務課長　大宮透氏
講師：日本笑顔プロジェクト代表　林映寿氏

フィールドワーク
体験型ライフアミューズメントパーク「nuovo」見学
パネルディスカッション「協働の先へ　これからの小布施が目指すもの」

モデレーター：林 志洋 氏
パネラー：�小布施まちイノベーション HUB 事務局長　日髙健氏 

小布施町立図書館まちとしょテラソ館長　志賀アリカ氏
グループワーク、振り返り
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島
根
県
邑
南
町
は
、
中
国
山
地
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
、
南
は
広
島
県
に
接
す
る

人
口
１
万
２
２
１
人
（
令
和
３
年
10
月
31

日
現
在
）
の
町
で
あ
る
。
平
成
16
年
10
月

１
日
に
、
２
町
１
村
で
新
設
合
併
し
た
町

で
、
12
の
公
民
館
区
に
分
か
れ
て
い
る
。

町
内
に
は
８
つ
の
小
学
校
、
３
つ
の
中
学

校
、
１
つ
の
県
立
高
校
が
あ
り
、
近
年
は

小
学
校
等
が
小
規
模
化
し
て
も
統
廃
合
を

し
な
い
方
針
を
貫
い
て
い
る
。

邑
南
町
の
地
域
づ
く
り
の
源
流
は
平
成

17
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
夢
づ
く
り
プ

ラ
ン
」に
遡
る
。
夢
づ
く
り
プ
ラ
ン
で
は
、

自
治
会
ご
と
に
地
域
の
課
題
を
踏
ま
え
た

将
来
像
を
描
い
た
。
邑
南
町
に
お
い
て
は

そ
の
後「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
事
業
」

を
通
じ
て
「
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
と
い

う
人
材
配
置
の
有
効
性
を
確
認
し
、
平
成

27
年
度
の
「
地
区
別
戦
略
」
策
定
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
る
。

人
口
減
に
歯
止
め
を
か
け
る 

「
ち
く
せ
ん
」

邑
南
町
の
「
地
区
別
戦
略
」（
略
称
「
ち

く
せ
ん
」）
は
、「
邑
南
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」（
平
成
27
年
度
）

に
含
ま
れ
る
形
で
、
12
の
公
民
館
区
ご
と

に
「
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
」
こ

と
を
目
的
に
、
住
民
主
体
で
構
想
・
策
定

さ
れ
た
。
こ
の
「
戦
略
」
に
基
づ
く
活
動

を
支
援
す
る
メ
ニ
ュ
ー
を
邑
南
町
が
用
意

し
た
も
の
が
「
地
区
別
戦
略
実
現
事
業
」

（
平
成
28
～
令
和
元
年
度
）
で
、
各
地
区

に
毎
年
度
最
大
３
０
０
万
円
の
財
政
的
な

補
助
を
行
っ
た
。

「
ち
く
せ
ん
」
の
大
き
な
成
果
と
し
て
、

第
１
に
地
元
産
品
を
使
っ
た
商
品
開
発
・

販
売
、
古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た

一
棟
貸
し
宿
泊
施
設
の

営
業
、
見
守
り
ス
ー

パ
ー
の
展
開
等
多
様
な

事
業
が
生
ま
れ
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ら
を
具
体

的
に
推
進
し
て
い
く
た

め
の
法
人
等
も
住
民
主

体
で
複
数
設
立
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
。
第
２
に
、

12
の
公
民
館
区
す
べ
て

が
戦
略
を
策
定
し
、
事

業
を
遂
行
し
た
点
が
あ

る
。
他
方
、
課
題
と
し

て
は
、
新
た
な
仲
間
の

拡
大
が
進
ま
ず
実
働
メ

ン
バ
ー
の
固
定
化
等
に

つ
な
が
っ
て
い
る
点
等

が
指
摘
で
き
る
。

こ
う
し
た
成
果
と
課

題
を
得
た「
実
現
事
業
」

を
踏
ま
え
、
令
和
２
年

度
か
ら
第
２
期
ち
く
せ

ん
と
も
呼
べ
る
「
地
区

別
戦
略
発
展
事
業
」
が

ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

地
方
創
生
実
践
塾
の
概
要

「
12
地
区
の
力
で
描
く
地
方
創
生
～『
地

区
×
福
祉
・
教
育
』
で
支
え
る
地
域
の
暮

ら
し
～
」
と
題
し
て
開
催
し
た
。
島
根
県

内
外
か
ら
17
名
の
受
講
申
し
込
み
が
あ
っ

た
が
、
今
回
の
講
義
内
容
に
福
祉
に
関
す

る
報
告
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
社
会
福
祉

協
議
会
か
ら
の
参
加
が
あ
っ
た
点
は
特
徴

で
あ
ろ
う
。

１
日
目
は
ま
ず
、
一
般
社
団
法
人
持
続

可
能
な
地
域
社
会
総
合
研
究
所
の
藤
山
浩

所
長
が
基
調
講
演
を
行
っ
た
。
邑
南
町
の

取
り
組
み
の
特
徴
や
全
国
的
な
視
点
か
ら

の
人
口
動
態
に
つ
い
て
精
緻
な
デ
ー
タ
を

元
に
解
説
し
た
。
ま
た
、
循
環
型
社
会
の

実
現
、
進
化
に
向
け
た
課
題
設
定
、
工
程

表
に
つ
い
て
も
示
さ
れ
た
。

講師陣を囲んでの集合写真

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的
に

「
地
方
創
生
実
践
塾
」
を
実
施
し
て
い
る
。
10
月
29
日
（
金
）
〜
30
日
（
土
）
に
島
根

県
邑
南
町
で
開
催
さ
れ
た
実
践
塾
に
つ
い
て
、
一
般
社
団
法
人
小
さ
な
拠
点
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
研
究
所
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
白
石
絢
也
氏
に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。

�

（
地
方
創
生
グ
ル
ー
プ
）

地
方
創
生
実
践
塾 

②

島
根
県
邑
南
町

12
地
区
の
力
で
実
現
す
る
地
方
創
生

―
「
地
区
×
福
祉
・
教
育
」
の
テ
ー
マ
で
報
告
―●

一
般
社
団
法
人
小
さ
な
拠
点
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

研
究
所
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

白
石
　
絢
也
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続
い
て
「
地
区
×
福
祉
・
教
育
」
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
、
講
師
に
よ
る
事
例
報
告
等

が
行
わ
れ
た
。
中
野
地
区
で
見
守
り
ス
ー

パ
ー
に
こ
丸
く
ん
の
運
営
を
担
っ
て
い
る

飛
弾
智
徳
氏
と
、
島
根
県
立
矢
上
高
校
で

魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
従
事

し
て
い
る
小
林
圭
介
氏
で
あ
る
。

飛
弾
氏
は
、
高
齢
化
し
買
い
物
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
地
域
住
民
の
暮
ら
し
を
見

守
り
支
え
る
事
業
「
見
守
り
ス
ー
パ
ー
に

こ
丸
く
ん
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、き
っ

か
け
か
ら
現
在
の
経
営
状
況
、
成
果
と
課

題
等
に
つ
い
て
報
告
。
特
に
成
果
と
し
て

利
用
者
か
ら
の
喜
び
の
声
、
利
用
者
の
細

か
な
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
柔
軟
な
対
応
を
心

が
け
て
い
る
と
の
話
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

小
林
氏
か
ら
は
、「
教
育
の
力
で
地
域

を
元
気
に
す
る
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
普

段
高
校
生
た
ち
に
ど
う
い
う
手
法
で
思
考

を
深
め
る
こ
と
を
促
し
て
い
る
か
な
ど
を

参
加
者
の
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
体
感
し
て
も

ら
っ
た
。
ま
た
、
一
見
、
少
し
距
離
感
を

感
じ
る
「
地
域
」
と
「
学
校
教
育
」
と
の

接
点
の
持
ち
方
に
つ
い
て
具
体
的
な
ヒ
ン

ト
の
例
も
示
さ
れ
た
。
今
後
さ
ら
に
教
育

と
地
域
と
の
距
離
は
縮
ま
る
方
向
に
向
か

う
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
小
林
氏
の
指
摘
は

示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
っ
た
。

２
日
目
は
、「
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
」

の
現
場
と
し
て
邑
南
町
の
東
部
に
あ
た
る

羽
須
美
地
区
を
会
場
に
３
人
の
講
師
に
よ

る
講
義
を
行
っ
た
。

小
田
博
之
氏
（
口
羽
地
区
）
は
、
15
年

近
く
に
わ
た
る
長
い
地
域
経
営
の
あ
り
方

検
討
の
蓄
積
を
報
告
し
た
。
特
に
地
域
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
の
人
材
確
保
が
重
要
課
題

で
あ
る
と
指
摘
し
、
最
近
の
動
向
と
し
て

期
待
さ
れ
る
「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
組

合
」
設
立
に
よ
る
人
材
確
保
の
仕
組
み
づ

く
り
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
森
田
一
平
氏
か

ら
は
近
年
注
目
を
集
め
て
い
る
「
関
係
人

口
」
の
取
り
組
み
に
関
連
し
、
天
空
の
駅

で
知
ら
れ
る
三
江
線
を
め
ぐ
る
活
動
で
の

関
係
人
口
増
の
手
応
え
と
さ
ら
な
る
期
待

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
両
氏
に
は
、
講

義
の
後
に
私
を
進
行
役
と
し
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
も
登
壇
い
た
だ
い
た
。

最
後
に
瀧
本
昭
平
氏
（
阿
須
那
地
区
）

が
、
今
年
度
か
ら
具
体
的
な
活
動
が
始

ま
っ
た
ば
か
り
の「
あ
す
な
地
区
応
援
隊
」

の
設
立
経
緯
と
現
在
の
取
り
組
み
状
況
お

よ
び
今
後
の
展
望
等
に
つ
い
て
紹
介
。
あ

す
な
地
区
応
援
隊
は
設
立
さ
れ
た
ば
か
り

の
段
階
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
様
の
地
域

か
ら
の
参
加
者
に
と
っ
て
は
特
に
参
考
に

な
る
報
告
だ
っ
た
と
考
え
る
。

個人ワークの様子

パネルディスカッションの様子

地方創生実践塾（島根県邑南町）の概要

テーマ：�12地区の力で描く地方創生�
～「地区×福祉・教育」で支える地域の暮らし～

１日目　10月 29日（金）
基調講演
講師：一般社団法人持続可能な地域社会総合研究所所長　藤山浩氏

講義「邑南町の地区別戦略の概要」
講師：�一般社団法人小さな拠点ネットワーク研究所監事・ディレクター�

白石絢也氏
講義「邑南町のちくせん×福祉・教育」
講師：�見守りスーパーにこ丸くん運営者　飛騨智徳氏�

矢上高校魅力化コーディネーター　小林圭介氏
２日目　10月 30日（土）
講義「小さな拠点づくりの現場から」
講師：口羽をてごぉする会事務局長　小田博之氏
講師：みんなでつくる中国山地百年会議事務局長　森田一平氏

パネルディスカッション
パネラー：白石絢也氏、小田博之氏、森田一平氏

講義「ちいさな拠点づくりに向けた組織づくりの現状」
講師：阿須那地区自治会長　瀧本昭平氏

個人ワーク
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地域
TOPICS
トピックス

県
・
市
町
の
若
手
職
員
で

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

茨
城
県
北
地
域
は
、北
部
の
６
市
町︵
日

立
市
、
常
陸
太
田
市
、
高
萩
市
、
北
茨
城

市
、
常
陸
大
宮
市
、
大
子
町
︶
で
構
成
さ

れ
、
変
化
に
富
ん
だ
海
岸
線
や
久
慈
川
・

那
珂
川
な
ど
の
清
流
、
八や

溝み
ぞ

山
系
に
連
な

る
山
並
み
豊
か
な
緑
な
ど
多
様
な
自
然
環

境
を
有
す
る
地
域
で
す
。
し
か
し
な
が
ら

茨
城
県
の
中
で
も
人
口
減
少
や
高
齢
化
が

著
し
く
、
地
域
の
活
性
化
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
県
北
地
域
を
は
じ

め
と
す
る
県
全
体
の
観
光
業
界
が
苦
境
に

陥
る
中
、
県
北
地
域
へ
の
観
光
誘
客
を
促

す
た
め
、
令
和
２
年
７
月
に
県
北
振
興
局

と
県
北
６
市
町
の
若
手
職
員
が
集
ま
り
、

地
元
紙
へ
の
新
聞
広
告
を
制
作
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
、
首
都
圏
や
県
外
か
ら
観
光
客

を
呼
び
込
む
の
で
は
な
く
、
県
民
に
県
北

地
域
へ
足
を
運
ん
で
も
ら
お
う
と
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
や
レ
イ
ア
ウ
ト
作
り
に
知
恵
を

出
し
合
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
県
と
６
市
町
の
職
員
が
合

同
で
事
業
を
行
う
機
会
が
な
か
な
か
な

く
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
横
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
て
観
光
な
ど
の
連
携
し
た
Ｐ

Ｒ
が
出
来
れ
ば
、
と
の
思
い
を
各
市
町
の

職
員
で
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
６
市

町
が
合
同
で
新
聞
広
告
を
掲
載
す
る
こ
と

は
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
風
景
な
ど
の
写
真

を
使
用
し
、
県
北
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
と
誘
客
促
進
を
図
る
２
ペ
ー
ジ
見
開
き

の
広
告
を
同
年
８
月
に
掲
載
し
ま
し
た
。

新
聞
広
告
掲
載
後
は
、
多
く
の
県
民
か

ら
好
評
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地
元
紙

に
お
け
る
当
該
年
度
の
最
優
秀
広
告
賞
を

受
賞
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

統
一
的
な
エ
リ
ア
イ
メ
ー
ジ
を

明
確
化

こ
れ
ま
で
は
、
各
市
町
が
独
自
に
個
々

の
地
域
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行

っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
で
は
県

北
地
域
の
エ
リ
ア
イ
メ
ー
ジ
が
曖
昧
と
な

り
、
地
域
に
存
在
す
る
貴
重
な
資
源
の
情

報
が
的
確
に
発
信
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。こ

れ
ま
で
の
Ｐ
Ｒ
で
は
、
絶
景
ス
ポ
ッ

ト
や
観
光
施
設
、
食
事
な
ど
に
焦
点
を
当

て
、
著
名
人
な
ど
を
活
用
し
た
動
画
や
ポ

ス
タ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
し
、
話

題
化
し
て
い
く
こ
と
が
多
く
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
皆
さ
ん
ご
承
知
の
と
お

り
民
間
の
調
査
機
関
に
よ
れ
ば
、
茨
城
県

の
魅
力
度
は
非
常
に
低
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
今
年
度
は
、
昨
年
度
の
新

聞
広
告
を
契
機
と
し
て
、
６
市
町
が
連
携

し
一
体
と
な
っ
て
、
魅
力
的
な
地
域
資
源

に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ
と

で
、
よ
り
効
果
的
に
県
北
地
域
全
体
と
し

て
の
知
名
度
向
上
と
誘
客
促
進
に
つ
な
げ

る
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

茨
城
県
北
地
域
は
、
奈
良
時
代
に
編
さ

ん
さ
れ
た
﹃
常ひ

た
ち
の
く
に

陸
国
風
土
記
﹄
に
記
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
数
多
く
の
興
味
深
い
伝
説

と
民
話
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の

Ｐ
Ｒ
の
新
た
な
切
り
口
と
し
て
県
北
地
域

を「
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
伝
説
と
民
話
の
地
」

と
し
、
こ
れ
を
テ
ー
マ
に
し
た
魅
力
発
信

を
行
う
展
開
を
考
え
ま
し
た
。

若
者
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の

﹁
青
春
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
﹂

県
北
地
域
は
、
豊
か
な
自
然
と
豊
富
な

農
産
物
、
海
産
物
な
ど
に
恵
ま
れ
た
地
域

で
す
が
、
こ
れ
ま
で
は
比
較
的
年
齢
層
の

高
い
方
々
が
訪
れ
る
地
域
で
し
た
。

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
県
北
地
域
の
こ
と

を
あ
ま
り
知
ら
ず
、
知
る
き
っ
か
け
も
少

な
か
っ
た
世
代
に
向
け
て
、
若
者
に
人
気

の
あ
る
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
や
伝
説
、
異

世
界
も
の
、
恋
愛
も
の
な
ど
の
要
素
を
取

大
森
　
茂
宏

茨
城
県
政
策
企
画
部
県
北
振
興
局
副
参
事

―
「
県
北
高
校
フ
シ
ギ
部
の
事
件
ノ
ー
ト
」
を
制
作
―

ウ
ェ
ブ
ド
ラ
マ
で
茨
城
県
北
地
域
の
魅
力
発
信

令和 2年度実施の県北 6市町新聞広告

茨城県北地域
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り
入
れ
つ
つ
、「
伝
説
×
謎
の
ク
ラ
ス
メ

ー
ト
×
淡
い
恋
」
を
描
い
た
「
青
春
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
」
ウ
ェ
ブ
ド
ラ
マ
を
製
作
す
る

こ
と
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
情
報
拡
散
力
を

生
か
し
た
話
題
化
と
県
北
地
域
の
知
名
度

向
上
に
つ
な
が
る
新
た
な
情
報
発
信
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

ド
ラ
マ
は
全
７
話
で
、架
空
の
高
校「
県

北
高
校
」
を
舞
台
に
、
高
校
生
３
人
が
伝

説
や
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を
探
求
す
る
「
フ

シ
ギ
部
」
の
活
動
を
通
し
て
、
県
北
地
域

の
豊
か
な
自
然
と
新
た
な
魅
力
を
疾
走
感

た
っ
ぷ
り
に
紹
介
し
て
い
く
も
の
で
す
。

地
域
住
民
も
制
作
過
程
に
参
画

市
町
の
職
員
と
は
、
企
画
段
階
か
ら
テ

ー
マ
と
し
た
伝
説
や
地
域
資
源
、
地
域
の

魅
力
を
ど
の
よ
う
に
物
語
に
盛
り
込
ん
で

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
か
、
担
当
者
間
で
綿
密
に

打
ち
合
わ
せ
を
行
い
な
が
ら
ス
ト
ー
リ
ー

展
開
を
固
め
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
制

作
の
過
程
で
は
、
民
話
の
語
り
部
の
方
や

寺
社
の
住
職
、
宮
司
な
ど
、
地
域
の
方
々

に
実
際
に
直
接
話
を
聞
き
脚
本
を
仕
上

げ
、
地
域
の
方
々
に
も
動
画
に
登
場
し
て

も
ら
う
な
ど
、
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
ロ

ケ
ハ
ン
や
撮
影
を
行
い
、
県
と
６
市
町
が

ひ
と
つ
の
チ
ー
ム
と
な
り
事
業
を
進
め
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
の
反
応
も

制
作
し
た
ウ
ェ
ブ
ド
ラ
マ
は
９
月
中
旬

か
ら
茨
城
県
の
公
式
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動

画
サ
イ
ト
「
い
ば
キ
ラ
Ｔ
Ｖ
」
に
お
い
て

配
信
を
開
始
し
ま
し
た
。
県
広
報
紙
を
は

じ
め
各
市
町
の
広
報
紙
で
の
Ｐ
Ｒ
の
ほ
か
、

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
や
地
元
の
百
貨
店

な
ど
で
の
映
像
放
映
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
情

報
拡
散
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
新
聞
や
ラ
ジ

オ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
で

も
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
再
生
回
数
を

順
調
に
伸
ば
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

反
響
と
し
て
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る

若
年
世
代
の
視
聴
が
多
く
大
変
好
評
を
得

て
お
り
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
は
「
ロ
ケ
地
巡

り
に
茨
城
県
北
を
訪
れ
た
い
」「
ふ
る
さ

と
納
税
を
し
て
フ
シ
ギ
部
が
食
べ
た
常
陸

秋
そ
ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
！
」
な
ど
の

コ
メ
ン
ト
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

新
聞
の
投
稿
で
は
、
80
代
の
方
に
「
県
北

地
域
の
魅
力
を
動
画
で
全
国
に
発
信
す
る

と
は
夢
の
よ
う
だ
」
と
の
声
も
頂
き
、
幅

広
い
世
代
で
視
聴
し
て
も
ら
っ
て
い
る
こ

と
に
手
応
え
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
今
後
は
、
こ
の
ウ
ェ
ブ
ド
ラ
マ
を
き

っ
か
け
と
し
た
県
北
地
域
へ
の
誘
客
促
進

に
向
け
て
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
６
市
町

と
と
も
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
「
フ
シ
ギ
部
」
を
ご
覧

い
た
だ
き
、
茨
城
県
北
地
域
の
美
し
く
神

秘
的
な
自
然
と
魅
力
を
発
見
し
て
く
だ
さ

い
。

「
県
北
高
校
フ
シ
ギ
部
の
事
件
ノ
ー
ト
」

の
視
聴
は
こ
ち
ら
か
ら

https://w
w
w
.pref.ibaraki.jp/

kikaku/keN
P
O
kusinkou/sinko/

keN
PO
kukoukou.htm

l

6 市町作成のメイキング動画から

ドラマの一シーン ウェブドラマポスター
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講
義
Ⅰ　
「
経
済
産
業
省
に
お
け
る

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

経
済
産
業
省
の
福
永
茂
和
氏
が
登
壇
し
、

経
済
産
業
省
で
自
動
車
産
業
の
関
連
施
策

に
取
り
組
ん
だ
知
見
を
も
と
に
、
地
域
に

お
け
る
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
推
進
の
考
え
方
に
つ
い
て

総
論
的
に
講
義
し
ま
し
た
。

福
永
氏
は
、
地
域
で
新
た
に
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

に
取
り
組
む
に
は
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
関
連
の

デ
ー
タ
が
重
要
と
な
り
、
デ
ー
タ
を
施
策

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、
住
民
個
人
の
行

動
変
容
を
促
す
必
要
が
あ
る
と
指
摘
。
車

両
を
一
つ
の
サ
ー
ビ
ス
で
用
い
る
の
で
は

な
く
、
多
様
な
目
的
で
マ
ル
チ
タ
ス
ク
的

に
使
用
す
る
こ
と
が
重
要
と
述
べ
ま
し
た
。

講
義
Ⅱ　
「
日
本
版
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ�

�

～
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
～
」

長
野
県
伊
那
市
の
安
江
輝
氏
か
ら
は
、

伊
那
市
が
実
施
し
て
い
る
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
施
策

に
つ
い
て
の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

Ａ
Ｉ
で
自
動
配
車
す
る
「
ぐ
る
っ
と
タ

ク
シ
ー
」
で
は
、
高
齢
者
に
配
慮
し
て
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
け
る
と
と
も
に
、
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
で
予
約
す
る
と
電
話
よ

り
も
安
く
予
約
で
き
る
体
制
を
整
備
し
た

と
説
明
。
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
施
策
で
重
要
な
こ
と

は
、
医
療
従
事
者
や
交
通
事
業
者
な
ど
課

題
解
決
の
キ
ー
と
な
る
関
係
者
の
理
解
を

進
め
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、

新
し
い
技
術
や
ツ
ー
ル
に
実
際
に
触
れ
て

も
ら
う
ほ
か
、
時
間
を
か
け
て
粘
り
強
く

進
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。

講
義
Ⅲ　
「
永
平
寺
町
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の

取
り
組
み
」

福
井
県
永
平
寺
町
の
中
屋
貴
大
氏
は
、

永
平
寺
町
で
実
証
実
験
を
し
て
い
る
車
両

自
動
走
行
シ
ス
テ
ム
と
、
住
民
参
加
型
の

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
施
策
に
つ
い
て
講
義

し
ま
し
た
。

永
平
寺
町
で
は
、
自
動
走
行
シ
ス
テ
ム

を
観
光
客
の
移
動
支
援
だ
け
で
な
く
、
沿

線
の
小
学
校
、
幼
稚
園
の
下
校
に
も
利
用

し
て
い
る
と
紹
介
。
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

は
郵
便
局
が
予
約
窓
口
を
、
地
域
住
民
が

ド
ラ
イ
バ
ー
を
担
い
、
病
院
な
ど
の
公
共

施
設
へ
乗
客
を
輸
送
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。
利
用
方
法
等
の
設
定
は
地
域
住
民

の
意
見
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
地
域
で
一

体
と
な
っ
て
施
策
を
進
め
て
い
る
と
話
し

ま
し
た
。

講
義
Ⅳ�

「M
obility Innovation�

モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
、�

人
々
の
暮
ら
し
を
も
っ
と
豊
か
に
」

M
O

N
ET

 T
echnologies

の
上
村
実

氏
は
、M

O
N

ET

が
自
治
体
と
連
携
し

て
進
め
て
い
る
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
事
例
に
つ
い
て

講
義
し
ま
し
た
。

群
馬
県
富
岡
市
で
は
、
基
幹
バ
ス
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
と
、
移
動
手
段
を
路
線
別
に
設
定
し
て

い
ま
し
た
が
、
全
地
域
に
同
一
車
両
を
設

定
し
て
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
一
本
化
す

る
こ
と
で
、
月
の
平
均
乗
車
回
数
が
３
０

０
０
回
を
達
成
し
た
と
話
し
ま
し
た
。

M
O

N
ET

は
令
和
３
年
10
月
時
点
で
１

０
３
の
自
治
体
と
連
携
を
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
実
績
に
よ
り
集
積
さ
れ
た
知
見
か

ら
、
従
来
は
移
動
で
し
か
用
い
て
い
な
か

っ
た
車
両
を
マ
ル
チ
タ
ス
ク
化
し
、
地
域

の
状
況
に
即
し
た
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
と
強
調
し
ま

し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
＆
質
疑
応
答　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
住
民
や
地
域

を
巻
き
込
む
こ
と
が
行
政
の
役
割
で
は
な

い
か
、
単
に
鉄
道
や
バ
ス
を
ど
う
改
善
す

る
か
で
は
な
く
、
そ
の
先
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
ま
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
な
ど

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
講
義
に
関
す
る
受
講

者
か
ら
の
質
問
に
対
し
、
講
師
陣
か
ら
丁

寧
に
ご
回
答
い
た
だ
き
、
過
去
の
失
敗
事

例
や
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
施
策
を
進
め
る
際
の
考
え

方
を
学
び
、
講
義
の
内
容
へ
の
理
解
が
さ

ら
に
深
ま
り
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
て

モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
は
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

や
、
役
場
の
窓
口
機
能
を
搭
載
し
た
出
張

行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で

使
わ
れ
は
じ
め
て
お
り
、
認
識
を
改
め
る

こ
と
が
必
要
と
気
づ
き
ま
し
た
。
Ｍ
ａ
ａ

Ｓ
の
普
及
に
は
、
地
域
の
需
要
と
供
給
の

特
性
を
理
解
し
、
最
適
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

◆
本
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師

経
済
産
業
省
製
造
産
業
局
自
動
車
課�

 

Ｉ
Ｔ
Ｓ
・
自
動
走
行
推
進
室
長�

 
�

福
永 

茂
和 

氏

長
野
県
伊
那
市
企
画
部
企
画
政
策
課�

 

新
産
業
技
術
推
進
係
長�

安
江　

 

輝 

氏

福
井
県
永
平
寺
町
総
合
政
策
課
主
事�

 
�

中
屋 

貴
大 

氏

M
O

N
ET

 T
echnologies

株
式
会
社�

 

事
業
推
進
部
長�

上
村 　

実 

氏

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

�

●
嶋
田 

拓
実
（
福
井
県
か
ら
派
遣
）

２
０
２
１
年
度　

新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和
３
年
度
新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
地
方
創
生
セ

ミ
ナ
ー
「
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
で
変
わ
る
公
共
交
通
～
共
創
で
つ
く
る
地
域
の
未
来
～
」
を
令

和
３
年
10
月
29
日
（
金
）
に
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
全
国
各
地

か
ら
自
治
体
職
員
な
ど
12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
で
変
わ
る
公
共
交
通

～
共
創
で
つ
く
る
地
域
の
未
来
～
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【お問い合わせ】　情報・広報グループ　担当：阿部　　TEL：03-5202-6138　MAIL：event_space@jcrd.jp

― 日本橋イベントスペース　令和4年度の出展団体募集！ ―

日本橋イベントスペースとは
一般財団法人地域活性化センターでは、各地域の産品や観光 PR等を目的としたイベントを実施するための
イベントスペースを地方公共団体等の皆様へ提供しています。

イベント実施場所
会場：�東京都中央区日本橋 2-3-4�

日本橋プラザビル 1階 南広場

〔1日の乗降人員約 46 万人！〕
東京駅八重洲北口より徒歩 4分

〔1日の乗降人員約 20 万人！〕
地下鉄銀座線日本橋駅B3出口より徒歩 2分

令和4年度の出展団体を募集します
【募集期間：1月10日（月）〜2月7日（月）】
令和 3年度に引き続き、令和
4年度も日本橋イベントスペー
スの提供を行います。地域の特
産品や観光情報などを首都圏で
PR する絶好のチャンスです。
応募の詳細は、当センターホー
ムページでご確認ください。

地域活性化センター　イベントスペース 検索

（テント貸出料等が令和 3年度の料金から変更になっておりますのでご注意ください）

利用する月 テント貸出料
（テント1張／日あたりの単価）

会場使用料
（1日あたりの単価）

令和 4年 4月～令和 5年 3月 23,000円 15,000円
※試飲・試食用テントの利用についても、上記テント貸出料の単価と同額です

令和4年度利用料金
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これからのテレワーク 新しい時代の働き方の教科書

新型コロナウイルス感染症により、テレワークという新しい勤務形態が日本の働き方の
一つに加わった。しかし、テレワーク勤務が推奨される一方で、テレワークをどのように
導入すればよいのか、勤怠管理がきちんとできるのかなど、不安や悩みを抱える企業や自
治体の関係者が多いのが現状である。この本はそんな方々に読んでほしい1冊である。

本書では、外資系IT企業で20年以上働き、テレワークで実績を上げてきた著者が、テ
レワーク導入の実践的メソッドを紹介している。著者が外資系IT企業に入社したのは
1992年。その当時からテレワークはすでに実施されていたという。入社以来、独立する
までの23年間テレワークという勤務形態で働き続けた筆者が実感したのは、「どこにい
ても、どんな方法でも、仕事ができる人はできる」ということだった。テレワークであ
ろうとなかろうと、仕事の本質は変わらないということだ。

とはいえ、テレワークを初めて導入する企業や自治体は、テレワークのメリット・デ
メリットを理解し、導入に際しての心構えやスキルを知る必要がある。また、仕事はチームで行うものも多く、テレワークに
おいては多様な人と多岐に渡るツールを使い分けながら連携するための「マルチコミュニケーション力」も必要とされる。本
書はこうした事柄について、各章で丁寧に解説されている。

テレワークは、新型コロナウイルス感染症対策における一時的な措置のひとつだと捉える方も多いだろう。しかし、アフタ
ーコロナもテレワークをうまく活用すればワークライフバランスがとれ、一人一人が今よりもっと自分らしい日常が送れるよ
うになるのではないだろうか。本書をガイドラインにして、それぞれの組織に適したテレワークのやり方を見つけてもらいたい。

片桐　あい　著
自由国民社（2020年5月発行）
定価：1400円＋税

Googleが2012年に立ち上げ、４年の歳月をかけて「効果的なチームとはどのような
チームか」を調査・分析したプロジェクト・アリストテレスが、圧倒的に重要な要素で
あると結論付け、近年、組織やチームの運営において大きな注目を浴びている「心理的
安全性」。これまで、心理的安全性はチームにとって重要であるということだけが伝わり、
指標もなくただ漠然とした概念だけが先行して語られてきたため、誤解を生み出しなが
ら広まっていた。

本書では、心理的安全性が単なる「ヌルい職場」ではなく、健全な衝突を生み出す機
能であることを解説し、日本における心理的安全性は「話しやすさ」「助け合い」「挑戦」「新
奇歓迎」の４因子により構成されていること紹介している。また、心理的安全な関係性
やカルチャーを築くためにはリーダーシップとしての「心理的柔軟性」が必要であるこ
とと、上記4因子を活性化させるためのフレームワーク（きっかけ→行動→みかえり）に

ついて、具体的で身近な例を示しながら解説している。その他、組織やチーム内で活用できる導入アイディアやケーススタデ
ィも掲載し、心理的安全性の概念から手法まで実践的な内容を学ぶことができる１冊となっている。

これからの時代、答えのない問題に立ち向かう中で、健全な衝突により組織・チームを変革し、意義ある仕事を通じて輝く
大人が増え、幸福な社会を築いていくための一助となる本である。

心理的安全性のつくりかた
石井　遼介　著
日本能率協会マネジメントセンター（2020年9月発行）
定価：1800円＋税
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書 籍 紹 介

ブランディングが９割 なぜか小さい会社でも勝てる不思議なカラクリ

その地域特有の商品やサービスに地域名を付加して、他と差別化を図ろうとする「地
域ブランド」の構築が、全国各地で盛んになっている。しかし、どうすればもっと売れ
るのか、地域の魅力を効果的に発信できるのか、と悩みを抱える関係者も多いだろう。

そこで紹介したいのが本書だ。本書は地域性に特化したブランディングの本ではない
が、いかにしてブランドをつくり、それを発信していくか、一連の流れを分かりやすく
まとめてある。

ブランディングと聞くと、大企業が行うものと思う人もいるが、実は「こうするとう
まくいく」という定石があり、ポイントを押さえれば小規模・小予算でも可能であると
筆者は言う。

筆者である乙
おと

幡
はた

満
みつ

男
お

氏は、イオンのPB（プライベートブランド）のブランディングに従
事し、マツモトキヨシでは新しいPBの立ち上げやブランド全体の売上・利益向上に貢献し、

世界最大手のブランドコンサルティング会社が主催する「Japan Branding Awards 2018」最高賞受賞に導いた実績がある。
そんな筆者が「ブランディングの仕事を始めた頃の自分自身に一番読んでほしい」と思える内容になっているのが本書である。

本書は7章構成で、第1章「ブランディングとは何か」という基礎から始まり、自社の特徴（強み）や顧客の本音の見つけ方、競
合する他者との差別化やブランドらしさの確立などの手法を伝授。最後の第7章で「成功が続く『ブランドの育て方』」をまとめている。

ブランドは時間をかけて育てるものであり、一朝一夕に結果がでるものではないため、本書が示すような成功につながるセ
オリーのもと、少しずつできることを進めていくことが大切である。

本書が地域ブランド構築の手助けとなり、ひいては地域活性化につながることを願い、お勧めの一冊としたい。

乙幡　満男　著
青春出版社（2020年6月20日発行）
定価：1490円＋税

日本には、各地に古い町並みなどの歴史的景観が残っている。著者の米山淳一氏は、「こ
れらの歴史遺産がいまあるのは、地域に住まい地域を愛するみなさんの想い」があった
からだという。景観保存の主役はもちろんその地域に住む住民だが、そのかたわらには、
保存事業に携わる市町村の担当者の姿が常にあった。本書は、各地でこうした地区の保
存に取り組んだ担当者、関係者の物語である。

歴史的景観を保存する国の重要伝統的建造物群保存地区は、2020年12月現在で全国
に123地区あるという。本書に登場するのは、同地区に選定されたり、県指定文化財に
なったりした14件。岐阜県白川村の山村集落、北海道函館市元町など世界的に著名なも
のもあれば、他県の人間にはあまり知られていない例もある。

福島県下郷町大内宿の宿場町の保存地区選定（昭和56年）にかかわったのは、「学校の
先生から一転、町役場職員に転身」し、「伝建（伝統的建造物）の伝の字も」分からなか

ったという佐藤仁夫氏。住民合意の形成に苦労したこと、電柱の撤去をめぐる電力会社とのやりとりなどが、興味深く語られる。
岩手県一関市千厩町の茅葺民家、村上家住宅（平成8年県指定）は、立派な大屋根を備えた江戸期の農家建築だ。「この村上

家のようなケースは、まず他に例がないだろう」と米山氏。それは「嫁いできた女性が、家族の反対をはねのけて嫁ぎ先の民
家を保存したから」であり、「しかもその修復資金を得るために、一人で洋服の行商を行った」からだ。その女性、村上和子さ
んや、修復に協力した大工の熊谷賢治さんの熱い気持ちが伝わってくる。

著者撮影による200枚を優に超えるカラー写真が収められており、これを眺めるのも楽しい。

みんなのシビックプライド
米山　淳一　著
駒草出版（2021年8月30日発行）
定価：2800円＋税
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「
東
京
か
ら
一
番
遠
い
ま
ち
」

江
津
市
は
島
根
県
西
部
の
日
本
海
に
面

し
、
山
陰
地
方
の
中
で
は
最
も
人
口
が
少

な
く
、
島
根
県
内
で
最
も
面
積
が
狭
い
市

で
す
。
東
京
か
ら
の
移
動
に
は
長
い
時
間

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、「
東
京
か
ら
一
番

遠
い
ま
ち
」
と
し
て
高
等
学
校
「
地
理
Ａ
」

の
教
科
書
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

中
国
地
方
最
大
の
河
川
「
江
の
川
」
が

流
れ
、
日
本
海
に
注
ぐ
河
口
に
位
置
し
て

い
ま
す
。「
江
津
（
川
の
港
）」
の
名
の
と

お
り
、
古
く
は
江
の
川
河
口
の
港
と
し
て

発
展
し
、
江
戸
時
代
に
は
北
前
船
の
寄
港

地
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
か
つ
て
の
中
心

地
で
あ
っ
た
江
津
本
町
に
は
江
戸
時
代
に

建
て
ら
れ
た
商
家
の
家
屋
な
ど
も
現
存

し
、
古
き
良
き
日
本
の
風
景
が
残
っ
て
い

ま
す
。

良
質
な
粘
土
層
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
日
本
三
大
瓦
の
一
つ
、
石
州
瓦
の

産
地
と
し
て
も
知
ら
れ
ま
す
。
石
州
瓦
を

象
徴
す
る
赤
瓦
は
、
寒
さ
に
強
く
、
耐
久

性
に
優
れ
、
全
国
各
地
に
流
通
し
て
い
ま

す
。
市
内
に
は
江
津
本
町
を
は
じ
め
赤
瓦

の
町
並
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

首
都
圏
の
「Jim

otist

」
と
協
力

地
域
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
地
元
の
ま
ち
お

こ
し
団
体
、
イ
ワ
ミ
ノ
チ
カ
ラ
が
、
地
方

の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
首
都
圏
メ
ン

バ
ー
で
構
成
さ
れ
た
団
体
「Jim

otist

」
と

一
緒
に
、
江
津
市
を
含
む
島
根
県
西
部
地

域
へ
の
交
流
人
口
を
増
や
そ
う
と
い
う
取

り
組
み
を
行
い
、
東
京
で
萩
・
石
見
空
港

の
利
用
促
進
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア
ソ
ン
を

企
画
運
営
し
た
こ
と
が
支
援
事
業
活
用
の

き
っ
か
け
で
す
。
実
際
に
島
根
県
西
部
に

来
て
も
ら
い
、
直
接
現
場
を
見
て
ア
イ
デ

ア
を
出
し
て
も
ら
う
こ
と
も
重
要
だ
と
考

え
、
江
津
市
で
の
実
施
を
計
画
し
ま
し
た
。

ア
イ
デ
ア
ソ
ン
と
は
、
特
定
の
テ
ー
マ

を
決
め
て
、そ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
グ
ル
ー

プ
単
位
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
そ
の

結
果
を
競
う
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
（
ア

イ
デ
ア〈Idea

〉と
マ
ラ
ソ
ン〈M

arathon

〉

を
掛
け
合
わ
せ
て
造
ら
れ
た
造
語
）。

当
初
は
首
都
圏
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン

が
実
際
に
江
津
市
を
訪
れ
、
ア
イ
デ
ア
ソ

ン
を
行
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
を
受
け
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ア
イ
デ
ア
ソ
ン
の
実

施
へ
と
事
業
内
容
を
切
り
替
え
ま
し
た
。

埼
玉
、
東
京
、
神
奈
川
な
ど
か
ら

参
加

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
で
も
あ
り
ま
し
た

の
で
、
テ
ー
マ
を
『w

ith

コ
ロ
ナ
で
、

ど
の
よ
う
に
島
根
県
江
津
市
の
移
住
を
増

移
住
・
定
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業

（
島
根
県
江
津
市
）

赤い石州瓦が目を引く江津本町の家並み

オ
ン
ラ
イ
ン
で
移
住
促
進
の
ア
イ
デ
ア
ソ
ン

―
首
都
圏
の
組
織
と
連
携
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が
参
加
―

伊
藤
　
康
丈

一
般
社
団
法
人
イ
ワ
ミ
ノ
チ
カ
ラ
代
表
理
事

都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
活
性
化
策
の

柱
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
移
住
・
定
住
・
交
流
推
進

支
援
事
業
」
と
し
て
、
地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
自
主
的
・
主
体
的
に
実
施
す

る
交
流
事
業
な
ど
を
支
援
し
て
い
る
。

今
回
、
令
和
２
年
度
に
同
事
業
を
活
用
し
た
島
根
県
江
津
市
の
一
般
社
団
法
人
イ
ワ

ミ
ノ
チ
カ
ラ
の
取
り
組
み
を
、
代
表
理
事
の
伊
藤
康
丈
氏
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

�
（
企
画
グ
ル
ー
プ
）
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や
す
の
か
？
』
と
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

募
集
の
際
に
、

「
あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
で
、
島
根
県
江

津
市
を
最
も
移
住
し
た
い
街
に
変
え
て
く

だ
さ
い
。
江
津
市
は
進
学
や
就
職
を
理
由

と
し
た
人
口
流
出
が
深
刻
化
し
て
お
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
、
経
済
・
行
政
が
立
ち
ゆ

か
な
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
江
津

市
へ
の
移
住
者
を
増
や
す
た
め
の
ア
イ
デ

ア
を
考
え
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
11
月
13
日
に
開
催
し
た
と

こ
ろ
、
20
代
～
30
代
の
10
人
（
居
住
地
別

人
数
は
東
京
６
、
埼
玉
２
、
神
奈
川
１
、

鳥
取
１
）
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
江
津

市
側
か
ら
は
メ
ン
タ
ー
と
し
て
、
地
元
産

業
を
支
え
る
実
業
家
、
Ｉ
タ
ー
ン
者
、
教

育
関
係
者
と
、
市
内
で
頑
張
っ
て
い
る

方
々
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ア

イ
デ
ア
に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で

４
班
に
分
か
れ
議
論
し
ま
し
た
。
通
常
だ

と
４
カ
所
に
そ
れ
ぞ
れ
集
ま
っ
て
と
い
う

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
に
な
る
と
こ
ろ
、

Zoom

の
機
能
を
活
か
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン

上
で
グ
ル
ー
プ
分
け
し
、
ア
イ
デ
ア
、
プ

ラ
ン
を
討
論
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
グ

ル
ー
プ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
江
津
市
側
の
メ
ン

タ
ー
を
割
り
振
り
、
江
津
市
の
実
情
な
ど

を
伝
え
る
フ
ォ
ロ
ー
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
は
、
①
教
育
環

境
の
充
実
を
求
め
る
子
育
て
世
代
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
プ
ラ
ン
②
気
軽
に
移
住
体

験
で
き
る
プ
ラ
ン
③
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用

し
た
プ
ラ
ン
④
海
外
旅
行
の
要
素
と
江
津

市
の
特
性
を
活
か
し
た
プ
ラ
ン
―
―
の
４

案
で
す
。
ど
の
プ
ラ
ン
、
ア
イ
デ
ア
も
魅

力
的
で
効
果
の
見
込
め
そ
う
な
も
の
ば
か

り
で
し
た
が
、
そ
の
な
か
で
も
教
育
系
の

プ
ラ
ン
を
最
優
秀
プ
ラ
ン
に
選
定
し
、
表

彰
し
ま
し
た
。

リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の�

併
用
に
期
待

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
テ
レ
ワ
ー
ク
が
普

及
し
た
こ
と
も
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
討
論
、
ア
イ
デ
ア
出
し
に
つ
い
て
は
、

ス
ト
レ
ス
な
く
議
論
に
参
加
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
特
に
、
都
市
部

か
ら
離
れ
て
い
る
江

津
市
に
お
い
て
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

交
流
を
広
げ
深
め
て

い
く
こ
と
が
、
移
住

交
流
人
口
の
増
加
に

つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
と
、
あ
ら
た
め

て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
今
後
は
リ
ア

ル
の
価
値
が
再
認
識

さ
れ
、
実
際
の
交
流

が
増
え
て
い
く
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
オ
ン

ラ
イ
ン
の
特
性
を
活
か
し
た
仕
掛
け
に
つ

い
て
は
、
今
回
の
ア
イ
デ
ア
ソ
ン
に
限
ら

ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
に
結
び
付
け
る
こ
と

で
、
交
流
人
口
の
増
に
役
立
て
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
首
都
圏
の
若
手
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ソ
ン
の
中
に
、
自
身
の
会
社
、
事
業
と
は

別
に
、
経
験
と
ス
キ
ル
を
活
か
し
た
社
会

課
題
解
決
事
業
に
興
味
が
あ
り
、
実
際
に

関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
人
が

い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
出
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
少
し

で
も
形
に
し
て
い
く
地
元
側
の
ア
ク
シ
ョ

ン
が
必
要
で
、
そ
こ
に
今
回
参
加
し
て
く

れ
た
首
都
圏
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
関

わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
効
果
的
で
す
。
受

賞
し
た
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
継
続
し
て
意

見
交
換
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
プ
ラ

ン
の
フ
ォ
ロ
ー
が
あ
ま
り
で
き
て
い
な
い

の
が
現
在
の
課
題
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ア

イ
デ
ア
ソ
ン
終
了
後
も
継
続
し
て
江
津
市

と
関
係
を
持
ち
た
い
方
が
い
れ
ば
、
彼
ら

を
受
け
入
れ
る
仕
組
み
等
、
環
境
整
備
が

必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
短
い
な
が
ら
も
、

我
々
の
ふ
る
さ
と
に
つ
い
て
真
剣
に
協
議

し
て
く
れ
た
み
な
さ
ん
と
の
交
流
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
は
、
人
材
不
足
に
悩
む
地

域
に
と
っ
て
必
要
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と
リ
ア
ル
を

組
み
合
わ
せ
た
交
流
人
口
の
創
出
と
、
定

住
人
口
の
増
加
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

オンラインアイデアソン事務局（江津側）の様子

オンラインアイデアソンの画面　スライド 2

オンラインアイデアソンの画面　スライド 1

25 2022・1月号 地域づくり 本編 2022・1月号地域づくり 本編 24



は
じ
め
に

御
坊
市
は
和
歌
山
県
中
部
に
あ
り
人
口

２
万
３
０
０
０
人
余
の
県
下
最
少
の
市
で

す
が
、
歴
史
は
古
く
文
献
上
で
は
神
話
時

代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
地
域
一
帯
は
気
候
が
温
暖
で
冬
季
で

も
積
雪
が
な
い
た
め
ミ
カ
ン
、
柿
、
梅
な

ど
の
果
樹
の
栽
培
や
花か

卉き

の
栽
培
も
盛
ん

で
カ
ス
ミ
ソ
ウ
は
日
本
一
の
生
産
量
を
誇

り
ま
す
。

大
松
林
と
カ
ナ
ダ
移
民
の
ま
ち
美
浜

町
、
熊
野
古
道
で
有
名
な
日
高
町
、
ミ
カ

ン
栽
培
が
盛
ん
な
日
高
川
町
、
か
つ
お
節

発
祥
の
地
で
真
妻
ワ
サ
ビ
発
祥
の
地
で
も

あ
る
印
南
町
、
南
高
梅
出
荷
量
日
本
一
を

誇
る
み
な
べ
町
等
々
、
魅
力
い
っ
ぱ
い
の

地
域
で
す
。

「
日
高
郷
土
学
」
を 

始
め
た
き
っ
か
け

和
歌
山
大
学
南
紀
熊
野
サ
テ
ラ
イ
ト
主

催
の
社
会
人
講
座
で
、
観
光
を
手
段
と
す

る
地
域
お
こ
し
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る

「
南
紀
熊
野
観
光
塾
」
を
数
年
前
に
受
講

し
ま
し
た
が
、
最
後
に
塾
長
の
山
田
桂
一

郎
さ
ん
（
観
光
カ
リ
ス
マ
１
０
０
選
）
の

「
受
講
す
る
だ
け
で
な
く
自
ら
行
動
し
て

く
だ
さ
い
」と
言
う
言
葉
が
印
象
に
残
り
、

は
て
私
に
何
が
出
来
る
だ
ろ
う
と
思
案
し

て
い
る
と
き
に
地
元
紙
の
紀
伊
民
報
が

「
ど
う
す
れ
ば
地
域
に
誇
り
を
持
て
る
で

し
ょ
う
か
」
と
言
う
読
者
へ
の
問
い
か
け

に
対
し
て
の
返
答
に
「
な
い
も
の
ね
だ
り

か
ら
あ
る
物
探
し
の
視
座
に
立
っ
て
地
域

を
見
つ
め
直
し
、
あ
る
物
探
し
が
出
来
て

地
域
の
資
源
を
見
定
め
る
こ
と
が
必
要
」

と
の
投
稿
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
だ
！　

こ
れ
な
ら
私
に
も
で
き

る
。
当
地
域
を
訪
れ
て
く
れ
る
人
た
ち
に

と
っ
て
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
郷
土
に
対

し
て
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
生
き
生
き
と

暮
ら
し
て
い
る
住
民
の
姿
が
一
番
魅
力
的

な
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
に
は
あ
る

物
探
し
を
し
よ
う
と
思
い
立
ち
、
御
坊
市

ほ
か
６
町
を
含
む
日
高
郡
を
対
象
に
「
日

高
郷
土
学
」
と
名
付
け
て
郷
土
の
勉
強
会

を
始
め
ま
し
た
。

活
動
内
容

日
高
郷
土
学
は
、
今
年
で
20
回
目
を
迎

え
、
延
べ
２
６
０
人
も
の
方
に
受
講
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
座
内
容
の
概
略
を
紹
介
し
ま
す
。

○
道
成
寺
創
建
の
時
代
（
日
高
川
町
）

道
成
寺
は
県
下
最
古
の
寺
院
（
西
暦
７

０
１
年
創
建
）
で
あ
り
文
武
天
皇
の
后き
さ
きと

な
っ
た
当
地
出
身
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
宮

子
姫
が
天
皇
に
嘆
願
し
て
建
立
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
能
、
歌
舞
伎
で
上
演
さ

れ
て
い
る
安
珍
清
姫
伝
説（
道
成
寺
伝
説
）

の
舞
台
で
す
。

○
日
高
廻
船
の
歴
史
（
御
坊
市
・
日
高
町
）

江
戸
時
代
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
、

膨
張
す
る
江
戸
住
民
の
需
要
を
賄
う
た
め

灘
の
酒
、
ミ
カ
ン
、
炭
、
ロ
ウ
ソ
ク
等
、

上
方
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
江
戸
に
海
運
し

ま
し
た
。

○�

発
掘
で
明
ら
か
に
な
っ
た
御
坊
の
歴
史

（
御
坊
市
）

堅
田
遺
跡
は
三
重
の
環か

ん

濠ご
う

を
持
つ
弥
生

前
期
の
環
濠
集
落
で
す
。

日
本
最
古
の
ヤ
リ
ガ
ン
ナ
鋳
型
と
青
銅

器
を
溶
か
し
た
溶
炉
遺
跡
を
発
掘
。

○�

印
南
三
漁
民
の
活
躍
と�

か
つ
お
節
の
ふ
る
さ
と
（
印
南
町
）

延
宝
２
年
（
１
６
７
４
）、
角
屋
甚
太

郎
が
か
つ
お
節
薰
乾
法
を
考
案
後
、
印
南

与
一
、
森
弥
兵
衛
が
枕
崎
、
西
伊
豆
、
南

房
総
に
伝
授
し
、
そ
の
後
全
国
に
広
ま
っ

郷
土
に
誇
り
を
持
つ
た
め
に

―
歴
史
あ
る
地
域
の
宝
を
学
び
合
う
―

平
井
　
光

「
日
高
郷
土
学
」
代
表

和
歌
山
県
御
坊
市

団体プロフィール
設立＝2017年
代表者＝平井光
会員数＝62名

〈連絡先〉
〒644-0024
和歌山県御坊市塩屋町南塩屋38
TEL　090-8655-6316

日高郷土学
（和歌山県御坊市）

地域づくりの
現場から

地域づくり団体全国協議会
登録団体の紹介
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た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

○�
紀
州
鉄
道
の
歴
史
的
変
遷
（
御
坊
市
）

昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）、
国
鉄
御
坊

駅
と
市
街
地
と
の
連
絡
用
に
設
立
。
西
日

本
一
短
い
私
鉄
路
線
と
し
て
有
名
で
す
。

○�

御
坊
寺
内
町
め
ぐ
り
（
御
坊
市
）

文
禄
４
年
（
１
５
９
５
）、
本
願
寺
日
高

別
院
が
現
在
地
に
再
建
さ
れ
、
別
院
を
中

心
に
形
成
さ
れ
た
寺
内
町
で
す
。
御
坊
と

言
う
名
前
は
日
高
別
院
が
発
祥
地
で
す
。

薬
種
商
、
綛か

せ

問
屋
、
肥
料
問
屋
、
廻
船

業
、
ろ
う
そ
く
商
、
醤
油
味
噌
製
造
元

等
々
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
へ
と
時
代
の

移
り
変
わ
り
が
色
濃
く
残
る
街
並
み
が
魅

力
的
で
す
。

○��

カ
ナ
ダ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と�

三
尾
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
（
美
浜
町
）

明
治
21
年
（
１
８
８
８
）、
漁
場
を
求

め
て
カ
ナ
ダ
移
民
が
始
ま
っ
た
た
め
三
尾

は
ア
メ
リ
カ
村
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
現

在
で
も
三
世
、
四
世
が
大
勢
カ
ナ
ダ
で
暮

ら
し
て
い
ま
す
。

三
尾
の
集
落
で
は
カ
ナ
ダ
帰
り
の
人
た

ち
が
英
語
交
じ
り
の
日
常
会
話
を
し
て
い

て
、
モ
ダ
ン
な
洋
館
が
立
ち
並
び
異
国
情

緒
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

活
動
の
成
果

地
元
の
参
加
者
か
ら
は
「
地

元
に
住
ん
で
い
な
が
ら
、
こ
ん

な
歴
史
が
あ
っ
た
と
は
知
ら
な

か
っ
た
」
と
い
っ
た
驚
き
の
声

を
、
地
域
外
か
ら
の
参
加
者
か

ら
は
「
初
め
て
知
っ
た
こ
と
ば

か
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の

講
座
を
続
け
て
欲
し
い
」
と
言

う
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
少
し
は
埋
も
れ
た

郷
土
の
お
宝
を
発
掘
で
き
た
と

自
負
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望

古
代
か
ら
続
く
歴
史
を
持
っ

た
当
地
で
す
か
ら
、
発
掘
し
た

い
お
宝
が
た
く
さ
ん
眠
っ
て
い

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
研

究
者
と
人
脈
を
作
り
、
埋
も
れ

た
お
宝
を
発
掘
し
、
広
く
浅
く

紹
介
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
他
グ
ル
ー
プ
と
の
交
流

に
よ
り
分
野
を
拡
大
し
て
、
よ

り
一
層
活
発
な
活
動
に
励
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
の

受
講
生
が
多
い
の
で
す
が
、
現

役
の
人
た
ち
、
中
高
生
に
も
積

極
的
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
と
相
談

を
し
な
が
ら
調
整
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

カナダミュージアムで館長の説明を聞く

御坊寺内町めぐりカナダミュージアム
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名
張
市
は
、
三
重
県
西
部
、
伊
賀
盆
地
の
南
西
部
に
あ
っ
て
、

近
畿
・
中
部
の
接
点
に
位
置
し
、
赤あ

か

目め

四し

十じ
ゅ
う

八は
ち

滝た
き

や
香か

落お
ち

渓だ
に

な

ど
自
然
豊
か
な
景
勝
地
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
古
く
は
万
葉
の

時
代
か
ら
東
西
の
往
来
の
要
所
、
宿
場
町
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し

た
。
も
と
も
と
３
万
人
の
人
口
が
、
昭
和
40
年
代
以
降
は
、
大
規

模
な
宅
地
開
発
が
進
み
、
関
西
方
面
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
、

人
口
が
８
万
５
千
人
に
増
加
し
、急
速
に
ま
ち
は
発
展
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
行
し
、
現
在
は
７
万
７

千
人
余
り
の
人
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
自
主
自
立
し
た
住
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
と
す
べ
て
の
市
民
の
社
会
参
加
が
か
な
う
地
域
共
生
社
会
の

実
現
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
ず
進
め
た
の
が
、
地
域
力
を
生
か
し
た
取
り
組
み
で
す
。
地

域
住
民
が
自
分
た
ち
の
地
域
を
ど
う
し
た
い
の
か
を
自
ら
考
え

る
、
15
の
地
域
づ
く
り
組
織
が
立
ち
上
が
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
機

運
を
高
め
て
き
ま
し
た
。
地
域
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に

伴
い
、
特
に
福
祉
ニ
ー
ズ
は
複
雑
で
多
様
化
し
て
お
り
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
行
政
の
協
働
は
不
可
欠
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

点
を
踏
ま
え
本
市
で
は
、
子
育
て
広
場
や
介
護
予
防
・
健
康
づ
く

り
な
ど
も
地
域
担
当
の
保
健
師
と
と
も
に
地
域
住
民
が
主
体
的
に

実
施
。
ま
た
、
住
民
同
士
が
支
え
合
う
日
常
生
活
支
援
の
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
り
組
み
も
進
ん
で
お
り
、
行
政
で
は
で
き
な
い

サ
ー
ビ
ス
を
地
域
住
民
が
行
う
な
ど
、
住
民
自
治
の
熟
度
の
高
ま

り
に
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
地
域
づ
く
り
組
織
と
一
体
的
に
地
域
福
祉
を
推
進
す

る
た
め
に
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
健
康
福
祉
、
子
育
て
の
初

期
相
談
に
応
じ
、
市
民
が
日
常
の
困
り
ご
と
を
相
談
で
き
る
15
の

地
域
に
「
ま
ち
の
保
健
室
」
を
地
域
福
祉
の
拠
点
と
し
て
整
備
し

ま
し
た
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
な
ど
の
有
資
格
者
２
〜
３
名

が
相
談
や
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。　
　
　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
複
合
的
な
生
活
課
題
を
抱
え
る
世
帯
に
対

し
て
、
行
政
の
縦
割
り
に
よ
る
弊
害
に
陥
ら
な
い
よ
う
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
の
相
談
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。地
域
や
ま
ち
の
保
健
室
・

関
係
機
関
と
分
野
を
横
断
し
て
解
決
に
導
く
た
め
、
各
部
署
と
の

連
携
を
図
る
多
機
関
協
働
の
核
と
な
る
エ
リ
ア
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を

配
置
。
包
括
的
な
支
援
体
制
と
し
て
地
域
福
祉
分
野
に
加
え
、
子

ど
も
に
関
係
す
る
教
育
分
野
も
連
携
さ
せ
た
「
地
域
福
祉
教
育
総

合
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
仕
組
み
を
構
築
し
、
相
談
者
に
対
し

て
の
支
援
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
近
年
で
は
、
社
会
的
孤
立
や
生
活
困
窮
、
引
き
こ
も
り
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
な
ど
が
社
会
的
に
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
行
政
の
申
請
主
義
を
見
直
し
、「
早
急
に
対
応

す
る
断
ら
な
い
相
談
支
援
」「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
孤
立
ゼ

ロ
社
会
の
取
り
組
み
も
重
点
的
に
進
め
て
お
り
、
家
族
の
介
護
や

世
話
を
日
常
的
に
担
う
「
ケ
ア
ラ
ー
」
の
支
援
推
進
を
目
的
と
す

る
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
も
制
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

本
市
は
、
地
域
の
つ
な
が
り
で
課
題
解
決
に
取
り
組
む
「
社
会

的
処
方
」
に
よ
る
伴
走
型
支
援
機
能
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

支
援
の
受
け
手
・
担
い
手
の
垣
根
を
こ
え
、
と
も
に
支
え
合
う
地

域
共
生
社
会
の
具
現
化
に
向
け
た
リ
ン
ク
ワ
ー
カ
ー
（
社
会
的
処

方
士
）
の
養
成
等
を
行
い
、
地
域
連
携
を
担
う
人
材
育
成
・
体
制

整
備
も
進
め
て
い
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
は
三
重
県
の
モ
デ
ル
事
業
を
受
託
し
、
県
内
の
専

門
職
対
象
の
リ
ン
ク
ワ
ー
カ
ー
研
修
を
行
い
、
県
内
支
援
者
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
加

え
て
、
今
年
度
は
厚
生
労
働
省
保
険
局
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、

地
域
住
民
対
象
の
リ
ン
ク
ワ
ー
カ
ー
研
修
も
行
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
住
民
主
体
で
培
わ
れ
て
き
た
つ
な
が
り
や
活
動
を
次

世
代
に
ど
う
つ
な
い
で
い
く
か
、
新
た
な
つ
な
が
り
を
ど
う
生
み

だ
し
て
い
く
か
が
大
切
な
視
点
で
す
。
社
会
か
ら
取
り
残
さ
れ
る

人
を
ゼ
ロ
に
す
る
、
温
か
な
つ
な
が
り
で
支
え
合
え
る
ま
ち
名
張

を
目
指
し
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

三重県名張市長 亀井　利克

温かなつながりで支え合える
まちづくり
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表
紙

凍
り
つ
い
た
袋
田
の
滝

1２０２２-

（
茨
城
県
大
子
町
）

厳
し
い
寒
さ
が
続
く
と
、
滝
全
体
が
真
っ
白
に
凍
結

し
た
「
氷

ひ
ょ
う

瀑ば
く

」
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
さ
１
２
０
メ
ー
ト
ル
、
幅
73
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な

滝
が
凍
り
つ
く
。
ま
る
で
時
間
が
止
ま
っ
た
か
の
よ
う

な
神
秘
的
な
光
景
に
、
思
わ
ず
息
を
の
む
こ
と
で
し
ょ

う
。例

年
の
氷
瀑
シ
ー
ズ
ン
は
、
12
月
下
旬
か
ら
２
月
に

か
け
て
の
厳
冬
期
で
す
。
天
候
条
件
に
よ
っ
て
あ
ま
り

凍
結
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、年
に
よ
っ
て
は〝
完

全
凍
結
〞
す
る
こ
と
も
あ
り
、
最
近
で
は
２
０
１
２
年

に
観
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
完
全
凍
結
す
る
こ
と
は
少
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
７
割
ほ
ど
の
凍
結
で
も
普
段
と
は
違
っ
た
表
情

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
滝
の
氷
は
陽
が
の
ぼ
る
に

つ
れ
解
け
て
い
く
た
め
、
氷
瀑
観
賞
に
訪
れ
る
な
ら
気

温
の
低
い
朝
方
が
お
す
す
め
で
す
。

袋
田
の
滝
の
凍
結
状
況
に
つ
い
て
、
大
子
町
観
光
協

会
公
式
Ｈ
Ｐ
で
最
新
情
報
を
随
時
紹
介
し
ま
す
。
お
出

か
け
前
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
大
子
町
観
光
協
会

（
０
２
９
５
‐
７
２
‐
０
２
８
５
）

info@
daigo-kanko.jp

https://w
w
w
.daigo-kanko.jp/

（
写
真
提
供
＝
大
子
町
観
光
協
会
）

●秋田県大仙市 花火のまち大仙市 大森将樹
●福島県会津若松市 “とつきとおか”をかけて迎える漆器「めぐる」 貝沼　航
●茨城県 香りをデザインする乳酸菌研究 岩佐　悟
●埼玉県さいたま市 公立美術館から日本の盆栽文化を発信 田口文哉
●富山県高岡市 伝統産業を未来につなぐ 秋元　宏
●石川県 アロマ軸に能登ヒバをブランド化 野村英史
●広島県熊野町 筆文化の継承・発展にさまざまな取り組み 近藤光宏
●徳島県 阿波藍の魅力を全国、そして世界へ 川上武士
●福岡県福岡市 純粋な“好き”を発信し、需要を喚起する 白江勝行
●長崎県波佐見町 グリーンクラフトツーリズムの取り組み 小林善輝

【特集編では基調論文、全12事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

レギュラーリポート

地方創生実践塾①　長野県小布施町
町内外の人が溶けあうまちづくり
 林　志洋

地方創生実践塾②　島根県邑南町
12 地区の力で実現する地方創生
 白石絢也

地域トピックス　茨城県北地域
ウェブドラマで茨城県北地域の魅力発信
 大森茂宏

2021年度 地方創生セミナー
ＭａａＳで変わる公共交通
日本橋イベントスペース
令和４年度の出展団体募集 !

14

16

18

20

21

書籍紹介
「これからのテレワーク」他
移住・定住・交流推進支援事業　島根県江津市
オンラインで移住促進のアイデアソン 伊藤康丈

地域づくりの現場から　日高郷土学　和歌山県御坊市
郷土に誇りを持つために 平井　光

首長の思い
温かなつながりで支え合えるまちづくり
 亀井利克（三重県名張市長）

神秘的な氷瀑

グラビア

手前みそですが… 【宮崎県小林市】

1  巻頭エッセー／ＳＤＧｓで未来へつなぐまちづくり 本村賢太郎（神奈川県相模原市長）

特  集 伝統的な産業・工芸の新たな挑戦
日本の伝統的な産業・工芸は国内外で高く評価されているが、大量生産・大量消費社会となった高度成長期以降、売り上
げは長期低落傾向にあり、後継者不足も深刻だ。この分野で新たな取り組みに挑戦している各地の事例を紹介する。

2 基調論文  伝統的な産業や工芸とその新たな挑戦 下出祐太郎（京都産業大学
名誉教授　 ）

6 岩手県 南部鉄器の後継者育成に関する取り組み 小野寺健

8 山梨県富士吉田市 ハタオリとマチがつながる日 藤枝大裕

10 副基調論文  伝統的工芸品産業について 斎藤秀幸（経済産業省製造産業局生活製品課
伝統的工芸品産業室長　　　　 ）

22

24

26

28

小林市

宮
崎
県

275

小林市は宮崎県の南西部に位置し、北
部から南西部にかけて九州山地や霧

島連山に囲まれています。豊富な湧水や温
暖な気候から「水と食の宝庫」とも呼ばれ
ており、毎年贈答品として多くの人に喜ば
れているメロンやマンゴーなどを筆頭に年
間を通じ多くのフルーツや野菜が生産さ
れ、畜産も盛んです。特に牛肉は、日本一
の栄誉にあずかる黒毛和牛「宮崎牛」を支
える一大生産基地となっています。
小林市は地域活性化のため、さまざまなプロモーションの取り組みを行

っています。平成27年には、移住促進PRムービー「ンダモシタン小林」
を公開。フランス人男性の視点を通して、素晴らしくもちょっぴり不思議
な小林市の魅力を動画を通してPRし、全国的に話題になりました。
このほか、市民活動団体の取り組みを支援する「こばやしの人とまちが
輝く！　元気と笑顔創出事業」や市民の誰もが健康で生きがいを持ち幸せ
に生活できるまちを目指す「健幸のまちづくり」を進めるなど、市民が一
体となって笑顔があふれるまち小林市を創造しています。

█湧水
市内70カ所以上から湧き出る美しい水は名水百選に選ばれ、市民の生活に潤いを与え
ています

ン
ダ
モ
シ
タ
ン
な
ま
ち

小
林
市

█
星
空

国
が
主
催
す
る
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
コ
ン

テ
ス
ト
で
「
星
の
ふ
る
さ
と
日
本
一
」
に
5

回
選
出
さ
れ
ま
し
た

█メロン
野尻地区の街灯のモチーフでもある
メロン。糖度14度以上の「めろめろ
メロン」は大都市圏にも出荷されます

█宮崎牛
全国和牛能力共進会で３大会連続日
本一に輝いた宮崎牛は、小林市でも
生産されています

█ンダモシタン小林
再生回数は 290 万回超の移住促進 PRムービー。
現在でも多くの人に愛される動画となっています

█
か
る
か
や

各
棟
に
市
特
産
の
栗
の
名
前
が
つ

い
た
須
木
地
区
に
あ
る
4
棟
の
古

民
家
宿
泊
施
設
。
各
棟
貸
し
切
り

で
使
用
で
き
ま
す

█
ホ
タ
ル

幻
想
的
な
光
を
放
つ
ゲ
ン
ジ
ボ
タ

ル
は
、
５
月
中
旬
か
ら
６
月
中
旬

に
見
ご
ろ
を
迎
え
ま
す
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基調論文／下出祐太郎
伝統的な産業や工芸とその新たな挑戦 
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南部鉄器の後継者育成に関する取り組み

秋田県大仙市／大森将樹
花火のまち大仙市
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伝統的な産業・工芸の新たな挑戦
日本の伝統的な産業・工芸は国内外で高く評価されているが、大量生産・大量消費社会となった高度成長期以降、売り上げは
長期低落傾向にあり、後継者不足も深刻だ。この分野で新たな取り組みに挑戦している各地の事例を紹介する。

岩手県（p６-７）
佐々木奈美氏の南部鉄器の作品。美しい模様が特徴
1秋田県大仙市（p８-９）

模擬花火玉の製造を体験する生徒たち
2

福島県会津若松市（p10-11）
漆器「めぐる」には、貴重な国産の漆が使われ、植栽活
動に活かされている

3

茨城県（p12-13）
漬物の香りを分析する装置
4

埼玉県さいたま市（p14-15）
オンライン盆栽ワークショップの様子
5富山県高岡市（p16-17）

３D技術を活用して新調した薬師寺「東塔」（最上部）の水
すい

煙
えん

6

1

45

2

3

伝
工
士
や
伝
統
証
紙
を
活
用
す
る
の
も
一
案
で
あ
る
。
つ

ま
り
伝
工
士
が
何
名
在
籍
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
伝
工
士

が
製
作
し
て
い
る
こ
と
を
看
板
に
し
て
技
術
力
を
誇
り
、

商
品
に
は
伝
統
証
紙
を
貼
付
し
、
産
地
検
査
に
合
格
し
た

正
統
な
伝
統
的
工
芸
品
で
あ
る
こ
と
を
前
面
に
打
ち
出
す

こ
と
に
よ
り
、
売
上
の
増
加
や
、
ひ
い
て
は
伝
工
士
の
地

位
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

一
方
で
、
通
信
は
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
み
で
ま
っ
た
く
Ｉ

Ｔ
化
さ
れ
て
い
な
い
産
地
も
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
産
地
は

産
地
補
助
金
を
申
請
す
る
た
め
の
事
務
能
力
の
向
上
も
急

務
と
な
っ
て
い
る
。
伝
産
協
会
で
は
、
今
年
度
よ
り
先
に

述
べ
た
「
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
産
地
支
援
等
事
業
」
を
開
始

し
、
こ
れ
ら
産
地
の
総
合
的
な
支
援
を
開
始
し
た
。
成
果

が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
3
）
新
製
品
開
発

伝
産
品
を
製
造
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
以
外
を
作
っ
て

は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
新
商
品
を
開
発
す
る

こ
と
は
事
業
者
と
し
て
当
然
で
あ
る
。
例
え
ば
越
前
漆
器

で
は
、
伝
統
的
な
木
製
の
漆
器
だ
け
で
な
く
、
合
成
樹
脂

を
用
い
た
漆
器
に
よ
り
外
食
分
野
で
使
わ
れ
る
漆
器
の
８

〜
９
割
を
製
造
し
て
い
る
と
聞
く
。
伝
統
的
工
芸
品
の
技

術
を
維
持
し
つ
つ
、
こ
の
よ
う
な
商
品
を
開
発
す
る
こ
と

は
企
業
の
存
続
に
は
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、波
佐
見
焼（
長

崎
県
）
の
コ
ー
ヒ
ー
ド
リ
ッ
パ
ー
は
、
現
代
的
な
デ
ザ
イ

ン
で
若
年
層
に
人
気
が
あ
る
。
昨
年
、
あ
る
博
多
人
形
展

で
審
査
員
を
務
め
た
が
、
上
位
入
賞
し
た
作
品
は
ヨ
ガ
を

す
る
カ
バ
で
あ
っ
た
。
小
職
が
持
っ
て
い
た
博
多
人
形
の

先
入
観
を
吹
っ
飛
ば
し
、
人
形
作
り
は
自
由
だ
と
感
じ
さ

せ
て
く
れ
た
。
技
術
を
維
持
継
承
し
な
が
ら
も
新
し
い
も

の
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
伝
統
的
工
芸
品
に
は
極
め
て
重

要
で
あ
る
と
思
わ
さ
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
。
博
多
人
形
等

（
2
）
販
路
の
拡
大

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
昨
年
、
今
年
と
多
く
の

催
事
が
中
止
と
な
り
、
多
く
の
伝
産
品
産
地
の
売
上
が
大

き
く
減
少
し
た
。
こ
れ
は
伝
産
品
の
売
上
が
催
事
や
観
光

客
の
お
土
産
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
に
寄
ら
な
い
取
り
組
み
と
し
て
、
伝
産
協
会
の

「Japan T
raditional Crafts W

eek

（
Ｊ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
）」

が
あ
る
。
こ
れ
は
各
地
の
伝
産
品
を
既
存
の
店
舗
な
ど
に

期
間
限
定
で
置
い
て
も
ら
う
取
り
組
み
で
あ
る
。
今
年
度

は
、
10
月
末
か
ら
の
2
週
間
に
わ
た
り
青
山
、
銀
座
、
中

目
黒
の
37
店
舗
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
露
出
度
を
増

や
す
取
り
組
み
は
、
普
段
は
伝
産
品
に
触
れ
て
い
な
い

人
々
を
伝
産
品
へ
と
誘
い
、
趣
味
人
を
増
や
す
よ
い
機
会

と
な
ろ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
、
伝
産
品
産
地
が
Ｅ
Ｃ
（
電
子

商
取
引
）
に
注
目
す
る
機
会
と
な
っ
た
。
伝
産
品
業
界
に

お
け
る
Ｉ
Ｔ
化
の
度
合
い
は
、
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
独
自
の

Ｈ
Ｐ
を
立
ち
上
げ
た
り
、
ア
マ
ゾ
ン
やY

ahoo!

と
い
っ

た
既
存
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
出
店
し
た
り
、
コ
ロ
ナ
を
機

に
始
め
た
り
な
ど
、
産
地
や
事
業
者
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
。
こ
れ
ら
産
地
・
事
業
者
つ
い
て
は
、
そ
れ
な
り

に
自
力
も
あ
る
の
で
、
産
地
補
助
金
や
協
会
補
助
金
を
う

ま
く
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
こ
で
伝
工
士
と
伝
統
証
紙
つ
い
て
少
し
考
察
す
る
。

伝
工
士
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
一
流
の
技
術
を
持
つ
と
認

定
さ
れ
た
職
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
せ
っ
か
く
の
資
格
が

生
か
さ
れ
て
お
ら
ず
、
近
年
で
は
伝
工
士
を
受
験
す
る
職

人
も
減
少
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
伝
統
証
紙
も
売
上
へ
の
貢

献
度
が
今
一
つ
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
世
の
中
に
は
無

数
の
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
が
あ
る
た
め
、
個
別
の
サ
イ
ト
や
シ
ョ

ッ
プ
は
埋
没
し
て
し
ま
う
。
目
立
つ
よ
う
に
す
る
に
は
、

は
、
料
亭
や
ホ
テ
ル
向
け
の
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
（
一

定
期
間
利
用
）
も
一
つ
の
方
策
か
と
思
わ
れ
た
。

終
わ
り
に

最
近
、
伝
統
的
工
芸
品
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
と

感
じ
ら
れ
る
。
日
本
コ
カ･

コ
ー
ラ
株
式
会
社
は
、「
綾

鷹
　
伝
統
工
芸
支
援
ボ
ト
ル
」
の
売
上
の
一
部
を
伝
統
的

工
芸
品
の
人
材
育
成
支
援
に
寄
付
し
て
く
れ
た
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
、
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
株
式
会

社
明
治
は
、〝
ニ
ッ
ポ
ン
生
ま
れ
の
「
明
治
プ
レ
ミ
ア
ム

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」
の
プ
レ
ミ
ア
ム
な
質
と
量
を
ニ
ッ
ポ

ン
な
ら
で
は
の
伝
統
工
芸
品
の
器
に
乗
せ
て
、
ニ
ッ
ポ
ン

独
自
の
お
い
し
さ
を
表
現
し
て
み
ま
し
た
〞
と
い
う
企
画

を
展
開
中
で
あ
る
。

Y
ouT
ube

で
公
開
し
て
い
る
伝
産
協
会
製
作
の
「
Ｔ

Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ
」
は
、
伝
産
品
産
地
を
３
分
程
度
の
映
像
で

紹
介
し
て
お
り
、
現
在
62
産
地
が
完
成
し
て
い
る
。
国
内

は
も
と
よ
り
海
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
非
常
に
多
く
、
箱

根
寄
木
細
工
の
視
聴
回
数
は
１
８
０
万
回
近
く
に
も
上
る

な
ど
、
海
外
に
お
け
る
日
本
の
伝
産
品
へ
の
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
を
う
ま
く
つ
か
ん
で

行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

伝
統
的
工
芸
品
産
業
が
抱
え
る
課
題
は
、
多
岐
に
わ
た

る
。
今
回
記
載
し
た
以
外
に
も
▽
「
モ
ノ
」
か
ら
「
コ
ト
」

へ
の
転
換
（
含
む
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）
▽
海
外
市
場
へ
の
展

開
（
含
む
商
標
）
▽
企
業
組
織
と
徒
弟
制
▽
材
料
の
購
入

単
価
▽
新
規
工
房
確
保

―
な
ど
、
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
は
た
く
さ
ん
沢
山
あ
る
。
ど
れ
か
一
つ

で
も
解
決
で
き
る
よ
う
伝
産
協
会
と
と
も
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
。
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石川県（p18-19）
消臭機能を生かしたATTE chouchou
7山梨県富士吉田市（p20-21）

2021年度のハタオリマチフェスティバル
8

福岡県福岡市（p26-27）
伝統工芸学生アンバサダーとらくら
11長崎県波佐見町（p28-29）

台湾から招いたライターによる波佐見焼の体験風景
12

徳島県（p24-25）
新宿パークタワーの東京常設展示場に並ぶ藍関連製品
10

広島県熊野町（p22-23）
熊野町の職人による書筆づくり
9

5

6

9

10
11

12

7

8



特 集
基調論文は

じ
め
に

伝
統
産
業
や
工
芸
の
衰
退
が
い
わ
れ
出
し
て
か
ら
久
し

く
、全
く
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

日
本
の
伝
統
的
な
産
業
や
工
芸
は
、
世
代
を
超
え
て
受
け

継
が
れ
、
世
界
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
依
然
と

し
て
売
り
上
げ
や
生
産
高
は
減
少
傾
向
が
続
き
、
職
人
の

高
齢
化
・
後
継
者
不
足
も
深
刻
な
ま
ま
で
す
。
そ
こ
で
今

回
、
伝
統
的
な
産
業
や
工
芸
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

て
、
地
域
づ
く
り
と
ど
う
か
か
わ
り
、
何
が
で
き
る
の
か

と
い
う
視
点
で
伝
統
的
工
芸
品
産
業
を
見
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

伝
統
的
工
芸
品
産
業
と
は

日
本
各
地
に
は
地
域
に
根
差
し
た
伝
統
的
な
工
芸
品
が

存
在
し
ま
す
。
大
辞
林
に
よ
る
と
、「
日
本
の
伝
統
的
な

技
術
を
基
礎
に
、
現
代
生
活
に
即
し
た
作
品
を
創
造
し
、

新
し
い
伝
統
を
築
く
こ
と
を
め
ざ
す
工
芸
、
ま
た
、
そ
の

作
品
」
と
あ
り
ま
す
。
笹
田
友
三
郎
著
『
地
場
産
業
と
伝

統
産
業
』（
１
９
７
９
年
刊
）
で
は
、「
天
然
素
材
を
用
い

た
手
作
り
を
本
旨
と
す
る
」「
仏
教
伝
来
を
起
源
と
し
て

発
展
を
遂
げ
て
き
た
も
の
や
、
江
戸
時
代
に
各
藩
の
奨
励

策
に
よ
っ
て
興
っ
た
も
の
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
始
ま
り
は

様
々
」「
日
本
各
地
の
地
場
産
業
と
し
て
発
展
し
て
き
た

経
緯
が
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
要
約
す
る
と
、
天

然
材
料
を
用
い
、
道
具
を
使
っ
て
手
仕
事
で
現
代
生
活
に

即
し
た
作
品
を
作
る
、
地
域
に
根
差
し
た
伝
統
的
な
工
芸

産
業
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
伝
統
工
芸
産
業
は
、
明
治
時
代
以
降
の
機
械

生
産
を
中
心
と
し
た
産
業
構
造
の
変
化
に
よ
り
、
変
質
と

衰
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
戦
後
の
高
度
経
済

成
長
に
伴
い
、
世
の
流
れ
が
大
量
生
産
・
大
量
消
費
に
傾

く
と
、
少
量
生
産
が
主
で
あ
る
伝
統
工
芸
は
産
業
と
し
て

の
岐
路
に
立
た
さ
れ
た
ま
ま
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
と
い

伝
統
的
な
産
業
・
工
芸
の
新
た
な
挑
戦

伝
統
的
な
産
業
や
工
芸
と
そ
の
新
た
な
挑
戦

―
地
域
づ
く
り
に
必
要
な
豊
か
さ
と
は
何
か
―

下
出
　
祐
太
郎

京
都
産
業
大
学
名
誉
教
授

筆者プロフィール

下出 祐太郎氏
（しもで・ゆうたろう）

1955 年京都市生まれ。京都産業大学名誉教授・客員教授、
博士（学術）。下出蒔絵司所 3代目。伝統工芸士、現代の名工。
即位礼や大嘗祭の神祇調度や、第 61・62 回伊勢神宮式年遷宮
御神宝に携わる。京都迎賓館では水明の間飾り台「悠久のささ
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フリーで活動。後継者育成に力を注ぐ一方、漆芸の研究、漆や
文学の講演執筆活動にも取り組む。専門は、伝統工芸。漆文化。

3 2022・1 月号 地域づくり 特集編 2022・1 月号地域づくり 特集編 2



え
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
何
の
手
も
打
た
な
い
ま
ま
今
日
に
至
っ
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昭
和
₄₉
年
に
は
、
議
員
立
法
に
よ

り
『
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
』（
以

下
「
伝
産
法
」）
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。「
一
定
の
地
域
で

主
と
し
て
伝
統
的
な
技
術
又
は
技
法
等
を
用
い
て
製
造
さ

れ
る
伝
統
的
工
芸
品
が
、
民
衆
の
生
活
の
中
で
は
ぐ
く
ま

れ
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
と
及
び
将
来
も
そ
れ
が
存
在
し

続
け
る
基
盤
が
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
こ
の
よ
う
な
伝

統
的
工
芸
品
の
産
業
の
振
興
を
図
り
、
も
っ
て
国
民
の
生

活
に
豊
か
さ
と
潤
い
を
与
え
る
と
と
も
に
地
域
経
済
の
発

展
に
寄
与
し
、
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
一
定
の
地

域
で
主
と
し
て
伝
統
的
な
技
術
又
は
技
法
等
を
用
い
て
製

造
さ
れ
る
伝
統
的
工
芸
品
」
と
は
、
あ
る
地
域
で
採
れ
る

天
然
の
原
材
料
を
用
い
る
手
工
業
で
あ
り
、
そ
の
地
域
性

に
根
差
し
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

こ
こ
で
整
理
し
て
お
き
ま
す
が
、「
伝
統
的
工
芸
品
」

と
は
、
伝
産
法
に
基
づ
い
て
経
済
産
業
大
臣
に
よ
り
産
地

指
定
を
受
け
た
伝
統
工
芸
品
で
す
。一
方
、「
伝
統
工
芸
品
」

は
、
法
律
に
よ
る
明
確
な
定
義
は
な
く
、
一
般
的
に
長
年

に
わ
た
り
受
け
継
が
れ
て
い
る
技
術
や
技
法
を
用
い
て
作

ら
れ
た
工
芸
品
の
総
称
で
あ
り
、
各
地
方
自
治
体
が
定
め

る
伝
統
工
芸
品
が
存
在
し
ま
す
。
私
が
在
住
す
る
京
都
で

は
、
京
都
府
知
事
指
定
伝
統
工
芸
品
が
あ
り
、「
京
も
の

指
定
工
芸
品
」₃1
品
目
、「
京
も
の
技
術
活
用
品
」１
品
目
、

「
京
も
の
伝
統
食
品
」
２
品
目
が
指
定
さ
れ
、
京
都
市
で

は
京
都
市
伝
統
産
業
活
性
化
推
進
条
例
に
基
づ
き
、
₇₄
品

目
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
体
に
右

肩
下
が
り
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
同
じ
で
す
。

伝
統
産
業
の
現
状
と
衰
退
の
背
景

現
在
の
伝
統
産
業
の
情
勢
と
し
て
、
伝
統
的
工
芸
品
産

業
振
興
協
会
が
ま
と
め
た
も
の
に
よ
り
ま
す
と
、
従
業
者

数
は
、
昭
和
₅₄
（
１
９
７
９
）
年
₂₈
万
８
０
０
０
人
だ
っ

た
も
の
が
平
成
₂₄
（
２
０
１
２
）
年
に
は
６
万
９
６
３
５

人
、
企
業
数
は
、
昭
和
₅₄
年
３
万
４
０
４
３
企
業
だ
っ
た

も
の
が
平
成
₂₄
年
に
は
１
万
３
５
６
７
企
業
、生
産
額
は
、

昭
和
₅₈
（
１
９
８
３
）
年
５
４
０
０
億
円
だ
っ
た
も
の
が

平
成
₂₄
年
に
は
１
０
４
０
億
円
と
惨さ

ん

憺た
ん

た
る
も
の
で
す
。

各
都
道
府
県
の
現
状
も
推
し
て
知
る
べ
し
で
す
。

伝
統
的
工
芸
品
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
、
課
題

と
し
て
、
①
技
術
革
新
、
工
業
材
料
革
命
お
よ
び
マ
ス
・

メ
デ
ィ
ア
の
発
達
に
よ
り
、
大
量
生
産
、
大
量
消
費
の
経

済
構
造
が
確
立
し
た
こ
と
②
農
村
の
衰
退
や
、道
路
建
設
、

海
岸
整
備
、
宅
地
化
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
原
材
料
の
採

取
・
供
給
の
困
難
化
③
登
り
窯
に
対
す
る
煙
害
な
ど
の
規

制
強
化
④
小
規
模
な
事
業
所
が
多
く
、
給
与
、
休
日
、
福

利
厚
生
な
ど
の
不
十
分
な
雇
用
条
件
⑤
季
節
ご
と
の
行
事

や
夏
祭
り
、
秋
祭
り
に
代
表
さ
れ
る
祭
礼
な
ど
の
衰
退
⑥

国
民
の
生
活
用
品
に
対
す
る
意
識
の
変
化
⑦
核
家
族
化
の

進
行
に
よ
る
親
か
ら
子
、
子
か
ら
孫
へ
と
伝
え
ら
れ
た
生

活
様
式
、
生
活
意
識
、
生
活
慣
習
の
伝
承
の
崩
れ
―
―
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

伝
統
産
業
の
後
継
者
問
題

伝
統
産
業
が
抱
え
る
問
題
と
し
て
、
後
継
者
問
題
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
と
り
も
な
お
さ
ず
、
需
要
の
減
少
が
拍
車

を
か
け
て
い
る
の
で
す
が
、
現
代
の
雇
用
の
シ
ス
テ
ム
も

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
最
低
賃

金
が
定
め
ら
れ
た
雇
用
と
い
う
概
念
が
、
弟
子
制
度
を
脅

か
し
て
い
ま
す
。
農
業
な
ど
の
第
１
次
産
業
や
建
設
業
な

ど
の
第
２
次
産
業
、
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
第
３
次

産
業
と
は
異
な
り
、
手
工
業
に
特
化
し
た
伝
統
的
工
芸
品

産
業
は
、
複
雑
多
岐
に
分
か
れ
た
小
さ
な
工
房
で
受
け
継

が
れ
る
特
殊
な
技
術
、
技
能
が
必
要
と
な
り
、
一
人
前
に

な
る
ま
で
に
は
1₀
年
と
も
言
わ
れ
、
か
な
り
の
年
月
が
か

か
り
ま
す
。
学
校
教
育
に
お
い
て
は
経
費
が
か
か
る
こ
と

は
当
た
り
前
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
手
に
職
を
付
け

特 集
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る
と
い
う
概
念
は
あ
る
も
の
の
、
弟
子
制
度
は
職
業
と
位

置
付
け
ら
れ
て
し
ま
っ
て
、
脈
々
と
続
け
ら
れ
て
き
た
弟

子
の
教
育
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
一
羽
の
鳥
を
彫
刻
で
掘
り
出
す
場
合
、
も
の
に

も
よ
り
ま
す
が
、
親
方
（
師
匠
）
が
、
半
日
で
完
成
さ
せ

る
も
の
を
、
入
っ
て
６
カ
月
目
の
弟
子
は
、
お
そ
ら
く
４

～
５
日
か
か
り
ま
す
。
こ
こ
に
最
低
賃
金
の
考
え
方
を
持

ち
込
む
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
仕
上
が
っ

た
も
の
の
完
成
度
が
違
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
ま

す
。
親
方
を
目
指
し
て
修
練
を
積
ん
で
い
く
修
業
と
い
う

在
り
方
を
現
代
の
雇
用
法
が
圧
迫
し
て
い
る
状
態
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
我
が
子
に
し
か
継
承
さ
せ
ら
れ

ま
せ
ん
。

奈
良
時
代
か
ら
続
く
も
の
づ
く
り
の
根
幹

伝
統
工
芸
産
業
、
手
仕
事
に
お
け
る
も
の
づ
く
り
の
根

幹
を
日
本
の
歴
史
に
求
め
る
な
ら
ば
、
奈
良
時
代
に
設
立

さ
れ
た
内た

く
み
の匠

寮り
ょ
うだ

と
考
え
て
い
ま
す
。
６
世
紀
半
ば
の
欽

明
天
皇
期
、
百
済
か
ら
古
代
日
本
（
大
和
朝
廷
）
へ
の
仏

教
公
伝
が
あ
り
、
そ
れ
を
精
神
的
支
柱
と
し
て
国
家
形
成

が
は
か
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
天
皇
の
公
式
行
事
に
供
さ

れ
る
も
の
、
国
家
の
形
成
に
必
要
な
も
の
づ
く
り
の
組
織

と
し
て
内
匠
寮
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
平
安
時
代
に
も

引
き
継
が
れ
、
有
職
故
実
に
も
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
伝
統
を
担
っ
て
脈
々
と
受
け
継
が
れ
発
展
し
て
き
た
も

の
が
、
現
代
に
お
い
て
も
存
続
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
文
化
的
に
も
非
常
に
大
切
な
も
の
と
考
え
ま
す
。

古
代
よ
り
培
わ
れ
て
き
た
、
伝
統
工
芸
産
業
は
各
時
代

に
国
宝
や
重
要
文
化
財
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

も
国
の
根
幹
を
支
え
る
も
の
で
す
。
そ
の
技
術
を
今
に
伝

え
る
文
化
の
側
面
も
見
逃
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
天
然
材

料
を
用
い
た
手
仕
事
と
自
然
観
に
根
差
し
た
美
意
識
が
、

脈
々
と
継
承
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
私
は
、
文
化
を
基
軸

と
し
た
手
仕
事
の
産
業
の
あ
り
方
を
検
討
す
べ
き
と
考
え

て
い
ま
す
。

も
の
づ
く
り
が
文
化
と
し
て
培
っ
て
き
た
も
の
の
う
ち

に
は
、
単
な
る
技
術
に
と
ど
ま
ら
ず
、
天
然
材
料
を
用
い

道
具
を
使
っ
て
手
仕
事
で
つ
く
り
出
す
ノ
ウ
ハ
ウ
、
そ
の

地
域
由
来
の
材
料
に
対
す
る
工
夫
や
作
り
方
が
あ
り
ま
す
。

余
裕
か
ら
生
ま
れ
る
豊
か
さ
を

手
前
み
そ
で
恐
縮
で
す
が
、
令
和
３
年
11
月
８
日
、
私

は
蒔
絵
師
と
し
て
、現
代
の
名
工
（
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
・

卓
越
技
能
章
）
表
彰
の
栄
に
浴
し
ま
し
た
。
そ
の
授
賞
式

に
お
い
て
「
我
が
国
の
状
況
を
考
え
て
み
ま
す
と
、
急
激

に
進
む
少
子
高
齢
化
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
国

際
競
争
の
激
化
、第
４
次
産
業
革
命
、例
え
ば
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ

ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）、
セ
ン
シ
ン
グ
（
セ
ン
サ
ー
に

よ
る
計
測
技
術
）、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）、

ロ
ボ
ッ
ト
等
の
技
術
革
新
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
を
き
っ
か
け
と
し
た
社
会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
の
加
速
化
な
ど
に
よ

り
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
活
力
あ
る
経
済
社
会
を

維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
上
で
、
何
よ
り
も
そ
の
基
盤
と

な
る
人
材
の
育
成
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、よ
り
多
く
の
、

よ
り
優
れ
た
技
能
を
備
え
た
人
材
の
確
保
が
一
層
重
要
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、『
現
代
の
名
工
』

と
し
て
若
い
技
能
者
の
模
範
と
な
り
…
…
」
と
い
う
祝
辞

を
頂
戴
し
、
抱
え
き
れ
な
い
宿
題
を
い
た
だ
い
た
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。
こ
の
我
が
国
の
現
状
か
ら
、
地
域
づ
く
り

の
余
裕
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
揚
げ
足
を
と
る
つ
も
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
我
が
国
の
現
状
の
捉
え
方
を
見
て
い

る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
地
域
づ
く
り
に
は
余
裕
が
必
要
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
余
裕
か
ら
生
ま
れ
る
豊
か
さ
。
私
た
ち

が
見
失
っ
て
き
た
も
の
こ
そ
が
、
余
裕
や
余
裕
か
ら
生
ま

れ
る
豊
か
さ
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
地
域
が
培
っ
て
き

た
伝
統
工
芸
産
業
や
伝
統
芸
能
や
神
事
や
行
事
な
ど
の
伝

統
文
化
。
地
域
に
根
差
し
た
も
の
。
地
域
づ
く
り
の
本
質

は
そ
こ
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

今
回
本
誌
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
伝
統
的
な
産
業
や
工
芸

の
新
た
な
取
り
組
み
の
数
々
の
事
例
は
、
ま
さ
に
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
特
性
を
活
か
し
た
も
の
で
す
。「
伝
統
工
芸
×

○
○
」
や
「
地
場
産
品
×
○
○
」、「
伝
統
文
化
×
○
○
」

な
ど
な
ど
。
シ
ナ
ジ
ー
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
地
域
の

人
が
誇
ら
し
く
地
元
を
語
り
、
輪
を
広
げ
て
ゆ
く
。
生
活

様
式
や
生
活
環
境
の
変
化
は
止
め
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
再
構
築
す

る
た
め
の
資
源
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
り
、
現
代
な
ら

で
は
の
光
の
当
て
方
や
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
そ
の
地

域
に
よ
る
独
特
の
工
夫
が
光
り
ま
す
。

前
述
の
伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興
協
会
に
よ
れ
ば
、
伝

統
工
芸
を
取
り
巻
く
明
る
い
兆
し
と
し
て
、
①
ゆ
と
り
と

豊
か
さ
を
も
た
ら
す
質
の
高
い
製
品
を
求
め
る
ニ
ー
ズ
の

高
ま
り
②
地
域
独
自
の
文
化
を
見
直
そ
う
と
す
る
風
潮
の

高
ま
り
③
「
和
」
の
暮
ら
し
や
「
も
の
づ
く
り
」
に
対
す

る
再
評
価
④
欧
米
に
お
け
る
「
和
」
の
生
活
様
式
に
対
す

る
関
心
の
高
ま
り
⑤
循
環
型
経
済
社
会
を
体
現
し
て
い
る

産
業
で
あ
る
こ
と
―
―
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
で
も
持
続
可
能
な
産
業
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
伝

統
工
芸
産
業
に
は
そ
の
た
め
の
知
恵
が
満
載
と
言
っ
て
も

5 2022・1 月号 地域づくり 特集編 2022・1 月号地域づくり 特集編 4



過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
の
あ
と
に
あ
る
べ
き

生
き
方
そ
れ
自
体
の
資
源
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
の
で

す
。
人
生
１
０
０
年
時
代
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
資
源
で

も
あ
る
と
見
て
い
ま
す
。

現
代
に
お
け
る

伝
統
産
業
の
価
値
の
見
直
し

私
の
専
門
で
あ
る
漆
の
工
芸
産
業
に
目
を
転
じ
る
と
、

漆
器
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
変
わ
り
、
蒔
絵
技
術
が
シ
ル
ク

ス
ク
リ
ー
ン
や
印
刷
技
術
に
と
っ
て
代
わ
る
現
代
、
千
年

以
上
の
歴
史
を
持
つ
日
本
が
育
み
培
っ
て
き
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
知
恵
を
残
す
た
め
に
、
何
を
な
す
べ
き
か
。
ま
ず
、

伝
統
的
な
漆
工
芸
を
再
認
識
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
特
に
日
本
独
自
に
発
展
し
て
き
た
蒔
絵
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
次
代
に
つ
な
が
る
持
続
性
を
持

た
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
漆
器
か
ら
合
成
資
材
、
漆

か
ら
合
成
塗
料
、
漆
塗
り
技
術
か
ら
吹
き
付
け
塗
装
、
蒔

絵
か
ら
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
や
印
刷
技
術
を
発
展
さ
せ
て

き
ま
し
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
づ
く
り
が
あ
る
か
ら
、

汎
用
性
が
生
ま
れ
技
術
大
国
の
日
本
が
生
ま
れ
た
。
そ
う

認
識
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
汎
用
の
技
術
か
ら
、
元
の

ば
ら
つ
き
が
あ
り
地
域
性
が
あ
る
天
然
材
料
に
向
き
合

い
、
膨
大
な
年
月
を
か
け
て
構
築
し
て
き
た
伝
統
工
芸
技

術
や
豊
か
な
生
活
文
化
は
生
み
出
せ
ま
せ
ん
。

伝
統
的
な
技
術
の
継
承
は
、
単
に
技
術
の
継
承
に
と
ど

ま
ら
ず
、
文
化
と
し
て
の
意
味
付
け
も
持
ち
得
て
い
る
の

で
す
。

﹁japan

﹂
蒔
絵
の
新
た
な
挑
戦

「japan

」
と
称
さ
れ
る
蒔
絵
漆
器
。
私
自
身
の
新
た
な

挑
戦
と
し
て
、
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
過
去
の
時
代
の
蒔
絵
技
術
の
研
究
と
習

得
に
よ
る
文
化
財
の
保
存
修
理
を
手
掛
け
る
一

方
、
生
活
の
形
態
が
変
わ
る
中
、
新
た
な
素
材

の
活
用
や
、
伝
統
技
術
と
先
端
技
術
の
融
合
を

視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。
異
業
種
交
流
に
よ
る

新
素
材
開
発
研
究
や
新
商
品
の
開
発
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
新
素
材
開
発
で
は
、
尾
池
工

業
株
式
会
社
と
の
共
同
研
究
で
「
漆
黒
調
積
層

体
、
及
び
そ
の
製
造
方
法
」（
平
成
₂₅
年
～
）

で
特
許
取
得
。
日
本
電
気
株
式
会
社（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）と
の「
漆

調
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
の
共
同
研
究
開
発
（
平
成
₂₇

年
～
）
に
よ
る
特
許
の
取
得
と
製
品
開
発
。
カ
シ
オ
計
算

機
株
式
会
社
と
の
腕
時
計
カ
シ
オ
オ
シ
ア
ナ
ス
マ
ン
タ

蒔
絵
の
共
同
研
究
開
発
（
平
成
₂₉
年
～
）
に
よ
る
特
許
の

出
願
申
請
と
製
品
開
発
。
従
来
の
伝
統
工
芸
産
業
の
枠
を

超
え
て
、
近
代
産
業
と
の
異
分
野
、
異
業
種
交
流
に
も
意

欲
的
に
取
り
組
み
、
漆
や
蒔
絵
の
持
つ
素
晴
ら
し
さ
と
伝

統
工
芸
が
も
つ
付
加
価
値
を
世
界
的
に
広
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

む
す
び
に

今
回
、
伝
統
的
な
産
業
や
工
芸
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
て
、
地
域
づ
く
り
と
ど
う
か
か
わ
っ
て
、
何
が
で
き

る
の
か
と
い
う
視
点
で
伝
統
工
芸
産
業
を
見
て
き
ま
し

た
。
今
回
「
地
域
づ
く
り
」
で
紹
介
さ
れ
た
事
例
で
は
、

Ｉ
Ｔ
・
科
学
技
術
の
応
用
や
ブ
ラ
ン
ド
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
へ
の
対
応
な
ど
の
取
り
組
み
が
幅
広
く
紹
介
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
地
域
に
根
差
し
た
資
源
と
し
て
の
伝
統
工
芸

産
業
の
一
面
を
明
ら
か
に
で
き
た
と
考
え
ま
す
。

地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
は
、
す
な
わ
ち
そ
の
地
域
で

の
天
然
材
料
や
気
候
風
土
と
そ
の
地
域
に
根
差
し
た
伝
統

文
化
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
由
来
す
る
資
源
を
活
用

す
る
側
面
が
強
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
地
域
の
文
化
的
な

資
源
を
い
か
に
活
用
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
資
す

る
考
え
方
を
構
築
す
る
か
が
課
題
な
の
で
す
。

近
代
化
以
降
の
地
域
社
会
の
変
化
に
は
大
き
な
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
各
地
で
伝
統
工
芸
産
業
と
し
て
培
わ
れ
て

き
た
も
の
が
素
晴
ら
し
い
資
源
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
す

る
に
至
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
取
り
上
げ
方
、
組
み
合
わ

せ
方
、
連
携
の
あ
り
方
な
ど
で
現
代
性
を
も
ち
、
地
域
の

人
々
と
と
も
に
生
き
生
き
と
よ
み
が
え
る
手
ご
た
え
を
感

じ
ま
し
た
。
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
を
私
た
ち
は
す
で

に
持
っ
て
い
た
の
で
す
。

豊
か
さ
と
は
何
で
あ
る
の
か
。
民
間
で
も
宇
宙
に
飛
び

出
せ
る
こ
の
時
代
、
世
界
中
を
巻
き
込
む
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

の
こ
の
時
代
、
地
球
温
暖
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
こ

の
時
代
。
原
因
が
あ
っ
て
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
、
当
た

り
前
の
こ
と
に
向
き
合
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
ど

う
生
き
る
か
。

自
問
を
も
っ
て
む
す
び
と
い
た
し
ま
す
。

OCEANUS MANTA 蒔絵：カシオ提供

漆調バイオプラスチックスマホケース：NEC 提供
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特 集
南
部
鉄
器
の
起
源

岩
手
県
に
は
、「
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
き
、
国
が
指
定
す
る
伝
統
的
工
芸
品
が

４
品
目
存
在
す
る
が
、
そ
の
中
で
も
最
初
に
指
定
を
受
け

た
の
が
「
南
部
鉄
器
」
で
あ
る
。

南
部
鉄
器
の
産
地
は
盛
岡
市
と
奥
州
市
に
分
か
れ
て
い

る
が
、
盛
岡
市
で
は
江
戸
時
代
に
南
部
藩
主
が
京
都
か
ら

釜
師
を
招
い
て
茶
の
湯
釜
を
作
ら
せ
た
の
が
始
ま
り
と
さ

れ
、
奥
州
市
で
は
、
平
安
時
代
末
期
、
藤
原
清
衡
が
近
江

国
か
ら
鉄
器
職
人
を
招
き
、
武
具
な
ど
を
作
ら
せ
た
こ
と

が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
歴
史
的
背
景
を
持
ち
な
が
ら
も
、

長
年
に
わ
た
っ
て
技
術
や
技
法
が
継
承
さ
れ
、
昭
和
50
年

に
全
国
で
も
第
１
次
の
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
た
。

本
県
が
誇
る
全
国
的
に
も
知
名
度
の
高
い
工
芸
品
の
一
つ

で
あ
る
。

◆◆◆

南
部
鉄
器
の
現
状
と
課
題

南
部
鉄
器
の
代
表
的
な
商
品
と
言
え
ば
茶
釜
や
鉄
瓶
だ

が
、
小
型
の
急
須
や
風
鈴
、
鍋
や
フ
ラ
イ
パ
ン
を
は
じ
め

と
す
る
キ
ッ
チ
ン
用
品
な
ど
、
近
年
で
は
新
商
品
も
多
数

開
発
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
南
部
鉄
器
は
黒
色
」
と
い
う

概
念
を
覆
す
赤
や
青
、
黄
色
な
ど
の
カ
ラ
フ
ル
な
急
須
が

欧
米
を
中
心
と
す
る
海
外
で
人
気
を
博
し
て
お
り
、
新
た

な
販
路
を
築
い
て
い
る
。

一
方
で
、
現
代
社
会
に
お
け
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

な
ど
に
よ
り
、
南
部
鉄
器
の
令
和
元
年
製
造
品
出
荷
額
は

約
22
億
円
で
、
ピ
ー
ク
だ
っ
た
平
成
９
年
の
約
47
億
円
の

２
分
の
１
以
下
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
、
最

近
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
客
の
減
少
や
物
産
展
等
の
中
止
に
よ
る
販
売
機

会
の
減
少
等
で
売
り
上
げ
は
伸
び
悩
ん
で
お
り
、
南
部
鉄

器
の
製
造
事
業
者
に
と
っ
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

◆◆◆

さ
ら
に
、
南
部
鉄
器
の
最
も
大
き
な
課
題
の
１
つ
に
後

継
者
不
足
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
南
部
鉄
器
全

体
の
売
り
上
げ
が
落
ち
込
ん
で
い
る
こ
と
に
加
え
、
南
部

鉄
器
の
職
人
は
一
人
前
に
な
る
の
に
10
年
以
上
か
か
る
と

言
わ
れ
て
お
り
、
高
温
の
鉄
を
扱
う
こ
と
か
ら
重
労
働
の

イ
メ
ー
ジ
も
強
く
、
担
い
手
の
確
保
は
難
し
い
。
現
役
の

従
業
員
は
40
代
以
上
の
割
合
が
70
％
を
超
え
て
い
る
な

ど
、
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
南
部

鉄
器
で
は
あ
る
が
、
産
地
で
は
伝
統
技
術
を
次
世
代
に
継

承
し
て
い
く
た
め
の
独
自
の
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
る
。

水
沢
鋳
物
工
業
協
同
組
合
の
取
り
組
み

水
沢
鋳
物
工
業
協
同
組
合
（
奥
州
市
）
で
は
、
平
成
24

年
か
ら
３
年
間
に
わ
た
り
、
国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、

伝
統
工
芸
技
能
継
承
者
育
成
事
業
を
実
施
し
た
。
通
常
、

南
部
鉄
器
の
職
人
に
な
る
に
は
、
職
人
に
弟
子
入
り
し
て

指
導
を
仰
ぐ
必
要
が
あ
る
が
、
前
述
の
と
お
り
、
一
人
前

に
な
る
に
は
時
間
が
か
か
り
、
短
期
間
で
自
分
の
製
作
し

た
商
品
か
ら
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
は
な

い
た
め
、そ
の
間
の
生
計
維
持
は
大
き
な
ネ
ッ
ク
と
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
事
業
で
は
新
規
従
事
者
の
３
年
間
の
給

与
や
指
導
者
に
対
す
る
指
導
経
費
、
材
料
費
な
ど
が
補
助

さ
れ
、
３
人
の
若
手
職
人
が
誕
生
し
た
。
事
業
初
年
度
か

ら
10
年
が
経
過
す
る
現
在
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
て

事
業
を
営
む
ま
で
に
な
っ
て
お
り
、
家
族
経
営
に
よ
る
親

か
ら
子
へ
の
技
術
伝
承
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
南
部
鉄

器
に
お
い
て
、
外
部
か
ら
の
新
た
な
職
人
が
誕
生
し
た
こ

と
は
大
き
な
成
果
と
言
え
る
。

当
事
業
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
若
手
職
人
の
一
人
に
佐
々

◆◆◆

岩
手
県

伝
統
的
な
産
業
・
工
芸
の
新
た
な
挑
戦

小
野
寺
　
健

岩
手
県
商
工
労
働
観
光
部

産
業
経
済
交
流
課
主
事

南
部
鉄
器
の
後
継
者
育
成
に

�

関
す
る
取
り
組
み

―
伝
統
技
術
を
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
た
め
に
―
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木
奈
美
氏
が
い
る
。
佐
々
木
氏
は
奥
州
市
の
出
身
で
、
大

学
の
美
術
科
を
卒
業
後
、
美
術
館
職
員
を
経
て
、
2₈
歳
の

時
に
当
事
業
に
よ
っ
て
南
部
鉄
器
職
人
の
道
に
進
ん
だ
。

佐
々
木
氏
の
作
品
は
独
特
の
繊
細
な
模
様
が
施
さ
れ
て
い

る
も
の
が
多
く
、
技
術
や
完
成
度
が
高
く
評
価
さ
れ
て
お

り
、
職
人
に
な
っ
て
か
ら
の
10
年
間
で
全
国
伝
統
的
工
芸

品
公
募
展
若
手
奨
励
賞
や
奥
州
市
南
部
鉄
器
展
岩
手
県
知

事
賞
な
ど
、
数
々
の
受
賞
歴
を
持
っ
て
い
る
。
佐
々
木
氏

は
、「
伝
統
工
芸
技
能
継
承
者
育
成
事
業
が
な
け
れ
ば
、

職
人
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
」
と

語
っ
て
お
り
、
当
事
業
が
後
継
者
育
成
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
こ
と
が
分
か
る
。　
　

南
部
鉄
器
で
は
珍
し
い
女
性
職
人
と
し
て
も
注
目
さ
れ

て
お
り
、
多
く
の
期
待
を
集
め
る
佐
々
木
氏
だ
が
、「
普

段
は
個
人
で
製
作
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、他
の
産
地
や
、

他
の
工
芸
品
の
職
人
と
接
す
る
機
会
が
少
な
い
。
特
に
若

手
職
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
新

規
就
業
希
望
者
の
受
け
皿
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
」
と
若

手
な
ら
で
は
の
問
題
意
識
も
持
っ
て
お
り
、
南
部
鉄
器
の

世
界
に
新
た
な
風
を
吹
き
込
ん
で
い
る
。

同
組
合
で
は
、
奥
州
市
の
補
助
金
を
活
用
し
て
各
種
催

事
の
出
展
に
掛
か
る
出
展
料
や
旅
費
、
運
搬
費
等
の
補
助

を
行
い
、
独
立
後
の
若
手
職
人
の
販
路
拡
大
に
つ
い
て
も

継
続
し
て
支
援
し
て
い
る
ほ
か
、
岩
手
大
学
と
の
連
携
に

よ
っ
て
、
精
度
の
高
い
鋳
造
を
実
現
す
る
た
め
の
鉄
の
材

料
配
分
や
溶
解
温
度
等
の
研
究
も
行
っ
て
お
り
、
今
後
も

若
手
職
人
へ
の
支
援
や
、
新
規
後
継
者
確
保
等
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
る
。

南
部
鉄
器
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て

令
和
元
年
に
、
伝
統
的
工
芸
品
月
間
国
民
会
議
全
国
大

会
が
本
県
で
開
催
さ
れ
、
県
内
に
お
け
る
工
芸
品
へ
の
関

心
は
近
年
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
。
現
在
県
で
は
、
商
品

開
発
や
販
路
開
拓
な
ど
各
分
野
の
専
門
家
を
「
岩
手
県
伝

統
工
芸
産
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
に
委
嘱
し
、
工
芸
事
業
者

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
支
援
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、
地
方
独
立
行
政
法
人
岩
手
県
工
業
技
術
セ
ン
タ

ー
で
は
、
各
種
試
験
研
究
に
よ
る
工
芸
品
の
品
質
向
上
や
、

産
地
へ
の
技
術
移
転
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

県
と
し
て
は
、
南
部

鉄
器
を
は
じ
め
と
す
る

伝
統
工
芸
産
業
に
お
け

る
今
後
の
最
大
の
課
題

を
「
後
継
者
問
題
」
と

考
え
て
お
り
、
引
き
続

き
若
手
職
人
の
声
に
耳

を
傾
け
、
市
町
村
や
関

係
機
関
と
も
連
携
し
な

が
ら
後
継
者
の
確
保
や

育
成
、
自
立
に
つ
な
げ

て
い
く
た
め
の
支
援
に

取
り
組
む
な
ど
、
伝
統

技
術
を
次
世
代
へ
継
承

し
て
い
く
こ
と
に
注
力

し
て
い
き
た
い
。

◆◆◆

佐々木奈美氏の南部鉄器の作品。美しい模様が特徴

鉄瓶蓋の磨き工程。一つ一つ丁寧に仕上げていく

鋳型は伝統的な焼型製法
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大
仙
市
花
火
産
業
構
想

私
が
所
属
す
る
花
火
産
業
推
進
課
で
は
、
主
な
業
務
と

し
て
「
大
仙
市
花
火
産
業
構
想
」
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

大
仙
市
花
火
産
業
構
想
と
は
、
大
仙
市
が
誇
る
日
本
最

高
峰
の
花
火
競
技
大
会
で
あ
る
、全
国
花
火
競
技
大
会「
大

曲
の
花
火
」が
有
す
る
ブ
ラ
ン
ド
力
を
最
大
限
に
活
か
し
、

製
造
業
や
観
光
、
商
業
、
農
業
、
文
化
、
教
育
と
い
っ
た

要
素
を
有
機
的
・
複
合
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
相
乗

効
果
を
生
む
新
た
な
産
業
振
興
方
策
で
す
。「
大
曲
の
花

火
」と
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
を
関
連
さ
せ
た
事
業
を
展
開
し
、

「
日
本
の
花
火
」
の
持
続
的
発
展
と
地
域
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
げ
る
た
め
、「
大
仙
市
」「
大
曲
商
工
会
議
所
」「
大

仙
市
商
工
会
」「
一
般
社
団
法
人
大
仙
市
観
光
物
産
協
会
」

の
４
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
応
じ
た
役
割
を
担
い
、
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
事
業
と
し
て
、
地
元
花
火

会
社
が
持
つ
国
内
屈
指
の
製
造
技
術
を
活
か
し
た
良
質
な

◆◆◆

小
型
花
火
玉
を
製
造
・
供
給
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
雇

用
創
出
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
株
式
会
社
花
火
創

造
企
業
」
の
設
立
（
平
成
27
年
４
月
）
や
、
花
火
に
関
す

る
資
料
の
収
集
・
保
存
を
行
う
と
と
も
に
、
花
火
の
文
化

的
価
値
を
高
め
、
継
承
し
、
広
く
示
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
花
火
伝
統
文
化
継
承
資
料
館
は
な
び
・
ア
ム
」

の
建
設
（
平
成
30
年
８
月
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
農
業
の
分
野
で
は
、
花
弁
の
ダ
リ
ア
が
上
空
で

開
い
た
花
火
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、「
大
曲
の
花
火
」

ダ
リ
ア
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
、
平
成
30
年
６
月

に
商
標
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
教
育
の
分
野
で
は
毎
年
市
内

高
校
生
を
対
象
に
、
全
国
で
唯
一
「
煙
火
学
」
の
専
修
課

程
を
持
つ
足
利
大
学
よ
り
教
授
を
招
聘
し
て
特
別
講
座
を

開
催
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
と
関
連
し
た
事
業
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
打
撃

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
全

国
的
に
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
延
期
や
中
止
を
余
儀
な
く
さ

◆◆◆

れ
る
状
況
と
な
り
、
大
仙
市
も
毎
年
70
万
人
以
上
が
訪
れ

る
「
大
曲
の
花
火
」
の
開
催
を
、
令
和
２
、
３
年
度
と
２

年
連
続
で
見
送
り
ま
し
た
。
他
に
も
令
和
２
年
５
月
に
開

催
を
予
定
し
て
い
た
「
大
曲
の
花
火
―
春
の
章
―
」
を
は

じ
め
と
し
た
四
季
の
「
大
曲
の
花
火
」
や
、
毎
月
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
た
地
域
の
花
火
大
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
が
延
期
や
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

各
種
花
火
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
な
い
こ
と
に

よ
る
地
域
経
済
へ
の
影
響
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
花
火
を

打
ち
上
げ
る
機
会
の
減
少
に
よ
っ
て
、
花
火
の
製
造
・
打

ち
上
げ
技
術
が
低
下
し
、「
大
曲
の
花
火
」
と
い
う
〝
伝

統
的
工
芸
品
〟
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
困
難
に
な
る
と

予
想
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
大
仙
市
で
は
、
経
済
面
な
ど
の
直
接
的
な
支
援

だ
け
で
は
な
く
、
感
染
症
対
策
に
万
全
を
期
し
た
上
で
花

火
を
打
ち
上
げ
る
機
会
を
創
出
す
る
な
ど
の
環
境
整
備
を

進
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
の
推
進
活
動

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
中
で
、
花
火
産
業
構
想
を
推
進
し
て

い
く
た
め
、
私
が
現
在
、
主
に
携
わ
っ
て
い
る
事
業
は
以

下
の
二
つ
で
す
。

一
つ
目
は
「
サ
プ
ラ
イ
ズ
花
火
」
で
す
。

大
仙
市
は
「
毎
月
花
火
が
打
ち
上
が
る
ま
ち
」
と
し
て
、

「
大
曲
の
花
火
」
の
他
に
も
月
に
１
度
、
小
規
模
な
も
の

で
約
２
０
０
発
程
度
、
大
規
模
な
も
の
だ
と
約
７
０
０
０

発
程
度
の
花
火
大
会
が
開
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。し
か
し
、

花
火
大
会
の
よ
う
に
不
特
定
多
数
の
方
へ
周
知
し
、
お
の

お
の
が
好
き
な
よ
う
に
打
ち
上
げ
を
観
覧
す
る
方
法
で

は
、
ど
う
し
て
も
人
が
密
集
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ

◆◆◆

秋
田
県
大
仙
市

伝
統
的
な
産
業
・
工
芸
の
新
た
な
挑
戦

大
森
　
将
樹

大
仙
市
経
済
産
業
部 

花
火
産
業
推
進
課
主
事

―
花
火
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
振
興
策
―

花
火
の
ま
ち
大
仙
市
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の
た
め
令
和
２
年
度
よ
り
、
通
常
の
規
模
・
方
法
で
開
催

す
る
の
で
は
な
く
、
規
模
を
縮
小
し
、
事
前
告
知
し
な
い

こ
と
を
基
本
と
す
る
「
サ
プ
ラ
イ
ズ
花
火
」
の
打
ち
上
げ

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

短
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
花
火
に
よ
り
市
民
を
元
気

づ
け
、
心
を
癒
や
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
花
火
を
打
ち

上
げ
る
機
会
を
設
け
、
市
内
の
花
火
会
社
を
支
援
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

二
つ
目
は
体
験
型
修
学
旅
行
誘
致
事
業
（「
思
い
出
の

修
学
旅
行
を
大
曲
の
花
火
で
彩
ろ
う
！
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

で
す
。

例
年
、
修
学
旅
行
の
行
き
先
と
い
え
ば
関
東
圏
や
関
西

圏
が
定
番
で
し
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
遠
方
へ
の
修
学
旅
行
が
難
し
く
な

り
、
行
き
先
を
変
更
す
る
学
校
が
増
加
し
ま
し
た
。
そ
う

し
た
方
々
を
大
仙
市
へ
誘
致
し
、「
大
曲
の
花
火
」
を
は

じ
め
と
し
た
大
仙
市
の
魅
力
に
触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
観
光

客
の
増
加
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
新
し
い
花
火
イ
ベ
ン

ト
の
一
つ
の
在
り
方
と
し
て
事
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

内
容
と
し
て
は
、「
児
童
生
徒
が
花
火
の
企
画
演
出
に

携
わ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
要
素
を
取
り
入
れ
た

花
火
打
上
」「
花
火
伝
統
文
化
継
承
資
料
館
訪
問
に
よ
る

歴
史
学
習
」「
花
火
工
場
見
学
と
模
擬
花
火
玉
づ
く
り
体

験
」
の
三
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
す
る
こ
と
を
条
件
に

募
集
し
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
は
上
限
数
を
５
校
に
限
定

し
、
県
内
へ
モ
ニ
タ
ー
校
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
枠
い
っ

ぱ
い
の
５
校
か
ら
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

花
火
に
関
す
る
歴
史
を
知
り
、
知
識
を
深
め
、
実
際
に

花
火
を
製
造
し
て
い
る
工
場
の
見
学
や
、
火
薬
を
使
わ
な

い
模
擬
花
火
玉
で
製
造
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
花
火
を
よ

り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

打
ち
上
げ
る
際
は
、
修
学
旅
行
生
の
た
め
だ
け
の
花
火
を

打
ち
上
げ
る
こ
と
で
、
密
を
避
け
る
と
同
時
に
特
別
感
を

演
出
し
、
修
学
旅
行
と
い
う
一
生
の
思
い
出
を
「
大
曲
の

花
火
」
で
彩
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
予
測
が
難
し
く
、
人
を
集
め
て
の
事

業
が
難
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
「
大

曲
の
花
火
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
力
を
活
か
し
て
地
域
経
済

の
活
性
化
お
よ
び
「
日
本
の
花
火
」
の
持
続
的
発
展
に
向

け
た
事
業
展
開
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。模擬花火玉の製造を体験する生徒たち

修学旅行生のため特別に打ち上げた花火

花火伝統文化継承資料館　はなび・アムで花火の歴史や知識を学ぶ

花火工場見学で実際の製造作業を見学
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特 集
木
の
国
、
日
本
の
基
層
文
化
「
漆
」

福
島
県
の
会
津
地
域
で
「
漆
と
ロ
ッ
ク
」
と
い
う
会
社

を
営
ん
で
い
る
貝
沼
と
申
し
ま
す
。

私
は
、
会
津
を
中
心
に
漆
器
の
企
画
・
販
売
の
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
作
る
人
も
使
う
人
も
み
ん
な
を
つ
な
ぎ
な

が
ら
、
お
客
さ
ま
に
漆
器
の
良
さ
を
伝
え
、
い
ろ
い
ろ
な

職
人
さ
ん
の
工
房
を
ま
わ
り
な
が
ら
仕
事
を
進
め
て
い
ま

す
。さ

て
、「
漆
」
と
い
う
文
字
は
面
白
く
、
樹
木
の
中
で

唯
一
、木
へ
ん
で
は
な
く
さ
ん
ず
い
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
つ
頃
か
ら
こ
の
漢
字
が
あ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
す

で
に
そ
の
頃
に
は
、
人
々
に
と
っ
て
、
漆
は
そ
の
樹
液
自

体
が
大
切
な
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
そ
し

て
、
つ
く
り
の
部
分
の
「
桼
」
は
木
に
傷
を
付
け
て
点
々

と
汁
が
た
れ
る
状
況
を
図
に
し
た
も
の
だ
そ
う
で
、
こ
れ

自
体
が
漆
液
を
採
る
情
景
を
表
し
て
い
ま
す
。

◆◆◆

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
日
本
に
お
い
て
は
、
漆
と
人
の
付

き
合
い
は
、
約
１
万
年
前
の
縄
文
時
代
に
遡
り
ま
す
。

縄
文
人
は
高
度
な
漆
の
使
い
手
で
、
ウ
ル
シ
の
木
を
管

理
・
育
成
し
、
黒
曜
石
で
傷
を
付
け
て
樹
液
を
採
り
、
そ

れ
を
精
製
し
、
鉱
物
顔
料
と
混
ぜ
合
わ
せ
て
鮮
や
か
な
色

を
作
り
、
器
物
や
装
飾
品
に
塗
り
、
時
に
は
壊
れ
た
土
器

を
漆
で
継
い
で
直
す
金
継
ぎ
の
原
形
の
よ
う
な
こ
と
ま
で

し
て
い
ま
し
た
。

木
製
品
を
保
護
し
な
が
ら
美
観
や
質
感
を
高
め
長
く
使

っ
て
い
く
、「
木
の
国
」
日
本
の
基
層
文
化
の
ひ
と
つ
が

漆
で
す
。

も
の
を
作
り
続
け
て
い
く
意
味

私
は
、
職
人
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
漆
器
を
企
画
し
て
販

売
す
る
こ
と
を
仕
事
に
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
10
年
ほ
ど

で
し
ょ
う
か
、「
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
も
の
を
作
り
続
け

て
い
く
こ
と
に
意
味
は
あ
る
か
？
」
と
い
う
こ
と
を
常
に

◆◆◆

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
も
の
を
作
る
、
も
の
を
使
う
、
と
い
う
こ

と
は
人
間
の
原
点
で
す
が
、
こ
の
百
年
ほ
ど
続
い
た
大
量

生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
型
の
も
の
づ
く
り
は
限
界

に
来
て
お
り
、
自
然
の
摂
理
を
超
え
て
無
尽
蔵
に
も
の
を

作
り
増
や
し
続
け
る
時
代
で
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
も
の
が
足
り
な
い
」
時
代
で
は
な
く
、「
も
の
が
余
っ

て
い
く
」
時
代
の
中
で
、
ど
ん
な
も
の
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
く
の
か
。
も
の
の
生
産
と
消
費
の
あ
り
方
も
も
う
一

度
整
え
直
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

漆
器
産
業
も
、
こ
れ
ま
で
は
大
量
生
産
の
波
に
飲
み
込

ま
れ
て
き
た
側
面
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
で
古
来
続
い
て

き
た
も
の
づ
く
り
こ
そ
、
自
然
と
共
生
す
る
循
環
型
の
も

の
づ
く
り
を
取
り
戻
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
来
、
漆
は
そ
の
力
を
持

っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
。

「
適
量
・
適
速
生
産
」
で
作
る
漆
器

そ
こ
で
私
た
ち
が
丁
寧
に
生
み
育
て
て
い
る
会
津
生
ま

れ
の
正
統
な
漆
器
ブ
ラ
ン
ド
「
め
ぐ
る
」
で
は
、「
適
量
・

適
速
生
産
」
を
掲
げ
、
年
間
１
０
０
０
椀
・
年
１
回
だ
け

の
予
約
生
産
と
い
う
か
た
ち
を
取
っ
て
い
ま
す
。
器
の
素

地
に
な
る
ト
チ
ノ
キ
や
上
塗
り
で
使
う
漆
の
液
は
、
東
北

の
木
こ
り
さ
ん
や
漆
掻か

き
職
人
さ
ん
か
ら
素
性
の
分
か
る

も
の
を
数
年
先
の
制
作
を
見
越
し
な
が
ら
直
接
仕
入
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
も
と
に
毎
年
、
冬
の
3
カ
月
間
だ
け
受

注
期
間
を
設
け
て
、
ご
予
約
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
の
器
を

ま
と
め
て
春
か
ら
秋
ま
で
作
っ
て
い
き
ま
す
。
多
す
ぎ
ず

少
な
す
ぎ
ず
、
ま
と
ま
っ
た
数
を
適
切
な
時
間
を
か
け
て

最
適
な
気
候
に
応
じ
て
作
る
こ
と
で
、
国
産
の
素
材
を
有

◆◆◆

福
島
県
会
津
若
松
市

伝
統
的
な
産
業
・
工
芸
の
新
た
な
挑
戦

〝
と
つ
き
と
お
か
〟
を
か
け
て
迎
え
る

�

漆
器
「
め
ぐ
る
」

貝
沼
　
航

漆
と
ロ
ッ
ク
株
式
会
社
代
表

―
季
節
の
リ
ズ
ム
で
の
適
量
生
産
を
目
指
し
て
―
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効
に
保
護
・
活
用
で
き
、
職
人
さ
ん
た
ち
も
安
心
し
て
し

っ
か
り
し
た
制
作
が
で
き
、
確
か
な
品
質
の
漆
器
に
仕
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

同
時
に
「
め
ぐ
る
」
で
は
、
お
客
さ
ま
に
お
待
ち
い
た

だ
い
て
い
る
期
間
の
こ
と
を
＂
と
つ
き
と
お
か
＂
と
呼
び
、

季
節
の
お
便
り
や
動
画
で
制
作
過
程
︵
ご
自
身
の
器
が
育

っ
て
い
く
様
子
︶
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
て
お

迎
え
い
た
だ
い
た
器
は
、
塗
り
直
し
や
補
修
な
ど
、
お
直

し
の
仕
事
を
産
地
の
若
手
の
職
人
た
ち
が
担
当
し
、
世
代

を
超
え
て
長
く
使
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
器
の
売
上
の
一
部
は
会
津
で
の
漆
の
木
の
植
栽

活
動
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

「
め
ぐ
る
」
と
い
う
名
前
の
通
り
、
素
材
も
作
り
手
も

使
い
手
も
、
世
代
を
超
え
て
良
い
循
環
の
中
で
育
ま
れ
て

い
く
こ
と
を
願
っ
た
器
で
す
。

目
を
使
わ
ず
に
生
き
る
方
た
ち
と
作
る

器
自
体
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
、
漆
の
器
が

持
つ
心
地
よ
い
手
触
り
や
口
当
た
り
、
そ

し
て
抱
き
上
げ
た
く
な
る
優
し
い
か
た
ち

を
追
求
す
る
た
め
、暗
闇
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト「
ダ
イ
ア
ロ
グ
・

イ
ン
・
ザ
・
ダ
ー
ク
」
で
ア
テ
ン
ド
と
し

て
活
躍
す
る
全
盲
の
女
性
た
ち
の
「
特
別

な
感
性
」
を
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
入
れ
ま
し

た
。「

水す
い

平へ
い

」
と
「
日に

ち

月げ
つ

」
と
い
う
２
種
類

の
か
た
ち
が
あ
り
ま
す
。

「
水
平
」
は
、
器
の
腰
に
水
平
の
角
が

あ
る
た
め
、器
の
傾
き
が
分
か
り
や
す
く
、

「
こ
ぼ
し
に
く
い
」
し
っ
か
り
安
心
し
て

持
て
る
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
目
を
使
わ
ず
に

生
き
る
方
た
ち
が
「
手
だ
け
で
な
く
か
ら

だ
全
体
の
重
心
が
決
ま
る
」と
話
す
形
は
、

お
年
寄
り
か
ら
小
さ
な
子
ど
も
ま
で
、
幅

広
い
年
齢
層
の
快
適
な
「
食
べ
る
」
を
支

え
ま
す
。

「
日
月
」
は
、
月
日
を
重
ね
る
ほ
ど
に

愛
情
が
増
す
よ
う
な
形
を
追
求
。
目
を
使

◆◆◆

わ
ず
に
生
き
る
方
た
ち
が
、「
ず
っ
と
手
の
中
に
包
ん
で
、

離
し
た
く
な
く
な
る
」
と
話
す
、
ど
こ
ま
で
も
な
め
ら
か

で
心
地
よ
い
ラ
イ
ン
で
す
。
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
そ
の
使

い
心
地
は
、
人
生
の
お
守
り
の
よ
う
な
器
で
す
。

ど
ん
な
器
と
一
緒
に
生
き
て
い
き
ま
す
か
？

「
め
ぐ
る
」
の
三
つ
組
椀
は
、
飯
椀
・
汁
椀
・
菜
盛
り

椀
と
し
て
、
日
本
人
の
食
の
基
本
に
寄
り
添
い
ま
す
。

収
納
時
に
は
入
れ
子
に
な
り
、
き
れ
い
に
重
な
る
そ
の

か
た
ち
は
、
禅
の
修
行
に
用
い
ら
れ
る
「
応お

う

量り
ょ
う

器き

」
に
ヒ

ン
ト
を
得
ま
し
た
。
命
の
重
さ
、
心
の
深
さ
、
天
地
へ
の

感
謝
を
学
ぶ
と
い
う
、
そ
の
精
神
を
引
き
継
い
だ
器
で
す
。

２
０
１
５
年
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
・
審
査
委
員
長
賞
、

２
０
１
５
年
と
２
０
２
０
年
に
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受

賞
し
て
い
ま
す
。

「
適
量
・
適
速
生
産
」
に
よ
る
「
め
ぐ
る
」
の
三
つ
組

椀
︵
水
平
・
日
月
︶
の
受
注
期
間
は
、
今
年
も
1₂
月
1₅
日

か
ら
３
月
1₅
日
ま
で
で
す
。

う
る
し
、そ
の
語
源
は
、「
う
る
わ
し
」
や
「
う
る
お
し
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
薄
く
霧
の
か
か
っ
た
静
か
な
湖
面

の
よ
う
に
、
し
っ
と
り
と
美
し
い
漆
の
肌
に
ぜ
ひ
触
れ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

人
は
一
生
の
う
ち
で
８
万
回
も
食
事
を
す
る
そ
う
で

す
。
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
器
と
一
緒
に
生
き
て
い
き
ま
す

か
？

「
め
ぐ
る
」
公
式
サ
イ
ト

https://m
eguru-urushi.com

/

「
め
ぐ
る
」
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア

https://m
eguru.stores.jp/

◆◆◆

漆器「めぐる」には、貴重な国産の漆が使われ、
植栽活動に活かされている

「めぐる」の開発に関わった
ダイアログ・イン・ザ・ダークのアテンドたち

日本人の食の基本が美しく整う、三つ組の器漆器「めぐる」（左が「水
すい

平
へい

」、右が「日
にち

月
げつ

」）
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特 集
農
産
物
加
工
品
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
を 

目
指
し
て

茨
城
県
は
、
耕
地
面
積
割
合
第
１
位
、
農
業
産
出
額
第

３
位
の
農
業
県
で
あ
る
（
注
１
）。
特
に
、
白
菜
生
産
量

が
第
１
位
で
あ
る
な
ど
、
豊
富
な
漬
物
原
料
に
恵
ま
れ
て

い
る
。
一
方
で
、
納
豆
以
外
の
農
産
物
加
工
品
の
知
名
度

や
生
産
額
は
低
く
、
ブ
ラ
ン
ド
化
、
高
付
加
価
値
化
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
内
農
産
物
の

高
付
加
価
値
化
へ
の
貢
献
、
そ
の
中
で
も
特
に
漬
物
業
界

の
発
展
を
目
指
し
て
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

漬
物
市
場
は
、
発
酵
を
伴
わ
な
い
調
味
漬
け
や
浅
漬
け

を
中
心
に
販
売
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
近
年
、
発
酵
食
品

の
健
康
に
良
い
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
発
酵
漬
物
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。
漬
物
を
乳
酸
菌
に
よ
っ
て
発
酵
さ
せ
る
と
、
風

味
や
保
存
性
の
向
上
、
整
腸
作
用
等
の
健
康
機
能
の
付
与

が
期
待
で
き
る
。
一
方
で
、
多
く
の
発
酵
漬
物
が
持
つ
独

特
な
香
り
は
、消
費
者
に
よ
り
大
き
く
好
み
が
分
か
れ
る
。

近
年
の
嗜
好
の
多
様
化
の
中
で
、
消
費
者
ご
と
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
発
酵
漬
物
の
香
り
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
意
義

◆◆◆

は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
発
酵
漬
物
の
香
り
解

明
と
制
御
技
術
の
開
発
を
目
的
に
研
究
を
行
っ
た
。
そ
の

結
果
、
乳
酸
菌
株
の
選
択
に
よ
り
香
り
を
制
御
す
る
技
術

の
開
発
と
、
そ
の
技
術
を
活
用
し
た
製
品
の
開
発
に
至
っ

た
の
で
紹
介
す
る
。

白
菜
発
酵
漬
物
の
36
香
気
成
分
を
確
認

食
品
の
香
り
は
、
複
数
の
香
気
成
分
（
フ
レ
ー
バ
ー
）

が
組
み
合
わ
さ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
発
酵
漬
物

の
各
フ
レ
ー
バ
ー
を
特
定
す
る
と
こ
ろ
か
ら
研
究
を
開
始

し
た
。

白
菜
を
原
料
と
し
た
乳
酸
菌
発
酵
漬
物
の
フ
レ
ー
バ
ー

を
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
質
量
分
析
法
（GC/M

S

、

図
１
）
に
よ
り
調
査
し
た
。GC/M

S
は
、
食
品
の
香
り

を
構
成
す
る
フ
レ
ー
バ
ー
を
分
離
し
、
種
類
と
量
を
調
べ

る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
こ
の
装
置
は
、
分
離
し
た
フ

レ
ー
バ
ー
を
ス
ニ
ッ
フ
ァ
ー
と
い
う
部
分
か
ら
放
出
し
、

そ
れ
を
人
が
実
際
に
鼻
で
嗅
ぐ
こ
と
で
香
り
を
調
べ
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。
１
０
０
以
上
の
サ
ン
プ
ル
を
調
査
し

◆◆◆

た
結
果
、
白
菜
発
酵
漬
物
か
ら
は
36
成
分
の
フ
レ
ー
バ
ー

が
確
認
で
き
、
そ
れ
ら
が
混
ざ
り
合
う
こ
と
で
香
り
を
形

成
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

香
り
を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る 

５
種
の
乳
酸
菌
発
見

発
酵
漬
物
は
、
発
酵
に
関
与
す
る
乳
酸
菌
を
変
え
る
こ

と
で
香
り
が
変
化
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
香
り

を
構
成
す
る
各
フ
レ
ー
バ
ー
が
ど
う
変
化
し
て
い
る
か
は

不
明
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
乳
酸
菌
を
添
加

し
た
白
菜
発
酵
漬
物
に
つ
い
て
、
各
フ
レ
ー
バ
ー
の
濃
度

を
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
、
表
１
に
示
す
５
タ
イ
プ
の
フ

レ
ー
バ
ー
に
分
類
さ
れ
る
成
分
の
濃
度
が
菌
ご
と
に
異
な

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

さ
ら
に
、
県
内
の
漬
物
製
品
か
ら
採
取
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
乳
酸
菌
の
中
か
ら
、
前
述
し
た
フ
レ
ー
バ
ー
の
濃
度
変

化
に
特
徴
的
な
菌
を
探
索
し
た
。
そ
の
結
果
、
表
１
の
よ

う
に
香
り
の
変
化
に
関
係
す
る
五
つ
の
菌
株
を
発
見
し
、

Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｉ

−

Ｔ
Ｓ
１
株
か
ら
Ｔ
Ｓ
５
株
（
図
２
）

と
命
名
し
た
。
こ
れ
ら
の
菌
を
使
い
分
け
る
こ
と
で
、
香

り
を
調
整
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
発
酵

に
伴
う
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
よ
う
な
香
り
を
強
く
付
与
し
た
い

場
合
に
は
Ｔ
Ｓ
１
、
Ｔ
Ｓ
２
、
Ｔ
Ｓ
５
株
の
使
用
を
推
奨

し
て
い
る
。

他
の
発
酵
食
品
へ
の
適
用
と
特
許
出
願

発
見
し
た
５
株
の
乳
酸
菌
を
、
キ
ュ
ウ
リ
発
酵
漬
物
、

発
酵
青
汁
、
発
酵
豆
乳
に
使
用
し
、
フ
レ
ー
バ
ー
の
比
較

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
白
菜
発
酵
漬
物
の
研
究
で
得
ら

れ
た
表
１
の
結
果
の
う
ち
、
ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
の
フ
レ
ー
バ

◆◆◆◆◆◆

茨
城
県

伝
統
的
な
産
業
・
工
芸
の
新
た
な
挑
戦

―
お
い
し
い
発
酵
漬
物
を
開
発
―

香
り
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
乳
酸
菌
研
究

岩
佐
　
悟

茨
城
県
産
業
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

技
術
支
援
部
フ
ー
ド
・
ケ
ミ
カ
ル
グ
ル
ー
プ
主
任

13 2022・1 月号 地域づくり 特集編 2022・1 月号地域づくり 特集編 12

4



特 集

ー
以
外
は
、
他
の
野
菜
発
酵
食
品
で
も
同
様
の
効
果
が
確

認
で
き
た
。
例
え
ば
、草
の
香
り
の
強
い
青
汁
を
Ｔ
Ｓ
３
株
、

Ｔ
Ｓ
５
株
で
発
酵
さ
せ
る
と
、
香
り
が
弱
ま
り
、
抹
茶
に

近
い
香
り
の
す
る
発
酵
青
汁
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
成
果
を
ま
と
め
、
現
在
、
下
記
の
特
許
出
願
を

行
っ
て
い
る
。

・
新
規
乳
酸
菌
株
、
そ
の
菌
株
を
用
い
た
食
品
組
成
物
、

及
び
そ
の
菌
体
を
含
む
発
酵
組
成
物
（
特
願
２
０
２
０

−

１
４
７
１
６
１
号
）

化
学
調
味
料
不
使
用
の
製
品
開
発
も
　

キ
ュ
ウ
リ
を
使
用
し
た
調
味
漬
の
製
造
で
は
、
旬
の
時

期
に
採
れ
た
キ
ュ
ウ
リ
を
通
年
使
用
す
る
た
め
に
塩
漬
け

（
塩
分
₂₀
％
）
に

し
て
保
存
し
、
使

用
時
に
流
水
に
さ

ら
し
て
脱
塩
後
、

◆◆◆

味
を
付
け
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
脱
塩
工
程
に
よ
り
キ

ュ
ウ
リ
の
旨
味
や
風
味
も
一
緒
に
抜
け
て
し
ま
う
た
め
、

化
学
調
味
料
で
補
う
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
乳
酸
菌

発
酵
の
導
入
に
よ
り
保
存
時
の
塩
分
を
低
下
さ
せ
て
脱
塩

工
程
を
不
要
に
し
、
さ
ら
に
発
酵
に
よ
り
旨
味
や
風
味
を

付
与
す
る
こ
と
で
化
学
調
味
料
不
使
用
の
漬
物
が
で
き
な

い
か
、
企
業
と
共
同
で
研
究
を
行
っ
た
。

ま
ず
、
乳
酸
菌
ご
と
に
発
酵
漬
物
を
試
作
し
た
結
果
、

キ
ュ
ウ
リ
と
相
性
の
良
い
発
酵
風
味
を
生
成
す
る
Ｔ
Ｓ
５

株
を
選
定
し
た
。
次
に
、発
酵
条
件
（
塩
分
、温
度
、時
間
）

と
保
存
条
件
を
最
適
化
し
、
脱
塩
工
程
が
不
要
な
低
塩
保

存
技
術
を
確
立
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
賞
味
期
限
設
定
に
必

要
な
保
存
試
験
の
実
施
や
、
調
味
料
購
入
先
と
し
て
県
内

の
醤
油
メ
ー
カ
ー
を
紹
介
す
る
な
ど
の
支
援
を
行
っ
た
。

以
上
の
結
果
を
基
に
企
業
で
発
酵
キ
ュ
ウ
リ
に
合
う
調

味
を
決
定
し
、
令
和
２
年
₁₁
月
₁₅
日
よ
り
販
売
を
開
始
し

た
。
従
来
と
比
べ
発
酵
風
味
や
旨
味
（
総
遊
離
ア
ミ
ノ
酸

量
）
が
増
加
し
て
お
り
（
図
３
）、
化
学
調
味
料
不
使
用

で
も
お
い
し
い
漬
物
と
な
っ
て
い
る
。

・
商
品
名
：
香こ

う
こ々

屋や

惣そ
う

左ざ

衛え

門も
ん

・
製
造
元
：
大
平
漬
物
食
品

・
販
売
先
：
大
平
漬
物
食
品
売
店
、
行
方
市
観
光
物
産
館

こ
い
こ
い
、
茨
城
県
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

IBA
R

A
K

I sense

こ
の
他
、
発
見
し
た
5
株
の
乳
酸
菌
に
つ
い
て
、
複
数

の
県
内
企
業
と
製
品
開
発
を
進
め
て
お
り
、
香
り
を
売
り

に
し
た
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て
い
る
。

今
後
も
引
き
続
き
、
乳
酸
菌
な
ど
の
発
酵
食
品
由
来
微

生
物
を
活
用
し
た
製
品
化
支
援
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

県
内
農
産
物
の
高
付
加
価
値
化
や
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
に
貢

献
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
有
用
微
生
物
の
持
つ
新
た
な
健

康
機
能
性
の
探
索
を
進
め
、
将
来
的
に
は
健
康
機
能
を
訴

求
し
た
機
能
性
食
品
等
の
開
発
を
支
援
し
、
県
内
で
の
新

産
業
の
育
成
や
食
を
通
し
た
県
民
の
健
康
維
持
に
貢
献
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

研
究
を
進
め
る
う
え
で
、
国
立
研
究
開
発
法
人
農
業
・

食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機

構
食
品
研
究
部
門
の
先
生
方

に
は
多
く
の
助
言
や
ご
指
導

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
の

場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
る
。

注
１　

指
標
か
ら
見
た
茨
城

令
和
２
年
２
月
版

https://w
w

w
.pref.

ibaraki.jp/kikaku/tokei/
fukyu/tokei/sugata/
ibaraki/index.htm

l

図 3　調味前の総遊離アミノ酸量の比較

図 2　香りの調整に効果のある乳酸菌 IBARAKI-TS5 株

図 1　スニッファー機能付き GC/MS（中央部がスニッファー）

表 1　乳酸菌を添加した白菜発酵漬物のフレーバー濃度の変化 ※1，2
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世
界
初
の
公
立
盆
栽
専
門
美
術
館

平
成
22
年
３
月
28
日
、
さ
い
た
ま
市
は
、
世
界
初
と
な

る
公
立
の
盆
栽
専
門
美
術
館
と
し
て
、
さ
い
た
ま
市
大
宮

盆
栽
美
術
館
を
開
館
し
ま
し
た
。

な
ぜ
さ
い
た
ま
市
が
盆
栽
美
術
館
を
設
立
し
た
の
か
と

い
う
と
、
当
市
（
旧
大
宮
市
域
）
に
は
、
広
く
「
大
宮
盆

栽
村
」
と
呼
ば
れ
、
昭
和
17
年
か
ら
は
「
盆
栽
町
」
と
い

う
行
政
地
区
名
を
冠
す
る
、
盆
栽
を
文
化
観
光
・
産
業
資

源
の
核
と
す
る
地
域
が
存
在
す
る
か
ら
で
す
。

大
宮
盆
栽
村
は
、
来
る
令
和
７
年
度
に
開
村
１
０
０
周

年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
す
。
村
の
由
来
は
、
大
正
12
年

の
関
東
大
震
災
に
さ
か
の
ぼ
り
、震
災
で
被
災
し
た
東
京
・

千
駄
木
周
辺
の
盆
栽
業
者
が
、
大
正
14
年
に
移
住
し
て
開

村
さ
れ
ま
し
た
。
地
下
水
が
豊
富
で
、
盆
栽
に
使
わ
れ
る

赤
土
を
土
壌
と
す
る
こ
と
、
ま
た
、
明
治
期
以
来
、
東
京

周
辺
の
観
光
地
と
し
て
知
ら
れ
た
大
宮
氷
川
神
社
お
よ
び

大
宮
公
園
に
近
接
し
て
立
地
す
る
こ
と
が
こ
の
土
地
を
選

ん
だ
理
由
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

◆◆◆

盆
栽
に
よ
る
郊
外
型
の
観
光
地
化
を
目
指
す
と
い
う
業

者
の
計
画
は
、
昭
和
時
代
の
盆
栽
の
流
行
に
支
え
ら
れ
、

や
が
て
日
本
中
、
そ
し
て
世
界
に
盆
栽
文
化
を
振
興
す
る

拠
点
に
成
長
す
る
に
至
り
ま
す
。

私
は
、
当
美
術
館
の
学
芸
員
と
し
て
配
属
さ
れ
、
展
覧

会
事
業
や
普
及
事
業
な
ど
を
通
じ
て
盆
栽
文
化
の
発
信
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
、
公
立
美
術
館
に
よ
る
地

域
に
根
付
い
た
盆
栽
文
化
の
発
信
に
つ
い
て
、
主
要
な
事

業
を
軸
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

季
節
の
美
を
村
の
名
品
で
紹
介

美
術
館
の
主
た
る
事
業
は
、
展
覧
会
を
開
催
し
て
作
品

の
意
義
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

大
宮
盆
栽
美
術
館
で
は
、
盆
栽
の
歴
史
や
文
化
を
紹
介

す
る
展
覧
会
、
著
名
盆
栽
家
の
作
品
を
特
集
す
る
展
覧
会

な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
展
覧
会
事
業
の
一
環
と
し
て
、
大
宮
盆
栽
村

に
園
を
構
え
る
六
つ
の
盆
栽
園
か
ら
名
品
盆
栽
を
借
用

◆◆◆

し
、
定
期
的
に
美
術
館
で
紹
介
す
る
試
み
が
あ
り
ま
す
。

季
節
の
見
頃
を
迎
え
た
盆
栽
や
、
各
盆
栽
園
の
得
意
と
す

る
樹
種
や
技
術
を
伝
え
ら
れ
る
盆
栽
を
借
用
す
る
こ
と

で
、普
段
は
盆
栽
園
の
棚
場
で
培
養
管
理
さ
れ
る
盆
栽
を
、

美
術
館
の
展
示
空
間
に
お
い
て
解
説
を
添
え
て
鑑
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

初
め
て
こ
の
地
を
訪
れ
、
盆
栽
に
触
れ
る
人
た
ち
に
と

っ
て
、
盆
栽
園
で
は
鑑
賞
の
基
本
や
方
法
を
容
易
に
学
ぶ

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
点
で
、
村
の
盆
栽
園
へ
と
続

く
奥
深
い
世
界
へ
の
入
り
口
の
役
割
を
、
当
館
が
果
た
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

作
る
楽
し
み
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

盆
栽
に
は
、
鑑
賞
す
る
楽
し
み
と
と
も
に
、
自
ら
作
り

育
て
て
い
く
と
い
う
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。

自
ら
作
っ
た
盆
栽
は
、
ほ
か
の
ど
れ
よ
り
も
愛
着
が
あ

り
、
ま
た
成
長
し
て
い
く
も
の
で
す
の
で
、
ま
る
で
子
ど

も
の
よ
う
に
共
に
生
き
て
い
く
存
在
と
も
な
り
ま
す
。

◆◆◆

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

伝
統
的
な
産
業
・
工
芸
の
新
た
な
挑
戦

田
口
　
文
哉

さ
い
た
ま
市
ス
ポ
ー
ツ
文
化
局
文
化
部 

大
宮
盆
栽
美
術
館
事
業
係
長

―
さ
い
た
ま
市
大
宮
盆
栽
美
術
館
の
現
場
か
ら
―

公
立
美
術
館
か
ら
日
本
の
盆
栽
文
化
を
発
信

さいたま市大宮盆栽美術館の盆栽庭園
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こ
う
し
た
作
る
楽
し
み
を
通
じ
て
、
よ
り
多
く
の
方
に

盆
栽
文
化
を
広
め
る
た
め
、
当
館
で
は
開
館
以
来
、
月
例

で
一
般
向
け
、
そ
し
て
子
ど
も
向
け
の
盆
栽
づ
く
り
講
座

「
盆
栽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
普
及
事
業
と
し
て
開
催
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
期
に
お
い
て
対
面
開
催
は
難

し
い
た
め
、
本
年
度
か
ら
本
格
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
以
前
か
ら
講
師
と
し
て
大
宮
盆
栽
村
の
職
人
に

出
講
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
講
座
内
で
美
術
館
の
紹
介
や

村
の
盆
栽
園
の
特
徴
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
宮
盆

栽
村
へ
の
訪
問
を
促
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
が
講
師
の
盆

栽
園
を
訪
れ
、
培
養
管
理
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

な
ど
、
美
術
館
を
越
え
た
交
流
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

盆
栽
普
及
の
案
内
人
を
育
む

◆◆◆

平
成
2₉
年
、
全
世
界
を
舞
台
に
４
年
に
一
度
開
催
さ
れ

る
盆
栽
の
祭
典
「
第
８
回
世
界
盆
栽
大
会
」
が
さ
い
た
ま

市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
宮
盆
栽
村
の
盆
栽
園

が
主
導
し
て
旧
大
宮
市
で
開
催
さ
れ
た
第
１
回
大
会
（
平

成
元
年
）
か
ら
、
28
年
ぶ
り
の
日
本
大
会
と
し
て
開
催
さ

れ
た
も
の
で
す
。

さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
を
主
会
場
と
し
た
第
８

回
大
会
は
、
事
前
の
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
注
目
と
来

場
者
を
集
め
、
成
功
裡
に
閉
幕
し
ま
し
た
。
本
大
会
に
お

い
て
、
主
催
者
の
一
人
と
し
て
さ
い
た
ま
市
は
、
盆
栽
文

化
の
次
の
１
０
０
年
に
向
け
て
普
及
へ
の
取
り
組
み
を
継

続
す
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。
こ
の
宣
言
内
容
を
具
現

化
す
る
べ
く
、
大
宮
盆
栽
美
術
館
で
は
、
市
民
の
中
に
盆

栽
文
化
の
普
及
に
携
わ
る
人
材
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
同
年
か
ら
盆
栽
の
文
化
と
歴
史
、
そ
し
て

技
術
を
総
合
的
に
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
さ
い
た
ま
国
際
盆
栽
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。

同
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
当
館
の
一
事
業
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
て
お
り
、
一
般
の
日
本
人
向
け
と
し
て
、
初
級
、
中

級
、
上
級
の
３
コ
ー
ス
を
運
営
し
て
お
り
（
令
和
３
年
度

は
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
、
初
級
コ
ー
ス
の
み
オ
ン
ラ
イ
ン

で
実
施
）、
今
後
は
休
止
中
の
外
国
人
向
け
コ
ー
ス
を
拡

充
す
る
予
定
で
す
。
コ
ー
ス
の
修
了
生
に
は
、
当
館
の
普

及
事
業
の
実
施
や
補
助
の
ほ
か
、
市
民
参
画
型
で
自
ら
普

及
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
設
い
た
だ
く
よ
う
支
援
す
る
こ
と

で
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
期
に
お
け
る
本
格
的
な
活
動
再
開

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

美
術
館
の
課
題
と
展
望

大
宮
盆
栽
美
術
館
の
事
業
は
、
展
覧
会
、
普
及
事
業
、

さ
い
た
ま
国
際
盆
栽
ア
カ
デ
ミ
ー
と
、
大
き
く
は
三
つ
の

柱
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
各
事
業
を
充
実
し
て

継
続
し
て
い
く
た
め
、
ま
た
学
芸
員
と
し
て
調
査
研
究
の

質
を
高
め
る
た
め
に
は
、
事
業
を
合
理
化
し
て
注
力
す
べ

き
点
に
人
材
を
充
て
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

言
う
は
易
く
と
い
う
言
葉
が
立
ち
は
だ
か
り

ま
す
が
、
世
界
に
類
例
の
な
い
大
宮
盆
栽
村
に

立
つ
専
門
美
術
館
と
し
て
の
役
割
は
、
地
域
の

盆
栽
文
化
の
振
興
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
観
光
や
産
業
振
興
分
野
に
つ

い
て
は
当
市
の
関
連
部
署
と
の
連
携
も
は
じ
ま

っ
て
お
り
、
さ
ら
に
市
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
と
の
協
働
に
も
期
待
を
し
な
が
ら
、
総
力
を

挙
げ
、
世
界
に
向
け
て
発
信
で
き
る
盆
栽
文
化

の
振
興
拠
点
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

◆◆◆
さいたま国際盆栽アカデミー実技講座の様子

オンライン盆栽ワークショップの様子

大宮盆栽村の盆栽園所蔵品を紹介する展覧会
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も
の
づ
く
り
の
ま
ち
高
岡

高
岡
市
は
富
山
県
西
部
に
位
置
す
る
、
人
口
約
17
万
人

の
県
内
第
２
の
都
市
で
す
。
全
国
に
２
３
６
品
目
あ
る
国

指
定
伝
統
的
工
芸
品
の
う
ち
「
高
岡
銅
器
」「
高
岡
漆
器
」

「
越
中
福
岡
の
菅
笠
」
の
三
つ
が
、
こ
こ
高
岡
市
を
中
心

と
し
て
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
高
岡
銅
器
は
日
本
全
国
の
美
術
銅
器
に
お
い
て

高
い
シ
ェ
ア
を
占
め
て
お
り
、
当
市
は
全
国
で
も
有
数
の

金
工
品
の
産
地
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
高
岡
銅
器
の
主
力
商
品
で
あ
る
「
神

仏
具
」
や
「
室
内
置
物
」
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

に
よ
り
そ
の
需
要
が
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方

で
「
そ
の
他
」
に
含
ま
れ
る
食
器
や
酒
器
、
カ
ト
ラ
リ
ー

な
ど
の
販
売
額
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
（
表
）。

新
分
野
開
拓
へ
の
支
援

こ
う
い
っ
た
時
代
の
流
れ
を
背
景
と
し
て
、
高
岡
市
で

◆◆◆◆◆◆

は
高
岡
銅
器
や
高
岡
漆
器
の
技
術
を
応
用
し
た
新
商
品
開

発
や
販
路
開
拓
活
動
へ
の
支
援
、
新
た
な
需
要
の
創
出
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
市
で
は
平
成
22
年
度
に
「
高
岡
市
新
分
野
開
拓
チ
ャ

レ
ン
ジ
事
業
補
助
金
」
を
開
始
し
、
市
内
で
積
極
的
に
新

商
品
開
発
や
販
路
開
拓
に
取
り
組
む
企
業
へ
の
支
援
を
始

め
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
ま
で
の
10
年
間
で
延
べ
１
９
５

件
の
企
業
を
採
択
し
、
伝
統
産
業
分
野
の
事
業
者
も
積
極

的
に
こ
の
補
助
金
を
活
用
し
た
新
た
な
事
業
展
開
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
か
ら
は
「
未
来
に
つ
な
ぐ

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
補
助
金
」
と
し
て
、
更
に
制
度
の
充
実

を
図
っ
て
お
り
、
具
体
的
な
成
果
と
し
て
は
、
こ
の
補
助

金
を
活
用
し
て
海
外
見
本
市
に
出
展
し
た
商
品
が
、
ド
イ

ツ
のiF International Forum

 D
esign Gm

bH

が
主

催
す
るiF D

ESIGN
 A

W
A

R
D

を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
海
外
販
路
開
拓
支
援
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。
平
成
24
年
に
全
国
の
市
町
村
と
し
て
初
め
て
日
本
貿

易
振
興
機
構
と
の
連
携
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し
、
以
降

は
毎
年
、
海
外
バ
イ
ヤ
ー
招
へ
い
商
談
会
を
共
同
開
催
し

て
い
ま
す
。

伝
統
技
術
と
最
新
３
Ｄ
の
融
合
に
よ
る 

文
化
財
修
復
の
取
り
組
み

高
岡
銅
器
に
つ
い
て
は
、
昭
和
49
年
に
伝
統
工
芸
高
岡

銅
器
振
興
協
同
組
合
（
以
下
、
伝
振
協
）
が
設
立
さ
れ
、

昭
和
50
年
に
「
国
指
定
伝
統
的
工
芸
品
」
の
第
１
次
指
定
、

昭
和
54
年
に
特
定
産
業
の
産
地
指
定
を
受
け
た
ほ
か
、
平

成
20
年
に
は
「
地
域
団
体
商
標
」
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
小
さ
な
も
の
か
ら
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
よ
う
な
大
き

な
も
の
ま
で
、
銅
だ
け
で
な
く
鉄
や
ア
ル
ミ
・
錫
・
金
・

銀
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
金
属
で
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊

か
な
仕
上
げ
の
方
法
で
品
物
が
作
れ
る
と
い
う
点
で
、
高

岡
は
他
の
金
属
製
品
産
地
と
一
線
を
画
し
て
い
ま
す
。

◆◆◆

富
山
県
高
岡
市

伝
統
的
な
産
業
・
工
芸
の
新
た
な
挑
戦

秋
元
　
宏

高
岡
市
産
業
振
興
部
デ
ザ
イ
ン
・

工
芸
セ
ン
タ
ー
工
芸
振
興
係
長

―
新
た
な
挑
戦
と
高
岡
市
の
取
り
組
み
―

伝
統
産
業
を
未
来
に
つ
な
ぐ

調査年次
品種 2010年 2012年 2014年 2016年 2018年

神仏具 7,024,224 7,474,367 7,341,376 6,132,706 4,936,102

室内置物 1,048,951 520,669 371,719 334,982 362,968

花器 479,888 453,658 363,139 311,387 425,418

屋外置物 494,470 579,812 546,919 530,004 607,593

香炉 288,950 439,440 268,333 308,649 283,846

茶道具 168,727 175,618 197,982 312,994 327,159

その他 2,502,997 2,357,156 2,635,049 3,138,962 3,370,668

表　「高岡特産産業のうごき」による高岡銅器の品種別販売額�（単位：千円、高岡市作）
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伝
振
協
で
は
、
平
成
₃0
年
に
奈
良
県
の
薬
師
寺
東
塔
相

輪
構
成
金
具
を
、最
新
の
３
Ｄ
技
術
と
伝
統
の
鋳
物
製
造
・

加
飾
技
法
を
駆
使
し
て
修
復
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
れ
以
前
に
も
、
東
京
藝
術
大
学
の
法
隆
寺

釈
迦
三
尊
像
の
再
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
画
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
高
岡
市
や
産
業
支
援
機
関

と
も
協
力
し
な
が
ら
、
組
合
が
一
丸
と
な
っ
て
文
化
財
修

復
に
取
り
組
む
好
機
と
な
り
、
そ
の
後
は
、
高
山
市
政
記

念
館
の
修
理
に
携
わ
る
な
ど
、
４
０
０
年
以
上
に
わ
た
り

受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
工
芸
技
術
を
活
か
し
た
動
き
と

な
っ
て
い
ま
す
。

高
岡
の
伝
統
的
工
芸
品
産
業
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や

流
通
の
変
化
な
ど
か
ら
、
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ
て
い
ま

す
。
前
述
の
と
お
り
、
生
産
額
や
販
売
額
は
低
迷
し
、
技

術
者
の
減
少
・
後
継
者
不
足
は
産
地
を
維
持
し
て
い
く
う

え
で
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で

も
文
化
財
修
復
へ
の
取
り
組
み
は
、
新
た
な
事
業
分
野
の

需
要
開
拓
と
し
て
、
産
地
の
し
ご
と
づ
く
り
、
ひ
と
づ
く

り
に
つ
な
が
り
、
持
続
的
な
産
地
形
成
と
、
さ
ら
に
は
社

会
的
な
課
題
解
決
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。
簡
単
に
触
れ
た
り
計
測
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
文
化
財
を
取
り
扱
う
に
当
た
っ
て
は
、
３
Ｄ
技
術
は

大
変
有
効
な
手
法
で
す
。
今
後
、
伝
統
工
芸
技
術
と
こ
う

し
た
最
新
技
術
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
伝
統
的
工
芸
品

産
業
が
ス
テ
ー
ジ
ア
ッ
プ
し
、
新
た
な
需
要
を
掘
り
起
こ

す
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
産
業
全
体
の
魅
力
を
発
信
し
、

広
く
人
々
に
伝
え
て
い
く
こ
と
で
将
来
的
な
担
い
手
不
足

の
解
消
に
も
寄
与
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

伝
振
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://douki-takaoka.

jp/

）
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
平
成
20
年
に
高
岡
地
域
文
化
財
等
修
理
協
会
が

設
立
さ
れ
、
高
岡
御
車
山
祭
（
重
要
有
形
・
無
形
民
俗
文

化
財
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
）
の
山
車
の
修
復
等
を

請
け
負
う
な
ど
伝
統
的
な
技
術
を
文
化
財
修
理
に
活
か
す

体
制
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
内
外
か
ら
仕
事
を
受

注
し
、
伝
統
技
術
の
継
承
と
事
業
化
に
向
け
て
取
り
組
み

を
続
け
て
い
ま
す
。

高
岡
地
域
文
化
財
等
修
理
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.takaoka-w

aza.jp/

）
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
実
績
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る

伝
統
産
業
の
構
築
に
向
け
て

令
和
２
年
10
月
に
、
富
山
県
内
の
伝
統
的
工
芸
品
の
総

合
拠
点
で
あ
る
高
岡
地
域
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
が
高
岡
市

中
心
部
に
移
転
し
ま
し
た
。
移
転
に
際
し
て
「ST

@
R

-ZIBA

（
ス
タ
ジ
ー
バ
）」
と
い
う
ス
タ
ジ
オ
を
新
た

に
設
置
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
直
接
取
引
が
減
少
し
て

い
る
な
か
、
利
用
が
伸
び
て
い
る
Ｅ
Ｃ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
商
取
引
）
を
は
じ
め
と
し
た
デ
ジ
タ
ル
環
境
で
の

販
路
開
拓
活
動
に
役
立
つ
デ
ジ
タ
ル
画
像
や
映
像
の
撮

影
・
編
集
機
能
を
備
え
ま
し
た
。

自
ら
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
を
作
成
す
る
市
内
企
業
も
増
え
て
き

て
お
り
、「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
適
合
す
る
取
り
組
み

は
着
実
に
浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

引
き
続
き
、市
内
企
業
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
支
援
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆

市の補助金を活用して開発された新商品

海外バイヤー商談会

相輪の一部分である九輪の鋳造風景

修復前の薬師寺「東塔」
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能
登
ヒ
バ
と
の
出
会
い

私
が
能
登
ヒ
バ
と
出
会
い
、
石
川
県
の
林
業
に
深
く
か

か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
２
０
１
３
年
、
妻
が
ア
ロ

マ
＆
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
「
Ｎネ

ロ

リ

ｅ
ｒ
ｏ
ｌ
ｉ
」（
金
沢
市
）
を

創
業
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
地
元
の
木
材
資
源

を
活
用
し
た
ア
ロ
マ
関
連
商
品
の
企
画
書
を
作
り
、
能
登

森
林
組
合
を
訪
れ
た
と
こ
ろ
、
組
合
か
ら
は
県
内
で
能
登

ヒ
バ
の
供
給
を
支
え
る
鳳
至
木
材
株
式
会
社
を
紹
介
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
同
社
を
通
じ
て
能
登
地
域
の
住
民
の
方

と
の
交
流
も
増
え
て
い
く
う
ち
、
林
業
が
抱
え
る
人
手
不

足
と
山
の
維
持
管
理
の
問
題
、
そ
し
て
山
を
守
る
人
々
の

想
い
に
触
れ
、
自
分
の
胸
が
熱
く
な
っ
た
こ
と
を
今
で
も

覚
え
て
い
ま
す
。

石
川
県
内
の
能
登
ヒ
バ
の
山
林
面
積
は
１
万
２
０
０
０

㌶
あ
り
ま
す
が
、
外
国
産
材
に
押
さ
れ
、
当
時
の
需
要
は

過
去
20
年
で
３
分
の
１
に
減
少
し
、
価
格
も
半
分
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
住
宅
・
建
築
用
木
材
用
途
以
外
で
の
活
用

を
森
林
組
合
関
係
者
も
模
索
し
て
お
り
、
新
た
な
雑
貨
商

◆◆◆

品
と
し
て
の
ニ
ー
ズ
喚
起
を
図
る
こ
の
企
画
は
、
試
行
的

な
位
置
付
け
で
協
力
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
２
０
１
５
年
、
事
業
を
よ
り
発
展
さ
せ
る
た

め
、『
能
登
ヒ
バ
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
』

を
私
が
代
表
と
な
る
形
で
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
組
織
は
、
能
登
ヒ
バ
の
精
油
・
精
油
水
を
活
用
し

た
商
品
を
具
体
化
す
る
た
め
、産
学
官
連
携
を
呼
び
掛
け
、

整
え
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
森
林
組
合
の
協
力
に
よ

り
能
登
ヒ
バ
の
各
部
位
ご
と
の
芯
材
、端
材（
チ
ッ
プ
化
）、

葉
の
抽
出
デ
ー
タ
を
取
得
し
、金
沢
大
学
と
の
共
同
研
究
、

県
の
工
業
試
験
場
に
よ
る
成
分
分
析
、
石
川
高
等
専
門
学

校
に
よ
る
Ｉ
Ｔ
戦
略
ア
ド
バ
イ
ス
、
北
陸
大
学
（
地
域
セ

ン
タ
ー
課
）
ア
ン
ケ
ー
ト
等
さ
ま
ざ
ま
な
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
２
０
１
５
年
12
月
に
「
Ａア

ッ

テ

Ｔ
Ｔ
Ｅ
」
ブ
ラ
ン

ド
（
企
画
・
販
売
＝
ア
シ
ス
ト
エ
リ
ア
）
は
誕
生
し
ま
し

た
。
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
と
は
「『
ア
テ
の
木
』（
能
登
ヒ
バ
の
別
名
）

と
『
会
う
』、
年
輪
と
と
も
に
年
を
重
ね
る
人
々
が
人
生

の
『
出
会
い
』
の
場
を
拡
げ
て
い
く
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
で
す
。
学
生
団
体
で
あ
る
「
か
な
ざ
わ
娘
」
と
の
共
同

発
案
に
よ
り
ネ
ー
ミ
ン
グ
、
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
は
決
ま
り
ま

し
た
。
当
初
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
認
知
度
を
上
げ
る
に
は
ひ
と
苦

労
で
し
た
が
協
力
企
業
の
手
助
け
も
あ
っ
て
徐
々
に
県
内

イ
ベ
ン
ト
で
の
集
客
も
増
え
、
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　

能
登
ヒ
バ
の
間
伐
材
、
廃
材
（
モ
ル
ダ
ー
材
）
か
ら
抽

出
し
た
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
ス
プ
レ
ー
は
「
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
（
爽
や

か
な
森
の
香
り
）」「
Ｙ
Ｕ
Ｚ
Ｕ（
凛
と
し
た
大
人
の
香
り
）」

「
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
と
き
め
き
の
香
り
）」
の
３
種
類

で
ス
タ
ー
ト
し
、
後
に
「
ヒ
バ
ウ
ォ
ー
タ
ー
」「
Ｏ
Ｉ
Ｌ
」

を
加
え
て
シ
リ
ー
ズ
化
し
、２
０
１
６
年
度
に
は
県
の「
石

川
ブ
ラ
ン
ド
製
品
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
販
売

店
で
一
定
の
棚
を
確
保
す
る
に
は
こ
れ
だ
け
で
は
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
が
乏
し
い
と
判
断
、
持
続
可
能
な
後
続
商
品
の
企

画
開
発
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

学
生
と
の
話
し
合
い
か
ら
消
臭
機
能
製
品

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
学
生
団
体
「
能
登
ラ
ボ
」
と

の
座
談
会
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、能
登
ヒ
バ
が
持
つ
消
臭
・

◆◆◆

石
川
県

伝
統
的
な
産
業
・
工
芸
の
新
た
な
挑
戦

―
関
係
機
関
・
団
体
と
協
力
し
森
づ
く
り
に
貢
献
―

野
村
　
英
史

能
登
ヒ
バ
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表

ア
ロ
マ
軸
に
能
登
ヒ
バ
を
ブ
ラ
ン
ド
化

ATTE 能登ヒバウォーター
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抗
菌
の
機
能
成
分
（
ヒ
ノ
キ
チ
オ
ー
ル
）
に
改
め
て
着
目

す
る
こ
と
で
し
た
。
地
元
の
美
大
生
と
タ
ッ
グ
を
組
む
こ

と
に
よ
っ
て
、
花
束
を
包
み
込
む
よ
う
な
靴
消
臭
キ
ッ
ト

の
デ
ザ
イ
ン
が
誕
生
。
２
０
１
８
年
、
モ
ル
ダ
ー
チ
ッ
プ

を
パ
ウ
ダ
ー
に
し
て
再
生
紙
と
配
合
し
た
「
Ａア

ッ

テ

Ｔ
Ｔ
Ｅ

ｃ
シ

ュ

シ

ュ

ｈ
ｏ
ｕ
ｃ
ｈ
ｏ
ｕ　

靴
用
消
臭
キ
ッ
ト
」
を
開
発
し
ま

し
た
。
こ
の
商
品
は
そ
の
後
、
東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ギ
フ
ト
シ
ョ
ー
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
会
で
も
話

題
と
な
り
、「
い
し
か
わ
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
１
８
『
里

山
里
海
賞
』」「
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
１
８
」「
オ
モ

テ
ナ
シ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
９
」「
エ
コ
プ
ロ
ア
ワ
ー

ド
２
０
１
９
奨
励
賞
」
の
４
つ
の
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
県
内
外
で
の
取
り
扱
い
販
売
店
も
20
カ
所
以
上
に
広

が
り
、
企
業
販
促
と
し
て
ノ
ル
ウ
ェ
ー
家
具
メ
ー
カ
ー
の

ノ
ベ
ル
テ
ィ
や
地
元
の
建
築
会
社
の
周
年
祭
ギ
フ
ト
に
も

採
用
さ
れ
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
木
育
イ
ベ
ン
ト
の
取
り
組
み
も

石
川
県
は
兼
六
園
や
金
沢
城
、
21
世
紀
美
術
館
を
は
じ

め
と
し
た
観
光
資
源
が
豊
富
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
な
る
前

は
、
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
の
世
界
農
業
遺
産

に
認
定
さ
れ
た「
能
登
の
里
山
里
海
」（
２
０
１
１
年
認
定
）

や
奥
能
登
芸
術
祭
を
訪
れ
る
方
も
多
く
い
ま
し
た
。ま
た
、

県
民
全
体
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
や
ア
ー
ト
に
対
し
て

非
常
に
興
味
関
心
の
高
い
地
域
で
す
。

能
登
ヒ
バ
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
石
川
県
森
づ

く
り
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
と
し
て
２
０
１
９
年
12
月

に
は
金
沢
市
森
林
再
生
課
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
角
間

里
山
み
ら
い
と
一
緒
に
金
沢
市
民
芸
術
村
「
ア
ー
ト
工
房
」

◆◆◆

で
木
育
イ
ベ
ン
ト「
ク
リ
ス
マ
ス
冬
至
祭
」を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
２
０
２
１
年
３
月
に
は
「
香
り
の
木
育
」
と
題
し
て

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
取
り
な
が
ら
市
内
の
イ
ン
テ
リ
ア
シ

ョ
ッ
プ
「
ｚ
ｕ
ｉ
ｕ
ｎ
」
で
森
林
理
解
を
深
め
る
イ
ベ
ン

ト
も
行
う
な
ど
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
終
息
後
は
「
地
域
（
観
光
）
×
環
境
×
ア
イ
デ

ア
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
新
し
い
資
源
を
取
り
入
れ
た
新
商

品
開
発
や
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
形
成
で
き
る
つ
な

が
り
の
ハ
ブ
を
構
築
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て

よ
り
多
く
の
方
に
『
な
る
ほ
ど
』
と
相
づ
ち
を
打
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
つ
く
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
募
集
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
新
サ
ー
ビ
ス
に
は
全

国
各
地
の
方
と
情
報
交
換
し
共
有
・
協
働
す
る
こ
と
を
働

き
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。　

さ
あ
、
一
緒
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

「クリスマス冬至祭」

金沢市とのボランティア木育イベント「クリスマス冬至祭」のワークショップ

消臭機能を生かした ATTE chouchou
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織
物
と
観
光
の
街
・
富
士
吉
田
の
秋
祭
り

「
地
場
産
業
の
織
物
を
取
り
上
げ
た
、
富
士
吉
田
ら
し

い
お
祭
り
を
作
り
た
い
」

富
士
吉
田
市
役
所
の
富
士
山
課
（
観
光
課
）
の
職
員
さ

ん
か
ら
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
と
し
て
、
そ
う
相
談
を

受
け
た
の
は
２
０
１
６
年
の
７
月
で
し
た
。

山
梨
県
富
士
吉
田
市
は
人
口
４
万
７
０
０
０
人
。
富
士

山
の
北
麓
に
位
置
し
、
観
光
や
精
密
機
械
、
採
水
事
業
な

ど
富
士
山
を
生
か
し
た
産
業
が
有
名
で
す
。
か
つ
て
は
織

物
の
街
と
し
て
栄
え
、
今
で
も
「
織
物
と
観
光
の
街
」
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
街
に
は
織

物
の
取
引
業
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
時
代
の
名
残
が
多
く

残
っ
て
い
ま
す
。

私
は
２
０
１
６
年
３
月
に
山
梨
県
に
移
住
し
、
冒
頭
の

相
談
を
受
け
、
富
士
吉
田
市
と
関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
も
と
も
と
繊
維
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
、
前
職
で
は
布
の

◆◆◆

イ
ベ
ン
ト
を
立
ち
上
げ
た
経
験
が
あ
っ
た
た
め
、
ご
紹
介

を
い
た
だ
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
関
わ
り
始
め
た
頃

は
ま
だ
独
立
し
た
ば
か
り
。
個
人
的
な
実
績
な
ど
な
く
ま

っ
た
く
初
め
て
の
土
地
で
、
自
分
が
ど
こ
ま
で
で
き
る
の

か
、
何
が
で
き
る
の
か
示
せ
る
も
の
の
な
い
中
で
い
た
だ

い
た
大
役
で
し
た
。

富
士
吉
田
の
街
で
は
、
若
者
た
ち
が
夜
の
飲
み
屋
街
・

西
裏
地
区
や
富
士
山
に
向
か
っ
て
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
る
本

町
通
り
の
商
店
街
を
活
用
す
る
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
地
場
の
織
物
工
場
の
方
々
は
「
ヤ
マ
ナ
シ

ハ
タ
オ
リ
ト
ラ
ベ
ル
」
と
題
し
、
自
社
の
技
術
を
活
か
し

た
製
品
を
開
発
、
各
地
の
百
貨
店
で
催
事
を
行
う
な
ど
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
も
と
も
と

あ
っ
た
そ
れ
ら
の
動
き
を
束
ね
、
織
物
の
街
と
し
て
栄
え

た
富
士
吉
田
市
下
吉
田
地
区
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
企

画
を
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
ハ
タ
オ
リ
マ
チ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
（
通
称
＝
ハ
タ
フ
ェ
ス
）
で
す
。

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
と
の
連
携

ハ
タ
フ
ェ
ス
は
２
０
１
６
年
11
月
に
第
１
回
を
開
催
。

そ
の
後
、
２
０
１
７
年
、
２
０
１
８
年
と
続
き
、
２
０
１

９
年
、
２
０
２
０
年
は
中
止
、
２
０
２
１
年
に
３
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
２
０
２
１
年
の
開
催
に
は
多
く

の
方
か
ら
期
待
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
、
２
日
間
で
お
よ
そ

１
万
人
が
訪
れ
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
当
初
か
ら
こ
こ
ま
で

の
来
場
者
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
初
回
は
１

０
０
０
人
程
度
の
規
模
か
ら
口
コ
ミ
で
噂
が
広
が
り
、
周

知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
訪
れ
た
人
は
口
々

に
「
ハ
タ
フ
ェ
ス
は
す
ご
い
！
」
と
周
囲
に
伝
え
て
く
れ

ま
す
。
な
ぜ
そ
こ
ま
で
「
す
ご
い
！
」
と
感
じ
て
も
ら
え

る
の
で
し
ょ
う
か
？　

お
そ
ら
く
そ
れ
は
回
を
重
ね
る
中

で
繊
維
産
業
の
活
性
化
や
街
づ
く
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
と
連
動
し
て
き
た
か
ら
で
す
。

ハ
タ
フ
ェ
ス
が
開
催
さ
れ
た
翌
年
２
０
１
７
年
３
月
に

地
場
産
業
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
と
し
て
、
地
域
の
工
場

の
技
術
や
最
新
の
情
報
を
発
信
す
る
メ
デ
ィ
ア
「
ハ
タ
オ

リ
マ
チ
の
ハ
タ
印
」
が
立
ち
上
が
り
、
毎
月
第
３
土
曜
日

に
織
物
工
場
直
営
の
シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
「
オ
ー
プ
ン
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
そ
の
動
き
を
受
け
て
、

２
０
１
７
年
の
ハ
タ
フ
ェ
ス
で
は
、
ハ
タ
印
チ
ー
ム
に
依

頼
し
産
地
の
生
地
販
売
に
挑
戦
、
好
評
を
博
し
ま
す
。
ま

た
、
織
物
産
業
を
支
え
る
職
人
た
ち
の
ト
ー
ク
ス
テ
ー
ジ

や
テ
キ
ス
タ
イ
ル
展
、
同
年
に
立
ち
上
が
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
か
え
る
舎
」
の
高
校
生
た
ち
に
よ
る
織
物
の
廃
材
を

活
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
は
、
２
０
０
９
年
か
ら
続
く
東
京
造
形
大

学
と
の
産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
フ
ジ
ヤ
マ
テ
キ
ス
タ

◆◆◆

山
梨
県
富
士
吉
田
市

伝
統
的
な
産
業
・
工
芸
の
新
た
な
挑
戦

―
ハ
タ
フ
ェ
ス
の
に
ぎ
わ
い
と�

�
�

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
未
来
に
つ
い
て
―

ハ
タ
オ
リ
と
マ
チ
が
つ
な
が
る
日

藤
枝
　
大
裕

装
い
の
庭
代
表
取
締
役

21 2022・1月号 地域づくり 特集編 2022・1月号地域づくり 特集編 20

8



特 集

イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
1₀
期
目
を
記
念
し
た
回
顧
展
を

開
催
。
監
修
を
務
め
る
テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
鈴

木
マ
サ
ル
氏
全
面
協
力
の
も
と
行
わ
れ
た
こ
の
展
示
に

は
、
第
一
線
で
活
躍
す
る
卒
業
生
た
ち
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
こ
れ
ま
で
発
表
さ
れ
た
製
品
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
に
は
「
ロ
ン
グ
ラ
イ

フ
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
す
るD

&
D
EPA

R
T

M
EN
T
�PR
O
JECT

と
フ
ジ
ヤ
マ
テ
キ
ス
タ
イ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
合
同
展
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
本
番
で
の
開

催
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
同
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
・FU

JIH
IM
U
R
O

で
11
月
に
開
催
。

D
&
D
EPA

R
T
M
EN
T

の
ナ
ガ
オ
カ
ケ
ン
メ
イ
氏
と
、

鈴
木
マ
サ
ル
氏
の
対
談
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
の
目
に
触

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ナ
ガ
オ
カ
氏
は
こ
の
対
談
の

中
で
、
富
士
吉
田
の
活
動
を
「
行
政
、
地
場
産
業
、
学
校
、

1₀
代
の
若
者
か
ら
₆₀
代
以
上
の
年
配
者
ま
で
、
こ
ん
な
に

幅
広
い
業
種
、
年
代
の
人
た
ち
が
美
し
く
連
携
し
て
い
る

土
地
を
見
た
こ
と
が
な
い
」
と
評
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
未
来
都
市
を
目
指
し
て

２
０
１
６
年
の
３
月
に
発
刊
し
、
ハ
タ
フ
ェ
ス
が
生
ま

れ
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
県
発
行
の
小
冊
子
「
Ｌ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
」
の
中
で
ト
レ
ン
ド
ユ
ニ
オ
ン
の
家
安
香
氏
は
こ
の
街

の
こ
と
を
「
近
い
将
来
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
未
来
都
市

に
な
る
」
と
書
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
５
年
。
上
記
の

よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
と
の
連
携
の
結
果
、
た
だ
知
ら

れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
産
業
の
持
続
や
地
域
の
活
性
と
い

う
課
題
に
一
緒
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
仲
間
が
少
し
ず
つ

増
え
て
い
き
ま
し
た
。テ
キ
ス
タ
イ
ル
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
写
真
家
、
工
場
で
働
く
こ
と
を
選
ん
だ

職
人
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
歴
史
あ
る
織
物

産
業
と
の
関
わ
り
方
を
見
つ
け
、
表
現
し
て
く
れ
ま
す
。

◆◆◆

商
工
振
興
、
移
住
定
住
、
観
光
、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
市

役
所
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
が
、
織
物
と
連
動
し
た
取
り
組
み

を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
産
業
と

の
連
携
モ
デ
ル
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

関
わ
る
人
が
織
物
に
新
し
い
価
値
を
生
む

こ
の
先
、
産
業
が
か
つ
て
の
よ
う
な
大
量
受
注
で
潤
う

こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
け
れ
ど
、
独
立
し
た
ば
か
り
の
人

間
の
提
案
す
る
前
例
の
な
い
よ
う
な
事
業
に
も
き
ち
ん
と

耳
を
傾
け
、
惜
し
み
な
く
協
力
し
て
く
れ
る
懐
の
深
さ
が

こ
の
土
地
の
人
々
に
は
あ
り
ま
す
。
地
場
産
業
の
ハ
タ
オ
リ

と
マ
チ
の
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ト
が
つ
な
が
っ
て
価
値
が
生
ま
れ

て
き
た
よ
う
に
、
多
層
的
な
人
の
関
わ
り
は
産
業
に
新
し

い
価
値
を
生
ん
で
く
れ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
価
値
観
こ
そ
、

こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治
体
の
未
来
を
照
ら
す
ロ
ー
ル
モ
デ

ル
に
な
っ
て
い
く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◆◆◆

ハタフェス 2021 の開催風景

ハタフェス 2021 のトークイベントの様子

フジヤマテキスタイルプロジェクト 10周年記念展風景

ハタオリマチフェスティバルを運営する事務局チーム
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特 集
江
戸
時
代
か
ら
の
「
筆
の
都
」

熊
野
町
は
、
広
島
市
、
呉
市
、
東
広
島
市
の
ほ
ぼ
真
ん

中
に
位
置
し
、
人
口
約
２
万
３
０
０
０
人
、
面
積
約
34
平

方
㌔
、
標
高
約
２
２
０
メートル
の
盆
地
に
あ
る
広
島
県
中
西
部

の
町
で
す
。

平
成
30
年
に
町
政
施
行
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
本
町

は
、江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
筆
の
製
造
を
産
業
の
中
心
に
、

全
国
一
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
「
筆
の
都
」
と
し
て
発
展
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、昭
和
初
期
か
ら
続
く「
筆
ま
つ
り
」「
全

国
書
画
展
覧
会
」
な
ど
の
伝
統
的
な
行
事
を
は
じ
め
、
平

成
６
年
に
筆
文
化
の
発
信
と
地
域
振
興
の
拠
点
と
し
て

「
筆
の
里
工
房
」
を
整
備
す
る
な
ど
、
個
性
あ
る
歴
史
と

伝
統
を
生
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
近
年
は
、
熊
野
筆
の
品
質
の
高
さ
が
化
粧
筆
の
分
野

で
も
世
界
的
に
認
め
ら
れ
る
な
ど
「
熊
野
ブ
ラ
ン
ド
」
と

し
て
実
を
結
び
つ
つ
あ
り
ま
す
。

◆◆◆

熊
野
筆
の
始
ま
り
は
、
江
戸
時
代
末
期
、
農
閑
期
を
利

用
し
て
出
稼
ぎ
に
赴
い
た
奈
良
地
方
か
ら
筆
や
墨
を
仕
入

れ
、
そ
れ
を
売
り
さ
ば
い
て
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
筆
と
熊
野
の
結
び
付
き
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
約
１
８

０
年
前
に
な
る
と
、
広
島
藩
の
工
芸
の
推
奨
に
よ
り
、
全

国
に
筆
、
墨
の
販
売
先
が
広
が
り
、
本
格
的
な
筆
づ
く
り

の
技
術
習
得
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

住
民
の
熱
意
と
努
力
に
よ
り
、
筆
づ
く
り
の
技
が
根
付
く

と
と
も
に
、
明
治
５
年
に
学
制
が
公
布
さ
れ
、
同
33
年
に

は
義
務
教
育
が
４
年
間
と
な
る
な
ど
、
学
校
教
育
の
充
実

と
と
も
に
筆
が
よ
り
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
生
産

量
が
大
き
く
増
加
し
ま
し
た
。

第
２
次
世
界
大
戦
後
、
習
字
教
育
の
廃
止
に
よ
り
書
筆

の
生
産
量
が
落
ち
込
ん
だ
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
画
筆

や
化
粧
筆
の
生
産
も
始
ま
り
、
昭
和
50
年
に
は
広
島
県
で

初
め
て
国
の
伝
統
的
工
芸
品
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
現

在
は
、
書
筆
、
画
筆
、
化
粧
筆
い
ず
れ
も
全
国
一
の
生
産

量
を
占
め
る
ま
で
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

「
筆
の
里
工
房
」
か
ら
筆
文
化
発
信

筆
の
里
工
房
は
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
筆
の
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
で
、
筆
づ
く
り
の
歴
史
に
関
す
る
調
査
研
究
お
よ
び

資
料
収
集
、
展
覧
会
等
を
通
じ
て
、
筆
か
ら
生
ま
れ
る
文

化
（
書
、
絵
画
、
工
芸
、
化
粧
な
ど
）
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
近
年
は
、
鑑
賞
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
町
内

の
小
中
学
生
を
対
象
に
、
学
芸
員
が
対
話
を
し
な
が
ら
美

術
作
品
を
鑑
賞
す
る
こ
と
で
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
」
の
育
成
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
熊
野
筆
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す
る
た
め
、
平

成
22
年
７
月
に
広
島
駅
に
熊
野
筆
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
広

島
店
を
、
平
成
24
年
７
月
に
は
、
東
京
銀
座
に
あ
る
ひ
ろ

し
ま
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
Ｔ
Ａ
Ｕ
の
２
階
に
銀
座
店
を
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
店
舗
は
、単
に
筆
を
販
売
す
る
だ
け
で
な
く
、

熊
野
筆
の
素
晴
ら
し
さ
、
熊
野
筆
を
産
み
出
す
町
の
文
化

◆◆◆

広
島
県
熊
野
町

伝
統
的
な
産
業
・
工
芸
の
新
た
な
挑
戦

熊野化粧筆

筆
文
化
の
継
承
・
発
展
に

�

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

近
藤
　
光
宏

熊
野
町
産
業
観
光
課
課
長
補
佐

―「
熊
野
筆
」
拠
点
整
備
や
先
端
技
術
活
用
も
―
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を
一
体
的
な
「
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
来
店
者
に
伝
え
る
役

割
を
担
っ
て
お
り
、
熊
野
町
に
関
す
る
情
報
発
信
の
重
要

な
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
文
房
四
宝
」
の
産
地
間
交
流
で
博
覧
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
昨
年

度
か
ら
延
期
し
て
い
ま
す
が
、
古
来
よ
り
書
斎
に
お
い
て

大
切
に
さ
れ
て
き
た
文
房
四
宝
「
筆
、
墨
、
硯
、
紙
」
の

産
地
（
三
重
県
鈴
鹿
市
「
鈴
鹿
墨
」、宮
城
県
石
巻
市
「
雄

勝
硯
」、
鳥
取
県
鳥
取
市
「
因
州
和
紙
」）
と
連
携
し
、
隔

年
で
産
地
間
交
流
（
文
房
四
宝
博
覧
会
）
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

各
産
地
の
職
人
が
一
堂
に
会
し
、
日
本
の
生
活
と
風
土

に
根
ざ
し
た
手
づ
く
り
の
技
を
披
露
す
る
こ
と
で
、
各
産

地
と
の
交
流
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
伝
統
的
工
芸
品
の

情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
熊
野
」
つ
な
が
り
が
縁
で
、
令
和
元
年
₁₁
月
に

◆◆◆

三
重
県
熊
野
市
と
友
好
都
市
協
定
を
締
結
し
、
連
携
の
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
熊
野
市
で
し
か
採
れ
な
い
「
那

智
黒
石
」
と
「
熊
野
筆
」
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
商
品

を
開
発
し
ま
し
た
。
碁
石
や
硯
の
素
材
と
し
て
評
価
が
高

い
「
那
智
黒
石
」
を
筆
の
軸
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
新

た
な
付
加
価
値
を
創
造
す
る
試
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

熊
野
筆
事
業
協
同
組
合
で
は
、
広
島
市
に
あ
る
安
佐
動

物
公
園
と
連
携
し
て
、
動
物
の
毛
（
自
然
に
抜
け
た
毛
）

を
用
い
た
コ
ラ
ボ
筆
の
製
作
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
筆
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
取
り
組
ん

で
い
る
も
の
で
、
安
佐
動
物
公
園
で
人
気
の
ア
ミ
メ
キ
リ

ン
の
雌
「
は
ぐ
み
」
の
た
て
が
み
の
ほ
か
、
チ
ン
パ
ン
ジ

ー
や
レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
、
シ
マ
ウ
マ
な
ど
の
抜
け
毛
を
集

め
て
作
ら
れ
た
筆
は
、
動
物
園
等
で
展
示
す
る
な
ど
、
新

た
な
視
点
に
よ
る
熊
野
筆
の
情
報
発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。

穂
先
の
検
品
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
導
入

◆◆◆

現
在
、
熊
野
筆
の
原
材
料
と
な
る
動
物
の
毛
が
不
足
し

て
い
ま
す
。
筆
は
穂
先
に
イ
タ
チ
や
ヤ
ギ
、
馬
な
ど
の
毛

を
使
用
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
食
用
や
毛
皮
に
使
わ
れ
た

後
に
残
っ
た
毛
を
、
中
国
や
北
米
な
ど
か
ら
輸
入
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
₁0
年
ほ
ど
前
か
ら
中
国
で
筆
の
生
産
が

増
え
た
り
、
有
名
ブ
ラ
ン
ド
が
動
物
愛
護
の
観
点
で
毛
皮

製
品
を
作
ら
な
く
な
っ
た
り
し
て
毛
の
流
通
量
が
減
少
し

て
い
ま
す
。

代
替
と
な
る
高
品
質
な
化
学
繊
維
の
毛
の
開
発
は
至
難

の
業
で
す
が
、
町
内
に
あ
る
化
粧
筆
メ
ー
カ
ー
で
は
、
植

物
由
来
や
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
な
ど
を
原
材
料
と
し
、
硬
さ
や

太
さ
、
形
状
の
異
な
る
複
数
の
人
工
毛
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
動
物
の
毛
に
近
づ
け
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
後
継
者
不
足
の
問
題
が
あ
り
、
町
で
は
、
平
成

₁₈
年
か
ら
筆
職
人
の
後
継
者
育
成
事
業
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
が
、
定
着
率
は
低
く
、
問
題
の
解
決
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
中
、
職
人
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
作
業
工
程
の
自
動
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
事
業
所
も
あ
り
、
化
粧
筆
の
穂
先
を
自
動
で

検
品
す
る
機
械
を
導
入
す
る
な
ど
、
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入
に
よ
る
作

業
の
効
率
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
熊
野
筆
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
り
ま
す
が
、
戦
後
、
書
道
教
育
が
廃
止

さ
れ
書
筆
の
生
産
量
が
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
時

期
に
筆
づ
く
り
の
技
術
を
活
か
し
て
化
粧
筆
が

生
ま
れ
た
よ
う
に
、
創
意
工
夫
を
図
り
な
が
ら

熊
野
筆
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

筆まつりで行われる大作席
せき

書
しょ

熊野筆セレクトショップ本店

筆の里工房で展示している世界一の大筆
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「
阿
波
藍
」
の
歴
史

古
く
か
ら
日
本
人
の
生
活
に
深
く
か
か
わ
り
、「
ジ
ャ

パ
ン
・
ブ
ル
ー
」
と
言
わ
れ
た
藍
。
徳
島
は
、
藍
染
め
の

元
と
な
る
藍
染
料
「
蒅す

く
も」

づ
く
り
の
本
場
と
し
て
、
現
在

も
そ
の
伝
統
が
引
き
継
が
れ
、
徳
島
で
つ
く
ら
れ
た
蒅
を

「
阿
波
藍
」
と
呼
び
ま
す
。
徳
島
が
誇
る
「
阿
波
藍
」
は
、

日
本
の
伝
統
色
と
し
て
世
界
か
ら
評
価
さ
れ
る
ジ
ャ
パ

ン
・
ブ
ル
ー
の
歴
史
を
支
え
続
け
て
き
ま
し
た
。

阿
波
に
お
け
る
藍
生
産
の
歴
史
が
分
か
る
史
料
の
ひ
と

つ
に
「
兵

ひ
ょ
う

庫ご

北き
た

関せ
き

入い
り

船ふ
ね

納の
う

帳ち
ょ
う」（
１
４
４
５
年
）
が
あ
り
、

大
量
の
藍
が
阿
波
か
ら
兵
庫
の
港
に
荷
揚
げ
さ
れ
た
と
の

記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

戦
国
時
代
に
は
、
武
士
の
鎧
下
を
藍
で
染
め
る
よ
う
に

な
り
、
黒
に
近
い
ほ
ど
深
く
濃
く
染
め
ら
れ
た
藍
色
は

「
勝か

ち

色い
ろ

」と
呼
ば
れ
、縁
起
が
良
い
と
好
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
は
、
藩
の
奨
励
を
受
け
藍
栽
培
が
本
格
的
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
木
綿
の
生
産
が
急
増
す
る
に
伴

い
、
阿
波
藍
の
需
要
は
飛
躍
的
に
伸
び
、
質
・
量
と
も
に

◆◆◆

全
国
の
市
場
を
席
巻
し
ま
し
た
。

阿
波
藍
の
全
盛
期
は
明
治
時
代
で
最
大
約
１
万
５
０
０

０
㌶
の
栽
培
面
積
を
誇
り
、
作
付
面
積
、
生
産
量
と
も
に

全
国
の
過
半
数
を
占
め
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
化

学
染
料
の
普
及
と
と
も
に
作
付
面
積
は
激
減
し
ま
し
た

が
、
１
９
７
８
年
に
阿
波
藍
の
製
造
方
法
が
国
の
選
定
保

存
技
術
に
選
定
さ
れ
る
な
ど
、
郷
土
の
伝
統
あ
る
産
業
と

し
て
天
然
染
料
の
良
さ
が
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
藍

染
作
品
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

藍
の
振
興
に
向
け
た
本
県
の
取
り
組
み

本
県
で
は
、
吉
野
川
流
域
を
中
心
に
盛
ん
に
製
造
さ
れ

た
「
阿
波
藍
」、そ
の
経
済
的
繁
栄
を
背
景
に
栄
え
た
「
阿

波
人
形
浄
瑠
璃
」
や
「
阿
波
お
ど
り
」、
そ
し
て
本
県
が

ア
ジ
ア
初
演
で
あ
る
ベ
ー
ト
ー
べ
ン
の
「
第
九
」、
こ
れ

ら
四
つ
の
誇
る
べ
き
文
化
資
源
を
「
あ
わ
文
化
４
大
モ
チ

ー
フ
」
に
位
置
づ
け
、
そ
の
魅
力
を
国
内
外
に
向
け
て
重

点
的
に
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

観
光
分
野
に
お
い
て
も
、
藍
産
業
の
振
興
や
藍
を
通
じ

◆◆◆

た
観
光
誘
客
を
目
指
し
、
国
内
外
に
本
県
の
藍
の
魅
力
を

発
信
し
て
お
り
、
国
外
に
お
い
て
は
、
香
港
や
フ
ラ
ン
ス

な
ど
で
展
示
販
売
会
や
藍
染
体
験
を
実
施
し
、
現
地
の
方

か
ら
大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
国
内
に
お
い
て
は
、

文
化
施
設
に
て
藍
染
製
品
の
展
示
販
売
会
、
藍
と
関
連
の

深
い
貴
重
な
文
化
財
や
全
国
の
染
織
家
の
作
品
を
展
示

し
、
県
内
外
の
藍
関
係
者
と
連
携
し
た
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
産
業
面
で
は
、
藍
を
活
用
し
た
新
分
野
へ
の
製

品
開
発
や
販
路
開
拓
を
支
援
し
て
お
り
、
藍
の
天
然
色
素

を
独
自
の
染
色
技
術
に
よ
り
、
革
製
品
や
建
材
、
木
工
製

品
な
ど
へ
応
用
し
た
も
の
を
は
じ
め
、
天
然
藍
で
彩
色
さ

れ
た
藍
色
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
精
密
板
金
製
品
も
生
産
さ
れ
る

な
ど
、
そ
の
用
途
は
多
様
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

建
材
、
革
製
品
、
食
品
な
ど 

新
分
野
へ
の
挑
戦

住
宅
建
設
と
資
材
販
売
を
行
っ
て
い
る
事
業
者
は
、
沈

殿
藍
の
技
術
を
応
用
す
る
こ
と
で
藍
を
染
料
か
ら
塗
料
に

置
き
換
え
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
塗
料
を
木
材
に
塗
布
し

た
建
材
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
徳
島
杉
と
藍
染
料
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
建
材
シ
リ
ー
ズ
は
、

和
風
で
あ
り
な
が
ら
モ
ダ
ン
な
意
匠
を
実
現
し
た
唯
一
無

二
な
木
材
製
品
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
木
製
イ

ン
テ
リ
ア
・
生
活
雑
貨
を
中
心
と
す
る
藍
染
製
品
も
展
開

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
、
藍
で
し
か
出
せ
な
い
木
目
の
風

合
い
、
深
み
の
あ
る
青
さ
を
最
大
限
に
活
か
し
た
製
品

（
皿
、
酒
器
等
）
に
仕
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
国
内
は
も
と

よ
り
世
界
各
国
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

ま
た
、
呉
服
お
よ
び
衣
料
品
の
企
画
・
製
造
・
販
売
を

行
っ
て
い
る
事
業
者
は
、
皮
革
原
料
の
生
産
・
製
造
に
も

◆◆◆

徳
島
県

伝
統
的
な
産
業
・
工
芸
の
新
た
な
挑
戦

川
上
　
武
士

徳
島
県
商
工
労
働
観
光
部

新
未
来
産
業
課
課
長
補
佐

―
徳
島
の
新
た
な
藍
の
価
値
を
創
造
―

阿
波
藍
の
魅
力
を
全
国
、
そ
し
て
世
界
へ

25 2022・1月号 地域づくり 特集編 2022・1月号地域づくり 特集編 24

10



特 集

力
を
入
れ
て
お
り
、
藍
染
め
の
技
術
を
応
用
し
て
良
質
な

本
革
を
藍
で
染
め
た
製
品
（
財
布
、
ペ
ン
ケ
ー
ス
等
）
の

生
産･

販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
藍
の
染
料
に
天
然
皮
革

を
入
れ
て
、
何
度
も
浸
し
て
は
空
気
に
さ
ら
す
作
業
を
繰

り
返
す
こ
と
で
、
深
み
の
あ
る
色
、
質
感
、
テ
リ
を
実
現

さ
せ
、
使
う
ほ
ど
に
味
わ
い
を
重
ね
ま
す
。
藍
も
革
も
天

然
素
材
の
た
め
、
ひ
と
つ
も
同
じ
表
情
が
な
い
と
こ
ろ
も

魅
力
の
一
つ
で
す
。
藍
と
革
と
い
う
二
つ
の
天
然
素
材
と

日
本
が
誇
る
伝
統
技
術
で
新
し
い
和
の
形
を
提
案
し
て
い

ま
す
。

最
後
に
＂
食
べ
る
藍
＂
の
紹
介
で
す
。
昔
か
ら
「
藍
商

人
は
病
気
知
ら
ず
」
と
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
藍
商
人
た
ち

は
藍
を
漢
方
薬
と
し
て
取
り
入
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
ま

た
、
近
年
の
研
究
に
よ
り
、
藍
に
は
血
糖
値
を
下
げ
る
働

き
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
調
剤
専

門
の
薬
局
を
経
営
す
る
事
業
者
は
、
世
界
初
の
食
用
藍
ハ

ウ
ス
水
耕
栽
培
に
よ
り
生
葉
や
乾
燥
葉
、
パ
ウ
ダ
ー
（
藍

粉
）
を
製
造
す
る
と
と
も
に
、
食
用
藍
の
普
及
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
県
産
藍
を
１
０
０
％
使
用
し
た
「
お
茶
」
や

藍
の
葉
と
藍
パ
ウ
ダ
ー
を
生
地
に
練
り
込
ん
だ
固
焼
き
ビ

ス
ケ
ッ
ト
な
ど
藍
粉
を
使
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
開
発

に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。生
活
習
慣
病
予
防
と
し
て
、

サ
ラ
ダ
や
ス
ー
プ
、
デ
ザ
ー
ト
な
ど
多
様
な
ア
イ
テ
ム
に

取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
食
用
藍
が
世
界
中
で
食
さ
れ

る
日
が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

独
仏
見
本
市
で
も
高
い
評
価

新
未
来
産
業
課
で
は
、
県
内
Ｌ
Ｅ
Ｄ
産
業
な
ど
の
情
報

を
発
信
す
る
「
東
京
常
設
展
示
場
」（
新
宿
区
）
に
お
い

て
藍
関
連
製
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
国
内
大
規
模
展

示
会
を
は
じ
め
、「
ド
イ
ツ
・
ハ
ノ
ー
バ
ー
メ
ッ
セ
」
や
世

界
最
大
級
の
イ
ン
テ
リ
ア
・
デ
ザ
イ
ン
産
業
見
本
市
「
フ

ラ
ン
ス
・
メ
ゾ
ン
・
エ
・
オ
ブ
ジ
ェ
」
に
徳
島
県
ブ
ー
ス

を
出
展
す
る
な
ど
、
県
内
企
業
が
開
発
し
た
藍
染
製
品
や

高
い
技
術
力
を
世
界
に
向
け
て
広
く
発
信
し
、
高
い
評
価

を
得
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
欧
州
を
中
心
と
し
た
世
界

最
大
級
の
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の
出
展
や

海
外
バ
イ
ヤ
ー
と
の
商
談
会
に
よ
り
、
海
外
展
開
の
さ
ら

な
る
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
と
も
、「
阿
波
藍
」

の
新
た
な
魅
力
創
出
、
情
報
発
信
、
販
路
拡
大
を
戦
略
的

に
推
進
し
、
世
界
に
誇
る
「
徳
島
ブ
ル
ー
」
と
し
て
の
ブ

ラ
ン
ド
構
築
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

新宿パークタワーの東京常設展示場に並ぶ藍関連製品 藍推進月間における東京常設展示場の特別展示

仏「メゾン・エ・オブジエ 2020」で藍製品を見る来場者
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特 集
と
ら
く
ら
と
は

と
ら
く
ら
は
、
２
０
２
１
年
１
月
26
日
に
一
般
社
団
法

人
伝
統
文
化
デ
ジ
タ
ル
協
議
会 

（
福
岡
県
福
岡
市
） 

と
現

役
大
学
生
に
よ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
株
式
会
社w

akonart 

（
大
阪
府
堺
市
） 

が
共
同
で
設
立
し
た
伝
統
工
芸
学
生
ア

ン
バ
サ
ダ
ー
で
あ
る
。
２
０
２
１
年
11
月
現
在
、
累
計
30

大
学
42
人
の
学
生
が
参
画
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
メ
デ
ィ
ア
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
不
定
期
の
イ
ベ
ン
ト
で
伝
統
工
芸
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
る
。

と
ら
く
ら
を
立
ち
上
げ
た
理
由

私
は
京
都
府
京
丹
後
市
生
ま
れ
。
父
は
板
金
会
社
の
社

長
、
祖
母
は
丹
後
ち
り
め
ん
の
職
人
と
い
う
経
営
と
モ
ノ

づ
く
り
が
身
近
な
家
系
で
育
っ
た
。
幼
少
期
か
ら
日
本
史

が
好
き
で
定
期
的
に
家
族
で
遺
跡
め
ぐ
り
を
し
て
い
た
。

◆◆◆

伝
統
工
芸
は
40
年
で
生
産
額
と
従
事
者
が
80
％
も
減
少

す
る
斜
陽
産
業
の
一
つ
。
数
百
年
以
上
の
歴
史
を
持
ち
な

が
ら
も
、
昨
今
の
欧
米
型
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
海
外
製

品
の
流
入
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
達
な
ど
の
社
会
の
急
激

な
変
化
に
飲
み
込
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
伝
統
工
芸
は

そ
の
土
地
の
素
材
や
歴
史
、
文
化
を
含
む
日
本
の
伝
統
文

化
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
。
そ
ん
な
伝
統
工
芸
の
大
き

な
課
題
で
あ
る
「
認
知
不
足
」
と
い
う
課
題
を
解
決
す
べ

く
、
と
ら
く
ら
を
立
ち
上
げ
た
。

Ｚ
世
代
が
伝
え
る
価
値

Ｚ
世
代
で
組
ま
れ
た
チ
ー
ム
だ
か
ら
こ
そ
の
強
み
は
、

「
デ
ジ
タ
ル
を
使
っ
た
発
信
」
だ
。
Ｚ
世
代
は
１
９
９
０

年
代
中
盤
か
ら
２
０
０
０
年
代
終
盤
ま
で
に
生
ま
れ
た
世

代
を
指
す
。彼
ら
の
特
徴
は「
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
」「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
ネ
イ
テ
ィ
ブ
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
」
な
ど
だ
。

伝
統
工
芸
の
産
業
が
そ
の
認
知
・
普
及
に
お
い
て
大
き
く

◆◆◆

遅
れ
て
い
る
こ
の
世
代
の
視
点
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
新

し
い
可
能
性
を
開
き
、認
知
度
を
高
め
る
可
能
性
が
あ
る
。

と
ら
く
ら
の
活
動
内
容

と
ら
く
ら
の
活
動
は
大
き
く
分
け
る
と
三
つ
。 

Ｚ
世

代
の
視
点
で
工
芸
の
魅
力
を
発
信
す
る
取
材
コ
ラ
ム
メ
デ

ィ
ア「
と
ら
く
ら
」、 

若
者
目
線
で
着
物
を
日
常
に
和（
あ
）

え
る
（
取
り
入
れ
る
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
と
ら
く
ら

K
IM

O
N

O
T

O

」、
外
部
と
の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
。

取
材
コ
ラ
ム
メ
デ
ィ
ア
「
と
ら
く
ら
」
は
２
０
２
１
年

３
月
に
リ
リ
ー
ス
し
て
以
降
、
京
都
の
「
雪
花
絞し

ぼ
り」、
福

◆◆◆

福
岡
県
福
岡
市

伝
統
的
な
産
業
・
工
芸
の
新
た
な
挑
戦

とらくらの紹介ページ

純
粋
な〝
好
き
〟を
発
信
し
、

�

需
要
を
喚
起
す
る

白
江
　
勝
行

伝
統
工
芸
学
生
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
ら
く
ら
代
表

―
Ｚ
世
代
の「
伝
統
工
芸
学
生
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
ら
く
ら
」―
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岡
の
陶
芸
「
小
石
原
焼
」、「
久
留
米
絣か

す
り」
な
ど
の
取
材
11

記
事
、
青
森
の
「
津
軽
塗
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
コ
ラ

ム
₅8
記
事
を
掲
載
し
た
。「
包
む
―
日
本
の
伝
統
パ
ッ
ケ

ー
ジ
」（
東
京
・
目
黒
区
美
術
館
）
と
い
っ
た
各
地
の
企

画
展
取
材
の
記
事
も
載
せ
て
い
る
。
メ
デ
ィ
ア
の
コ
ン
セ

プ
ト
設
計
か
ら
記
事
執
筆
、
普
段
の
運
用
ま
で
全
て
Ｚ
世

代
が
行
っ
て
い
る
。

若
者
目
線
で
着
物
を
日
常
に
和
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
と
ら
く
らK

IM
O

N
O

T
O

」
は
、
若
者
の
着
物
デ
ビ
ュ

ー
を
応
援
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
実
施
。
２
０
２
１
年

５
月
の
リ
リ
ー
ス
以
降
、
１
７
７
投
稿
、
１
３
０
０
フ
ォ

ロ
ワ
ー
、
月
間
３
万
７
７
０
０
Ｐ
Ｖ
の
メ
デ
ィ
ア
だ
。

Instagram

ラ
イ
ブ
や
カ
ー
ド
型
の
発
信
が
特
徴
で
固
定

フ
ァ
ン
も
多
い
。

メ
デ
ィ
ア
の
運
営
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
学
生
で
企
画
し
挑
戦
し
て
き
た
。
そ
の
中

か
ら
三
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

一
つ
目
は
「
と
ら
く
ら
カ
レ
ッ
ジ
」。
伝
統
工
芸
学
生

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
メ
ン
バ
ー
が
工
芸
や
、
デ
ジ
タ
ル
、
取

材
の
仕
方
を
学
ぶ
学
習
講
座
だ
。
専
門
家
を
招
き
、
全
６

回
に
分
け
て
講
義
を
実
施
。
講
義
の
終
盤
で
は
、
ア
ク
テ

ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
実
際
に
一
つ
イ
ベ
ン
ト
を
考

え
実
行
ま
で
行
っ
た
事
例
も
あ
る
。

二
つ
目
は
「
伝
統
工
芸w

ithA
R

ハ
ッ
カ
ソ
ン
」。
若

手
エ
ン
ジ
ニ
ア
チ
ー
ム
「w

ithA
R

」
と
コ
ラ
ボ
し
、
福

岡
県
の
伝
統
工
芸
品
「
小
石
原
焼
」
の
魅
力
を
、Ａ
Ｒ
（
拡

張
現
実
）
技
術
を
使
っ
て
新
し
い
形
で
Ｐ
Ｒ
す
る
手
法
を

模
索
し
た
。
１
週
間
の
ハ
ッ
カ
ソ
ン
（
技
術
者
や
デ
ザ
イ

ナ
ー
な
ど
が
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
っ
て
行
う
短
期
の
開
発

イ
ベ
ン
ト
）
を
通
し
て
、
６
つ
の
作
品
が
生
ま
れ
、
う
ち

１
つ
は
実
際
にInstagram

フ
ィ
ル
タ
ー
と
し
て
リ
リ

ー
ス
も
さ
れ
た
。
30
人
近
く
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
デ
ザ
イ
ナ

ー
が
集
ま
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ルdiscord

を
活
用
し
た
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。

三
つ
目
は
「K

IM
O

N
O

T
O

 

七
夕
編
」。
２
０
２
１
年

の
七
夕
に
は
、
着
物
を
日
常
に
和
え
る
企
画
を
行
っ
た
。

そ
の
一
つ
は
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
。「
着
物
の

日
常
へ
の
和
え
方
」
を
メ
ー
カ
ー
や
小
売
店
、着
物
好
き
、

Ｚ
世
代
な
ど
総
勢
₅0
人
が
集
ま
り
話
し
合
っ
た
。
そ
し
て

Ｕ
30
限
定
の
着
物
販
売
イ
ベ
ン
ト
。
と
ら
く
ら
発
の
販
売

イ
ベ
ン
ト
だ
。
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
制
作
サ
ー
ビ
ス

base

を
活
用
し
期
間
限
定
で
、
本
格
的
な
着
物
や
草
履
、

和
装
小
物
の
販
売
を
行
っ
た
。
結
果
的
に
高

額
な
着
物
は
売
れ
な
か
っ
た
が
、
草
履
や
和

装
小
物
が
Ｚ
世
代
に
売
れ
た
。

そ
の
他
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
オ
ン

ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
へ

取
材
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
積
極
的
に
発
信

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
の
活
動
展
開

Ｗ
ｅ
ｂ
メ
デ
ィ
ア
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
土
台
づ
く

り
は
完
了
し
た
た
め
、
今
後
も
情
報
発
信
を

続
け
て
い
く
。
同
時
に
大
手
の
小
売
店
と
も

連
携
し
「
販
売
活
動
」
に
も
力
を
入
れ
る
。

す
で
に
取
り
組
み
先
は
決
ま
っ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
発
信
力
が
い
か
に
販
売

へ
と
結
び
つ
く
か
を
検
証
し
た
い
。

◆◆◆

とらくらの取材記事掲載ページ

とらくらがリモートで開催した歓迎会

7月に開催したKIMONOTOのイベント
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４
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
産
地

波
佐
見
町
は
４
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
陶
磁
器
生
産
の

町
で
す
。

波
佐
見
焼
は
つ
い
最
近
ま
で
全
国
的
に
は
知
名
度
の
低

い
産
地
で
し
た
が
、
そ
の
歴
史
は
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出

兵
を
機
に
現
在
の
伊
万
里
市
周
辺
で
窯
が
作
ら
れ
、
肥
前

地
区
一
帯
で
や
き
も
の
づ
く
り
が
起
こ
っ
た
時
期
ま
で
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
朝
鮮
陶
工
に
よ
り
技
術
が
伝

わ
り
陶
磁
器
の
生
産
が
始
ま
り
ま
し
た
。
有
名
な
伊
万
里

焼
、
有
田
焼
は
高
級
品
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
同

じ
産
地
で
あ
り
な
が
ら
、
波
佐
見
で
は
当
時
巨
大
な
登
り

窯
が
何
基
も
作
ら
れ
、
分
業
に
よ
る
大
量
生
産
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
高
級
品
で
あ
っ
た
磁
器
の
器
が
、

江
戸
庶
民
も
使
う
日
用
の
器
と
し
て
北
前
船
で
運
ば
れ
、

全
国
で
使
わ
れ
ま
し
た
。

波
佐
見
で
は
い
ち
早
く
産
業
と
し
て
陶
磁
器
の
生
産
を

始
め
、
ま
た
波
佐
見
焼
は
江
戸
時
代
に
お
い
て
食
文
化
を

変
え
た
産
地
だ
と
も
い
え
ま
す
が
、
江
戸
期
に
お
い
て
は

◆◆◆

積
出
港
の
伊
万
里
焼
と
し
て
、
明
治
以
降
近
代
ま
で
は
、

有
田
駅
か
ら
汽
車
で
運
ば
れ
た
た
め
、
有
田
焼
と
し
て
流

通
し
て
き
ま
し
た
。

有
田
焼
も
含
め
、
肥
前
地
区
の
陶
磁
器
の
売
上
げ
は
バ

ブ
ル
崩
壊
後
急
激
に
落
込
み
全
盛
期
の
３
分
の
１
ま
で
減

少
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
波
佐
見
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
窯
業
の
知
名
度
の
向
上
と
有
田
焼
か
ら
自
立

す
る
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
窯
業
と
農
業
に
観
光
を

組
み
合
わ
せ
た
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
フ
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み

波
佐
見
焼
と
は
何
か
を
産
地
全
体
で
自
問
自
答
し
ま
し

た
。「
波
佐
見
焼
は
一
般
庶
民
の
器
と
し
て
生
活
に
根
差

し
た
も
の
」
と
し
て
位
置
づ
け
「
カ
ジ
ュ
ア
ル
リ
ッ
チ
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
波
佐
見
焼
を
つ
く
り
は
じ
め
ま
し

た
。　波

佐
見
焼
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
産
地
全
体
で
共
有
す
る
こ

と
で
波
佐
見
焼
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
進
行
し
ま
し
た
。
波
佐

◆◆◆

見
焼
の
認
知
度
が
高
ま
る
と
共
に
、
波
佐
見
町
を
訪
れ
る

人
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
や
き
も
の
づ
く
り
の
町
の
魅
力

を
訪
れ
る
人
に
伝
え
る
た
め
に
「
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
フ
ト
ツ

ー
リ
ズ
ム
」
の
推
進
は
必
要
で
し
た
。
４
０
０
年
間
や
き

も
の
を
作
り
続
け
て
き
た
文
化
の
集
積
が
、
訪
れ
る
人
に

地
域
の
魅
力
を
伝
え
る
と
共
に
波
佐
見
焼
の
価
値
を
上
げ

る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。　
　

窯
元
が
工
場
の
一
部
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
し
た
り
、
若
い

人
の
来
訪
が
増
え
た
こ
と
を
受
け
て
カ
フ
ェ
を
併
設
し
た

り
し
、
観
光
客
が
く
つ
ろ
げ
る
場
所
を
整
え
ま
し
た
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、
２
０
０
０
年
に
48
万
人
だ
っ

た
来
訪
者
数
も
２
０
１
８
年
に
は
１
０
０
万
人
を
超
え
る

よ
う
に
な
り
、
陶
器
ま
つ
り
の
期
間
だ
け
に
集
中
し
て
い

た
お
客
様
が
１
年
を
通
じ
て
訪
れ
る
町
へ
と
変
化
し
て
き

ま
し
た
。

全
国
大
会
の
開
催
と
海
外
へ
の
展
開

「
日
本
に
お
け
る
伝
統
工
芸
品
を
は
じ
め
と
す
る
『
も

の
づ
く
り
産
業
』
を
取
り
巻
く
環
境
は
、人
口
の
減
少
や
、

生
活
ス
タ
イ
ル
、
嗜し

好こ
う

の
多
様
化
等
に
よ
り
市
場
が
縮
小

し
て
お
り
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、『
も
の
づ
く
り
産
業
』を
形
づ
く
っ
た
歴
史
や
文
化
、

そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
技
術
の
秀
逸
さ
は
、
日
本
に
と

っ
て
か
け
が
え
の
な
い
大
き
な
財
産
で
あ
り
、
そ
の
価
値

は
世
界
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
す
。

わ
た
し
達
は
、
こ
の
貴
重
な
財
産
を
い
か
す
べ
く
、
モ

ノ
づ
く
り
産
業
【
ク
ラ
フ
ト
】
と
、
歴
史
・
文
化
・
体
験
・

体
感
【
ツ
ー
リ
ズ
ム
】
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
の
魅
力
を
国

内
は
も
と
よ
り
海
外
に
広
く
発
信
し
て
い
く
取
り
組
み
を

日
本
各
地
の
産
地
団
体
と
連
携
、
協
働
の
も
と
展
開
し
て

◆◆◆

長
崎
県
波
佐
見
町

伝
統
的
な
産
業
・
工
芸
の
新
た
な
挑
戦

―
波
佐
見
焼
、
バ
ブ
ル
崩
壊
機
に
ブ
ラ
ン
ド
化
―小

林
　
善
輝

西
海
陶
器
株
式
会
社
常
務
取
締
役

グ
リ
ー
ン
ク
ラ
フ
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
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い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
」︵
ク
ラ
フ
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業

協
議
会　

大
会
宣
言
文
よ
り
︶

第
１
回
ク
ラ
フ
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
協
議
会
全
国
大
会

を
２
０
２
０
年
２
月
に
全
国
₁₁
地
域
よ
り
１
５
０
人
の
参

加
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
し
た

が
第
２
回
大
会
を
福
岡
県
大
川
市
に
お
い
て
リ
モ
ー
ト
形

式
で
開
催
し
ま
し
た
。　

そ
れ
ぞ
れ
の
産
地
の
持
つ
魅
力
は
つ
な
が
る
事
に
よ
り

増
し
て
い
き
ま
す
。
特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
目
を
向
け
る

と
、
産
地
を
周
遊
す
る
ツ
ア
ー
や
、
展
示
会
の
共
同
開
催

な
ど
単
独
で
は
発
信
で
き
な
い
情
報
も
発
信
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

波
佐
見
町
で
も
こ
れ
ま
で
産
地
の
歴
史
や
文
化
、
モ
ノ

づ
く
り
に
対
す
る
思
い
な
ど
を
Ｆ
Ａ
Ｍ
ト
リ
ッ
プ
︵
海
外

メ
デ
ィ
ア
、
旅
行
業
者
な
ど
を
招
く
ツ
ア
ー
︶
や
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
を
通
じ
て
発
信
し
ま
し
た
。
特
に
Ｆ
Ａ
Ｍ
ト
リ

ッ
プ
で
は
最
初
に
メ
デ
ィ
ア
を
対
象
に
実
施
し
て
外
国
人

目
線
で
体
験
し
て
も
ら
い
、
全
体
の
流
れ
や
物
語
、
各
ス

ポ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
検
証
し
て
も
ら
い
、
外
国
人

向
け
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
に
掲
載
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。　

台
湾
か
ら
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
マ
ガ
ジ
ン
の
編
集
チ
ー
ム
を
招
へ

い
し
、
台
湾
人
の
視
点
で
心
に
響
く
シ
ョ
ッ
プ
・
コ
ン
テ

ン
ツ
の
取
材
機
会
を
提
供
。
ま
た
現
地
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
に
も
記
事
を
作
成
し
て
も
ら
い
台
湾
で
の
波
佐
見
焼

の
認
知
度
を
高
め
ま
し
た
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
マ
ガ
ジ
ン
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
配
信
記
事
の
閲
覧
数

は
約
₃₆
万
に
上
り
、
認
知
度
が
上
昇
し
ま
し
た
。
現
地
で

の
波
佐
見
焼
ツ
ア
ー
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
延
期
に
な
っ
て
い
ま
す
。

香
港
に
つ
い
て
も
陶
磁
器
に
精
通
し
て
い
る
キ
ー
マ
ン

を
招
へ
い
し
、
波
佐
見
焼
の
見
学
や
制
作
体
験
・
食
・
温

泉
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
組
み
合
わ
せ
た
Ｆ
Ａ
Ｍ
ト
リ
ッ
プ

を
実
施
。
国
史
跡
の
登
り
窯
の
見
学
で
は
、
早
速
香
港
の

陶
芸
家
向
け
の
登
り
窯
ツ
ア
ー
を
計
画
す
る
な
ど
具
体
的

な
動
き
に
な
り
ま
し
た
。　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
海
外
か
ら
の
来
訪
は
で
き
な
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
で
世
界
中
と
つ
な

が
る
事
が
で
き
ま
す
。
特
に
ア
ジ
ア
圏
の
人
々
の
日
本
へ

の
訪
問
意
欲
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
産
地
を
訪
れ
て
魅
力

を
発
信
し
て
も
ら
う
こ
と
が
波

佐
見
焼
の
価
値
を
高
め
る
と
共

に
購
入
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
行
動
が
制

限
さ
れ
世
界
中
で
内
食
が
浸
透

し
た
結
果
、
食
器
の
需
要
は
海

外
で
伸
び
て
い
ま
す
。
世
界
中

の
食
文
化
を
豊
か
に
す
る
も
の

づ
く
り
こ
そ
波
佐
見
焼
の
コ
ン

セ
プ
ト
で
す
。
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
が
叫
ば
れ
る
中
、
伝

統
産
業
の
伝
承
と
次
世
代
に
つ

な
が
る
モ
ノ
づ
く
り
に
は
グ
ロ

ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
世
界
中

と
つ
な
が
る
取
り
組
み
が
大
事

で
す
。
今
後
世
界
中
の
人
が
感

動
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中国での展示会で地元メディアのインタビューを受ける様子

台湾から招いたライターによる波佐見焼の体験風景

第１回クラフトツーリズム全国大会の様子
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が
30
名
以
上
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
産
業
と
し
て
あ
る
程
度

の
規
模
を
保
っ
て
い
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
る
。
一
人

の
職
人
が
独
自
の
卓
越
し
た
技
で
作
品
を
作
っ
て
い
て
も

伝
統
的
工
芸
品
と
し
て
は
指
定
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

前
述
の
条
件
を
満
た
し
、
自
治
体
を
経
由
し
て
申
請
さ

れ
た
工
芸
品
は
、
産
業
構
造
審
議
会
の
伝
統
的
工
芸
品
指

定
小
委
員
会
に
お
け
る
審
議
を
経
て
経
済
産
業
大
臣
が
指

定
す
る
と
「
伝
統
的
工
芸
品
」
と
な
る
。
国
が
指
定
し
た

伝
統
的
工
芸
品
（
以
下
、
伝
産
品
と
い
う
）
は
、
令
和
３

年
11
月
現
在
で
２
３
６
品
で
あ
る
。

伝
産
法
が
制
定
さ
れ
た
昭
和
49
年
、
我
が
国
は
高
度
経

済
成
長
の
た
だ
中
に
あ
っ
た
。
当
時
の
施
策
は
中
小
企
業

の
振
興
と
近
代
化
を
図
る
べ
く
、
企
業
規
模
の
大
型
化
、

設
備
の
近
代
化
、経
営
の
合
理
化
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
。

一
方
、
文
化
財
保
護
の
観
点
か
ら
工
芸
品
分
野
に
お
い
て

美
術
的
、
工
芸
史
的
に
特
に
重
要
な
技
術
に
つ
い
て
は
、

そ
の
技
術
を
保
持
す
る
人
を
無
形
文
化
財
と
し
て
指
定

し
、
技
術
の
維
持
と
後
継
者
育
成
に
努
め
て
い
た
。
伝
産

品
は
、
製
作
過
程
が
手
工
業
的
で
あ
り
、
ま
た
美
術
工
芸

品
で
は
な
く
大
衆
性
の
あ
る
実
用
品
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
両
政
策
の
狭
間
に
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
生
活
の
中

で
は
ぐ
く
ま
れ
、
受
け
継
が
れ
、
失
わ
れ
れ
ば
再
興
が
困

難
な
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
昭
和
49
年
に
伝
産
法
が
公
布･

施
行
さ
れ
た
。
現

在
指
定
さ
れ
て
い
る
伝
産
品
２
３
６
品
の
内
訳
は
、
西
陣

織
や
博
多
織
な
ど
の
織
物
38
品
、
九
谷
焼
や
伊
万
里･

有

田
焼
な
ど
の
陶
磁
器
32
品
、
輪
島
塗
や
越
前
漆
器
な
ど
の

漆
器
23
品
な
ど
で
あ
る
（
表
１
）。

伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
現
状
と
課
題

伝
統
的
工
芸
品
と
伝
産
法

経
済
産
業
省
製
造
産
業
局
伝
統
的
工
芸
品
産
業
室
（
以

下
、伝
産
室
と
い
う
）に
は「
○
○
は
伝
統
的
工
芸
品
か
？
」 

と
い
う
問
合
せ
が
よ
く
寄
せ
ら
れ
る
。
各
地
域
に
は
、
国

が
指
定
し
た
伝
統
的
工
芸
品
の
ほ
か
市
町
村
や
都
道
府
県

が
指
定
す
る
伝
統
工
芸
品
が
あ
り
少
々
紛
ら
わ
し
い
。
ま

ず
は
国
の
伝
統
的
工
芸
品
と
は
何
か
、
そ
の
定
義
に
つ
い

て
述
べ
た
い
。

伝
産
室
が
所
掌
す
る
伝
統
的
工
芸
品
と
は
、「
伝
統
的
工

芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、
伝
産
法
と
い

う
）
第
２
条
に
基
づ
き
経
済
産
業
大
臣
が
指
定
し
た
工
芸

品
で
あ
り
、
そ
の
要
件
は
、

①
主
と
し
て
日
常
生
活
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

②
そ
の
製
造
過
程
の
主
要
部
分
が
手
工
業
的
で
あ
る
こ
と
。

③
伝
統
的
な
技
術
又
は
技
法
に
よ
り
製
造
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

④
伝
統
的
に
使
用
さ
れ
て
き
た
原
材
料
が
主
た
る
原
材
料

と
し
て
用
い
ら
れ
、
製
造
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

⑤
一
定
の
地
域
に
お
い
て
少
な
く
な
い
数
の
者
が
そ
の
製

造
を
行
い
、
又
は
そ
の
製
造
に
従
事
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

を
満
た
す
工
芸
品
で
あ
る
。

ま
ず
①
だ
が
、
例
え
ば
着
物
（
和
装
）
は
現
代
生
活
に

お
い
て
は
冠
婚
葬
祭
と
い
っ
た
機
会
で
着
る
こ
と
が
多
い

で
あ
ろ
う
。「
日
常
生
活
の
用
」
と
は
、
こ
う
し
た
使
わ

れ
方
を
含
む
も
の
で
、
美
術
品
や
美
術
工
芸
品
と
は
異
な

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

②
は
、
例
え
ば
「
ろ
く
ろ
形
成
」
を
考
え
る
と
、
現
代

で
は
ろ
く
ろ
を
足
で
回
す
よ
り
、
モ
ー
タ
ー
で
回
し
て
い

る
こ
と
が
実
際
に
は
多
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
陶

磁
器
の
味
わ
い
を
出
す
の
は
職
人
の
技
で
あ
り
、
ろ
く
ろ

を
回
転
さ
せ
る
こ
と
自
体
を
工
程
の
主
要
部
分
と
は
見
な

さ
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

③
、
④
に
お
け
る
「
伝
統
的
」
と
は
、
１
０
０
年
以
上

の
歴
史
を
有
し
、
そ
れ
が
現
在
ま
で
継
続
す
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。

⑤
に
つ
い
て
は
、
10
以
上
の
事
業
者
又
は
製
造
従
事
者

伝
統
的
な
産
業
・
工
芸
の
新
た
な
挑
戦

伝
統
的
工
芸
品
産
業
に
つ
い
て
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図
１
は
、
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
生
産
額
、
従
業
員
数

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
般
財
団
法
人
伝
統
的

工
芸
品
産
業
振
興
協
会
（
以
下
、
伝
産
協
会
と
い
う
）
に

よ
る
各
産
地
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
集
計
し
た
も
の
だ

が
、
ト
レ
ン
ド
と
し
て
は
実
態
を
示
し
て
い
る
。
生
産
額

は
、
平
成
10
年
度
約
２
８
０
０
億
円
だ
っ
た
も
の
が
、
平

成
29
年
度
に
は
９
０
０
億
円
強
に
減
少
し
て
い
る
。
ま
た

従
業
員
数
も
約
12
万
人
か
ら
約
６
万
人
へ
と
減
少
し
て
い

る
。
生
産
額
、
従
業
員
数
と
も
に
近
年
は
横
ば
い
で
あ
る

が
、
総
じ
て
右
肩
下
が
り
で
あ
る
。

さ
て
、
伝
産
品
業
界
が
抱
え
る
課
題
は
い
く
つ
も
あ
る

が
、
実
は
昔
か
ら
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
後
継
者
確
保
が
最

大
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
伝
産
品
業
界
に
限
ら

ず
、
個
人
事
業
者
や
小
規
模
事
業
者
共
通
の
課
題
で
あ
る

が
、
伝
産
品
の
場
合
は
一
度
途
絶
え
る
と
代
替
が
き
か
な

い
。
産
地
か
ら
は
、
伝
産
品
が
売
れ
な
い
故
、
従
業
員
を

新
規
に
雇
用
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
、
あ
る
い
は
も
う
か

ら
な
い
か
ら
息
子
に
は
後
を
継
が
せ
る
こ
と
は
出
来
な

い
、
と
の
話
を
よ
く
耳
に
す
る
。

伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興
の
た
め
の
施
策

伝
統
的
工
芸
品
向
け
の
補
助
金
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は

産
地
向
け
の
伝
統
的
工
芸
品
産
業
支
援
補
助
金
（
令
和
３

年
度
予
算
額
３
・
６
億
円
）、
も
う
一
つ
は
伝
産
協
会
を

事
業
主
体
と
し
た
伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興
補
助
金
（
同

７
・
２
億
円
）
で
あ
る
。

（
1
）
伝
統
的
工
芸
品
産
業
支
援
補
助
金
（
以
下
﹁
産
地

補
助
金
﹂）
に
つ
い
て

産
地
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は
、
ま
ず
振
興
計
画

等
を
経
済
産
業
大
臣
に
承
認
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

振
興
計
画
等
と
は
、
い
か
に
し
て
伝
産
品
の
振
興
を
図
る

か
の
計
画
書
で
あ
り
、
事
業
主
体
に
よ
り
い
く
つ
の
種
類

が
あ
り
、
支
援
を
受
け
ら
れ
る
内
容
も
異
な
る
（
表
２
）。

こ
の
振
興
計
画
を
基
に
産
地
補
助
金
の
申
請
が
可
能
と
な

る
。
支
援
内
容
も
網
羅
的
で
あ
り
、
手
厚
い
支
援
と
な
っ

て
い
る
。

（
2
）
伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興
補
助
金
（
以
下
﹁
協
会

補
助
金
））

産
地
補
助
金
が
主
と
し
て
産
地
組
合
や
伝
産
品
を
製
造

す
る
個
別
産
地
、
個
別
企
業
に
対
す
る
支
援
で
あ
る
の
に

対
し
、
協
会
補
助
金
は
、
伝
産
協
会
が
事
業
主
体
と
な
る

産
地
横
断
的
な
支
援
で
あ
る
。
伝
産
協
会
は
伝
産
法
第
23

条
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
一
般
財
団
法
人
で
あ
り
、
次
の

よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

①
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
産
地
支
援
等
事
業

意
欲
と
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
あ
る
産
地
に
外
部
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
を
派
遣
し
、
産
地
が
抱
え
る
課
題
の
把
握　

と
、
課
題
克
服
の
た
め
の
総
合
的
な
支
援
を
行
う
。

②
伝
統
的
工
芸
品
表
示
等
事
業

図１　伝統的工芸品の生産額・従業員数の推移（出典：一財 伝統的工芸品産業振興協会）

織物
・西陣織、博多織　など

38品 和紙
・美濃和紙、越前和紙　など

９品

染織品
・加賀友禅、京友禅　など

13品 文具
・播州そろばん、熊野筆　など

10品

その他繊維製品
・行田足袋、伊勢組紐　など

５品 石工品
・岡崎石工品、出雲石灯籠　など

4品

陶磁器
・九谷焼、備前焼　など

32品 貴石細工
・甲州水晶貴石細工　など

2品

漆器
・輪島塗、越前漆器　など

23品 人形・こけし
・岩槻人形、博多人形　など

10品

木工品・竹工品
・仙台箪笥、紀州へら竿　など

32品 その他工芸品
・江戸切子、三線　など

22品

金工品
・南部鉄器、堺打刃物　など

16品 工芸材料・工芸用具
・金沢箔　など

３品

仏壇・仏具
・長岡仏壇、彦根仏壇　など

17品 合計 236品

表１　伝統的工芸品の内訳

特 集

31 2022・1 月号 地域づくり 特集編 2022・1 月号地域づくり 特集編 30



経
済
産
業
大
臣
が
指
定
し
た
技
術
・
技
法
・
原
材

料
で
制
作
さ
れ
、
産
地
検
査
に
合
格
し
た
伝
統
的
工

芸
品
に
伝
統
マ
ー
ク
（
図
２
）
を
使
っ
た
「
伝
統
証

紙
」
を
発
行
す
る
事
業
。

③
伝
統
工
芸
士
認
定
等
事
業

伝
統
的
な
技
術
又
は
技
法
に
熟
練
し
た
職
人
に
実

技
・
知
識
及
び
面
接
試
験
を
実
施
し
、

「
伝
統
工
芸
士
（
以
下
「
伝
工
士
」）」

と
し
て
認
定
し
、
称
号
を
付
与
す
る
も

の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
漆
の
抗
菌
、
抗
ウ
ィ
ル
ス

性
を
実
証
す
る
た
め
の
調
査
研
究
事
業

を
令
和
3
年
度
か
ら
開
始
し
た
。

今
後
の
方
向
性

伝
産
品
産
業
は
、
中
小
企
業
向
け
の

各
種
施
策
に
加
え
、
産
地
補
助
金
や
協

会
補
助
金
が
活
用
で
き
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
右
肩
下
が
り
を
続
け
て
い
る
。

長
期
的
な
視
点
か
ら
伝
産
品
が
売
れ
る

よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
「
後
継
者
確

保
」
の
課
題
を
解
決
す
る
重
要
な
要
素

で
あ
る
。
売
れ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
、
そ
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
し
て

み
た
い
。

（
1
） 
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
明
確
化

ま
ず
は
伝
産
品
を
購
入
し
て
く
れ
る

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
化
す
べ
き
で
あ
る
。
伝
産
品
は
高
い

と
よ
く
聞
く
。
実
際
に
高
い
か
ど
う
か
は
検
証
が
必
要
で

あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
は
日
用
品
を
貸
し
出
す
損
料
屋
や

穴
が
空
い
た
鍋
釜
を
修
理
す
る
鋳
掛
屋
が
存
在
し
て
い
た

の
で
あ
り
、
日
用
品
と
い
え
ど
も
そ
れ
な
り
の
価
格
で
あ

っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

小
職
は
、
大
量
生
産
、
大
量
消
費
の
時
代
を
迎
え
、
日

用
品
に
対
す
る
人
々
の
価
値
基
準
が
大
き
く
変
化
し
た
と

考
え
て
い
る
。
茶
碗
や
皿
を
購
入
す
る
に
当
た
っ
て
ま
ず

考
え
る
の
は
価
格
と
機
能
で
あ
る
。
現
代
で
は
１
０
０
円

シ
ョ
ッ
プ
に
行
け
ば
茶
碗
や
皿
は
安
価
で
手
に
入
る
。
で

は
、
日
用
品
と
さ
れ
る
伝
産
品
も
価
格
を
下
げ
て
販
売
す

べ
き
か
？　

小
職
も
、
販
売
の
裾
野
を
広
げ
る
た
め
に
は

安
い
製
品
を
作
る
べ
き
で
は
と
考
え
た
と
き
も
あ
っ
た

が
、
主
工
程
が
手
作
業
で
あ
る
伝
産
品
が
激
烈
な
価
格
競

争
に
入
り
込
む
べ
き
で
は
な
い
し
、
勝
て
る
は
ず
が
な
い

と
現
在
で
は
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
日
本
の
多
く
の
人
々
の
価
値
基
準
は
「
役
立

つ
品
を
安
く
」
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
一
方
で
「
役
立
つ
」
だ
け
で
は
な
く
、
価
値
の
あ
る

も
の
を
「
所
有
す
る
」
こ
と
に
意
味
を
見
い
だ
す
人
々
も

存
在
し
て
い
る
。
好
例
が
車
で
あ
る
。
車
を
下
駄
代
わ
り

に
使
う
の
で
あ
れ
ば
、
性
能
か
ら
し
て
国
産
車
で
十
分
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
あ
え
て
高
価
な
外
車
を
所
有
し
、
運

転
す
る
こ
と
自
体
に
満
足
感
を
得
て
い
る
人
々
も
い
る
。

経
済
的
に
高
級
外
車
を
購
入
で
き
な
い
小
職
の
よ
う
な
者

は
、
そ
れ
を
「
無
駄
」
と
呼
ぶ
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の

「
無
駄
」
に
価
値
を
見
い
だ
し
て
い
る
人
々
が
少
な
か
ら

ず
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
伝
産
品
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、「
役

立
つ
」
よ
り
「
所
有
し
、
使
っ
て
」
満
足
を
得
る
こ
と
に

価
値
基
準
を
持
つ
人
々
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
べ
き
で
あ
る
。

計画名 対象 補助対象事業 補助率

振興計画
産地組合（※）

（※伝産品を製造する地域の伝産品製造
事業者の1/2以上が構成員）

① 後継者の確保・育成、従事者の研修
② �技術・技法の記録・保存・改善及び

品質の維持・改善
③ 原材料確保

 2/3

④ 需要開拓
⑤ 作業場等の環境改善
⑥ �原材料の共同購入、製品の共同販売

などの共同化
⑦ 消費者への情報提供等
⑧ 従事者への福利厚生
⑨ その他

（製造従事者が
60名超又は企
業数が20超の
場合は1/2）

共同振興計画 産地組合と販売者又は販売者の組合が連
携する場合

① 需要開拓
② 共同販売等の事業の共同化
③ 消費者への情報提供

 2/3

活性化計画
伝産品を製造する地域の伝産品製造事業
者又はそのグループ、伝産品製造事業者
を構成員とする製造協同組合

① 従事者の研修
② 技術・技法の改善及び品質の改善
③ 原材料確保に関する調査研究
④ 需要開拓

 2/3

連携活性化計画 複数の産地の伝産品製造事業者が共同で
実施

⑤ �原材料の共同購入、製品の共同販売
などの共同化

⑥ 消費者への情報提供
⑦ 新商品の開発等

 2/3

支援計画 伝統的工芸品産業の支援を実施しようと
する事業者・団体等

① 後継者の確保・育成
② 交流支援事業
② 産地振興（プロデューサー）事業

 1/2

表 2　産地補助金における各種計画

図２　伝統マーク
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伝統的な産業・工芸の新たな挑戦
日本の伝統的な産業・工芸は国内外で高く評価されているが、大量生産・大量消費社会となった高度成長期以降、売り上げは
長期低落傾向にあり、後継者不足も深刻だ。この分野で新たな取り組みに挑戦している各地の事例を紹介する。

岩手県（p６-７）
佐々木奈美氏の南部鉄器の作品。美しい模様が特徴
1秋田県大仙市（p８-９）

模擬花火玉の製造を体験する生徒たち
2

福島県会津若松市（p10-11）
漆器「めぐる」には、貴重な国産の漆が使われ、植栽活
動に活かされている

3

茨城県（p12-13）
漬物の香りを分析する装置
4

埼玉県さいたま市（p14-15）
オンライン盆栽ワークショップの様子
5富山県高岡市（p16-17）

３D技術を活用して新調した薬師寺「東塔」（最上部）の水
すい

煙
えん

6

1

45

2

3

伝
工
士
や
伝
統
証
紙
を
活
用
す
る
の
も
一
案
で
あ
る
。
つ

ま
り
伝
工
士
が
何
名
在
籍
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
伝
工
士

が
製
作
し
て
い
る
こ
と
を
看
板
に
し
て
技
術
力
を
誇
り
、

商
品
に
は
伝
統
証
紙
を
貼
付
し
、
産
地
検
査
に
合
格
し
た

正
統
な
伝
統
的
工
芸
品
で
あ
る
こ
と
を
前
面
に
打
ち
出
す

こ
と
に
よ
り
、
売
上
の
増
加
や
、
ひ
い
て
は
伝
工
士
の
地

位
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

一
方
で
、
通
信
は
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
み
で
ま
っ
た
く
Ｉ

Ｔ
化
さ
れ
て
い
な
い
産
地
も
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
産
地
は

産
地
補
助
金
を
申
請
す
る
た
め
の
事
務
能
力
の
向
上
も
急

務
と
な
っ
て
い
る
。
伝
産
協
会
で
は
、
今
年
度
よ
り
先
に

述
べ
た
「
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
産
地
支
援
等
事
業
」
を
開
始

し
、
こ
れ
ら
産
地
の
総
合
的
な
支
援
を
開
始
し
た
。
成
果

が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
3
）
新
製
品
開
発

伝
産
品
を
製
造
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
以
外
を
作
っ
て

は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
新
商
品
を
開
発
す
る

こ
と
は
事
業
者
と
し
て
当
然
で
あ
る
。
例
え
ば
越
前
漆
器

で
は
、
伝
統
的
な
木
製
の
漆
器
だ
け
で
な
く
、
合
成
樹
脂

を
用
い
た
漆
器
に
よ
り
外
食
分
野
で
使
わ
れ
る
漆
器
の
８

〜
９
割
を
製
造
し
て
い
る
と
聞
く
。
伝
統
的
工
芸
品
の
技

術
を
維
持
し
つ
つ
、
こ
の
よ
う
な
商
品
を
開
発
す
る
こ
と

は
企
業
の
存
続
に
は
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、波
佐
見
焼（
長

崎
県
）
の
コ
ー
ヒ
ー
ド
リ
ッ
パ
ー
は
、
現
代
的
な
デ
ザ
イ

ン
で
若
年
層
に
人
気
が
あ
る
。
昨
年
、
あ
る
博
多
人
形
展

で
審
査
員
を
務
め
た
が
、
上
位
入
賞
し
た
作
品
は
ヨ
ガ
を

す
る
カ
バ
で
あ
っ
た
。
小
職
が
持
っ
て
い
た
博
多
人
形
の

先
入
観
を
吹
っ
飛
ば
し
、
人
形
作
り
は
自
由
だ
と
感
じ
さ

せ
て
く
れ
た
。
技
術
を
維
持
継
承
し
な
が
ら
も
新
し
い
も

の
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
伝
統
的
工
芸
品
に
は
極
め
て
重

要
で
あ
る
と
思
わ
さ
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
。
博
多
人
形
等

（
2
）
販
路
の
拡
大

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
昨
年
、
今
年
と
多
く
の

催
事
が
中
止
と
な
り
、
多
く
の
伝
産
品
産
地
の
売
上
が
大

き
く
減
少
し
た
。
こ
れ
は
伝
産
品
の
売
上
が
催
事
や
観
光

客
の
お
土
産
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
に
寄
ら
な
い
取
り
組
み
と
し
て
、
伝
産
協
会
の

「Japan T
raditional Crafts W

eek

（
Ｊ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
）」

が
あ
る
。
こ
れ
は
各
地
の
伝
産
品
を
既
存
の
店
舗
な
ど
に

期
間
限
定
で
置
い
て
も
ら
う
取
り
組
み
で
あ
る
。
今
年
度

は
、
10
月
末
か
ら
の
2
週
間
に
わ
た
り
青
山
、
銀
座
、
中

目
黒
の
37
店
舗
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
露
出
度
を
増

や
す
取
り
組
み
は
、
普
段
は
伝
産
品
に
触
れ
て
い
な
い

人
々
を
伝
産
品
へ
と
誘
い
、
趣
味
人
を
増
や
す
よ
い
機
会

と
な
ろ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
、
伝
産
品
産
地
が
Ｅ
Ｃ
（
電
子

商
取
引
）
に
注
目
す
る
機
会
と
な
っ
た
。
伝
産
品
業
界
に

お
け
る
Ｉ
Ｔ
化
の
度
合
い
は
、
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
独
自
の

Ｈ
Ｐ
を
立
ち
上
げ
た
り
、
ア
マ
ゾ
ン
やY

ahoo!

と
い
っ

た
既
存
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
出
店
し
た
り
、
コ
ロ
ナ
を
機

に
始
め
た
り
な
ど
、
産
地
や
事
業
者
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
。
こ
れ
ら
産
地
・
事
業
者
つ
い
て
は
、
そ
れ
な
り

に
自
力
も
あ
る
の
で
、
産
地
補
助
金
や
協
会
補
助
金
を
う

ま
く
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
こ
で
伝
工
士
と
伝
統
証
紙
つ
い
て
少
し
考
察
す
る
。

伝
工
士
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
一
流
の
技
術
を
持
つ
と
認

定
さ
れ
た
職
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
せ
っ
か
く
の
資
格
が

生
か
さ
れ
て
お
ら
ず
、
近
年
で
は
伝
工
士
を
受
験
す
る
職

人
も
減
少
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
伝
統
証
紙
も
売
上
へ
の
貢

献
度
が
今
一
つ
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
世
の
中
に
は
無

数
の
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
が
あ
る
た
め
、
個
別
の
サ
イ
ト
や
シ
ョ

ッ
プ
は
埋
没
し
て
し
ま
う
。
目
立
つ
よ
う
に
す
る
に
は
、

は
、
料
亭
や
ホ
テ
ル
向
け
の
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
（
一

定
期
間
利
用
）
も
一
つ
の
方
策
か
と
思
わ
れ
た
。

終
わ
り
に

最
近
、
伝
統
的
工
芸
品
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
と

感
じ
ら
れ
る
。
日
本
コ
カ･

コ
ー
ラ
株
式
会
社
は
、「
綾

鷹
　
伝
統
工
芸
支
援
ボ
ト
ル
」
の
売
上
の
一
部
を
伝
統
的

工
芸
品
の
人
材
育
成
支
援
に
寄
付
し
て
く
れ
た
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
、
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
株
式
会

社
明
治
は
、〝
ニ
ッ
ポ
ン
生
ま
れ
の
「
明
治
プ
レ
ミ
ア
ム

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」
の
プ
レ
ミ
ア
ム
な
質
と
量
を
ニ
ッ
ポ

ン
な
ら
で
は
の
伝
統
工
芸
品
の
器
に
乗
せ
て
、
ニ
ッ
ポ
ン

独
自
の
お
い
し
さ
を
表
現
し
て
み
ま
し
た
〞
と
い
う
企
画

を
展
開
中
で
あ
る
。

Y
ouT
ube

で
公
開
し
て
い
る
伝
産
協
会
製
作
の
「
Ｔ

Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ
」
は
、
伝
産
品
産
地
を
３
分
程
度
の
映
像
で

紹
介
し
て
お
り
、
現
在
62
産
地
が
完
成
し
て
い
る
。
国
内

は
も
と
よ
り
海
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
非
常
に
多
く
、
箱

根
寄
木
細
工
の
視
聴
回
数
は
１
８
０
万
回
近
く
に
も
上
る

な
ど
、
海
外
に
お
け
る
日
本
の
伝
産
品
へ
の
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
を
う
ま
く
つ
か
ん
で

行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

伝
統
的
工
芸
品
産
業
が
抱
え
る
課
題
は
、
多
岐
に
わ
た

る
。
今
回
記
載
し
た
以
外
に
も
▽
「
モ
ノ
」
か
ら
「
コ
ト
」

へ
の
転
換
（
含
む
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）
▽
海
外
市
場
へ
の
展

開
（
含
む
商
標
）
▽
企
業
組
織
と
徒
弟
制
▽
材
料
の
購
入

単
価
▽
新
規
工
房
確
保

―
な
ど
、
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
は
た
く
さ
ん
沢
山
あ
る
。
ど
れ
か
一
つ

で
も
解
決
で
き
る
よ
う
伝
産
協
会
と
と
も
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
。
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花火のまち大仙市
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